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３１ 

第
一
章
日
銀
創
設
と
手
形
決
済
制
度
を
め
ぐ
る
対
抗

一
「
連
帯
為
替
」
制
度
と
単
一
銀
行
主
義

二
手
形
交
換
制
度
と
支
店
銀
行
主
義

第
二
章
明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
と
預
金
銀
行
主
義
的
再
編

一
明
治
中
期
日
銀
信
用
の
転
換

二
恐
慌
下
に
お
け
る
破
綻
銀
行
の
資
金
分
析

ａ
資
金
運
用
と
株
式
投
機

ｂ
「
鞘
取
」
銀
行
主
義
に
つ
い
て

ｃ
日
銀
借
入
れ
と
市
中
借
入
れ

ｄ
手
形
再
割
引
と
保
証
信
用

三
銀
行
築
中
の
二
糸
列
ｌ
救
済
同
盟
と
銀
行
系
列
化

（
以
下
次
号
に
つ
づ
く
）

は
じ
め
に

成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
論
理
と
構
造
（
上
）

露
見
誠
良

● 



3２ 

明
治
以
来
、
現
在
に
至
る
ま
で
日
本
信
用
機
構
は
本
来
的
な
金
融
市
場
を
も
つ
こ
と
は
な
か
っ
た
。
後
発
国
が
直
面
す
る
上
か
ら
の

産
業
資
本
の
育
成
は
、
縦
型
の
融
資
集
中
機
構
を
不
可
避
と
し
、
横
へ
拡
が
る
自
律
的
資
金
循
環
へ
の
胎
動
は
、
そ
の
実
現
を
阻
ま
れ

た
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
日
本
資
本
主
義
は
閉
鎖
的
性
格
を
固
持
し
、
全
く
金
融
市
場
形
成
の
可
能
性
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

杏
、
こ
の
自
律
へ
の
可
能
性
は
日
本
信
用
機
構
の
形
成
と
と
も
に
次
第
に
横
へ
の
胎
動
を
強
め
、
つ
い
に
は
第
一
次
大
戦
期
に
至
っ
て

手
形
割
引
市
場
の
創
設
に
結
実
す
る
。
し
か
し
、
や
っ
と
お
と
づ
れ
た
日
本
信
用
機
構
の
青
春
も
戦
後
恐
慌
の
激
動
の
な
か
で
開
花
す

る
暇
も
与
え
ら
れ
ず
し
ぼ
ん
で
し
ま
う
。
そ
れ
以
降
、
日
本
に
お
い
て
自
律
的
な
金
融
市
場
は
、
陽
の
目
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
日
本
信
用
機
織
は
金
融
市
場
分
析
の
視
角
か
ら
把
握
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
広
義
の
資
金
融
通
機
栂
分
析
に
視
点
を

す
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
特
質
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
信
用
機
構
が
は
ら
む
多
様
な
可
能
性
と
そ
の
実
現
過
程
は
、
横

へ
の
胎
動
を
吸
収
・
包
摂
し
て
ゆ
く
縦
型
の
融
資
集
中
機
構
の
再
編
に
よ
っ
て
高
次
化
し
て
ゆ
く
銀
行
間
資
金
融
通
機
構
の
う
ち
に
示

さ
れ
る
。
こ
の
小
論
の
第
一
の
視
角
は
、
第
一
次
大
戦
期
以
前
に
そ
の
骨
格
を
与
え
ら
れ
た
成
立
期
日
本
信
用
機
櫛
の
櫛
造
的
特
質

を
、
銀
行
間
資
金
融
通
機
構
に
お
け
る
縦
と
横
へ
の
ベ
ク
ト
ル
の
合
成
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。

日
本
信
用
機
構
の
構
造
は
、
不
断
に
展
開
す
る
横
へ
の
ひ
ろ
が
り
を
内
包
す
る
縦
型
の
資
金
融
通
機
構
と
し
て
成
立
す
る
が
、
そ
れ

を
成
立
せ
し
め
る
論
理
は
、
自
生
的
な
し
の
で
は
な
く
先
進
欧
米
の
金
融
思
想
の
導
入
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
に
範
を
も

と
め
る
国
立
銀
行
制
度
か
ら
ロ
ン
ド
ン
を
範
と
す
る
日
本
銀
行
の
創
設
へ
の
大
転
換
に
お
け
る
英
米
金
融
思
想
の
対
抗
が
、
成
立
期
日

本
信
用
機
構
の
底
流
を
な
す
。
ア
メ
リ
カ
国
法
銀
行
主
義
的
骨
格
を
イ
ギ
リ
ス
預
金
銀
行
主
義
的
体
系
に
再
編
し
な
お
す
こ
と
の
困
難

が
、
成
立
期
日
本
信
用
機
構
の
多
元
的
性
格
と
そ
の
動
揺
を
惹
き
起
す
。
英
米
を
典
型
と
す
る
二
つ
の
預
金
銀
行
主
義
、
す
な
わ
ち
単

は
じ
め
に
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一
銀
行
主
義
と
支
店
銀
行
主
義
の
は
ざ
ま
に
あ
っ
て
、
自
生
的
金
融
基
盤
に
規
定
さ
れ
な
が
ら
日
本
の
預
金
銀
行
主
義
は
如
何
に
し
て

自
ら
を
確
立
し
て
攻
く
の
か
、
英
米
の
異
っ
た
位
相
を
も
つ
金
融
思
想
の
導
入
が
如
何
な
る
信
用
機
構
を
創
出
す
る
の
か
、
創
出
過
程

に
お
け
る
矛
盾
対
抗
を
明
ら
が
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
こ
の
小
論
の
第
二
の
視
角
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
二
重
の
視
角
か
ら
、
ま
ず
前
半
に
お
い
て
，
明
治
一
五
年
日
銀
創
設
を
画
期
と
す
る
ア
メ
リ
カ
国
法
銀
行
制
か
ら
イ
ギ

リ
ス
預
金
銀
行
制
へ
の
転
換
瀞
、
日
本
の
資
金
融
通
機
構
に
如
何
な
る
構
造
的
特
質
を
刻
印
し
た
か
を
追
求
す
る
。
銀
行
間
資
金
融
通

に
お
け
る
最
初
の
機
構
を
な
す
コ
ル
レ
ス
網
と
そ
の
決
済
制
度
に
お
け
る
分
裂
を
、
「
連
帯
為
替
」
制
の
挫
折
と
手
形
交
換
制
創
設
に

お
け
る
対
抗
と
し
て
、
Ｊ
第
一
章
で
と
り
あ
げ
、
第
二
章
に
お
い
て
、
明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
を
「
鞘
取
」
銀
行
か
ら
預
金
銀
行
体
制
へ

の
転
換
に
と
も
な
う
金
融
危
機
と
し
て
と
ら
え
、
資
金
融
通
機
構
の
構
造
的
再
編
の
方
向
と
展
望
を
検
討
す
る
。

次
に
後
半
に
お
い
て
、
預
金
銀
行
主
義
へ
の
大
転
換
に
と
も
な
っ
て
胎
動
す
る
横
断
的
資
金
融
通
機
構
と
し
て
、
明
治
三
○
年
代
か

ら
四
○
年
代
に
か
け
て
の
ゴ
ー
ル
市
場
と
手
形
再
割
引
「
市
場
」
の
実
態
を
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
経
営
分
析
を
と
う
し
て
検
出
す
る
。

そ
の
う
え
で
、
後
発
国
日
米
共
通
の
単
名
手
形
優
位
の
な
か
で
中
央
銀
行
信
用
を
バ
ッ
ク
に
手
形
割
引
市
場
を
創
設
し
よ
う
と
す
る

大
正
初
年
の
ア
メ
リ
カ
ｚ
島
・
ロ
②
』
旨
・
目
鼻
◎
ｇ
ｏ
・
日
旦
⑩
：
ロ
．
構
想
の
日
本
へ
の
導
入
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
日
銀
創
設
以
来
イ
ギ
リ

ス
預
金
銀
行
主
義
の
制
圧
の
も
と
で
伏
流
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
金
融
思
想
の
復
興
の
意
義
は
先
進
帝
国
に
お
け
る
ロ
ン
ド
ン

割
引
市
場
に
対
す
る
後
進
帝
国
仁
則
し
た
独
自
の
手
形
割
引
市
場
創
設
の
論
理
の
発
見
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
コ
ル
レ
ス
網
↓
コ
ー
ル
↓

手
形
割
引
↓
手
形
再
割
引
を
め
ぐ
る
日
本
信
用
機
構
の
編
成
原
理
に
お
け
る
縦
か
ら
横
へ
の
く
承
か
え
の
可
能
性
を
『
銀
行
通
信
録
」

を
素
材
に
し
て
検
討
す
る
ｐ
ｈ
ィ
亨
吟
Ｅ
Ｊ



3４ 

｜
「
連
帯
為
替
」
制
度
と
単
一
銀
行
主
義

日
本
に
お
け
る
近
代
的
銀
行
は
、
明
治
八
年
二
八
七
五
）
を
画
期
と
す
る
国
立
銀
行
に
そ
の
起
点
を
発
す
る
。
維
新
変
革
に
お
け

る
政
府
紙
幣
の
増
発
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
収
束
と
近
代
的
銀
行
の
確
立
を
同
時
に
解
く
範
例
と
し
て
、
南
北
戦
争
後
の
ア
メ

リ
カ
》
諒
晉
目
■
］
厚
冒
烏
が
掲
げ
ら
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
国
法
銀
行
制
度
は
合
州
国
に
根
ざ
す
地
方
分
権
主
義
に
よ
っ
て
、
州
単
位
の
支

店
を
も
た
な
い
孤
立
的
な
単
一
銀
行
（
自
働
汁
冨
鳥
冒
、
旦
鼻
の
日
）
か
ら
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
を
中
心
と
す
る
多
数
の
支
店
を
も
つ
大
銀

行
か
ら
な
る
イ
ギ
リ
ス
の
支
店
銀
行
制
度
（
ず
国
ロ
島
す
：
岸
自
由
画
国
興
の
日
）
と
二
つ
の
典
型
を
か
た
ち
づ
く
る
。
こ
の
支
店
の
有
無
に

（
１
）
 

も
と
ず
く
銀
行
制
度
の
違
い
は
、
そ
の
国
の
金
融
構
造
・
金
融
市
場
の
あ
り
方
を
大
き
く
左
右
す
る
。
日
本
に
お
け
る
国
立
銀
行
の
導

入
。
確
立
は
、
維
新
政
府
と
結
び
つ
き
大
蔵
省
・
府
県
為
替
方
と
し
て
全
国
支
店
網
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
三
井
・
小
野
・
島
田
組
な

ど
の
伝
統
的
な
為
替
両
替
商
体
制
か
ら
、
支
店
を
も
た
な
い
近
代
的
な
単
一
銀
行
制
度
へ
の
転
換
を
意
味
す
る
。
維
新
変
革
の
過
程
で

大
阪
を
中
心
と
す
る
旧
来
の
高
度
な
信
用
関
係
は
破
壊
さ
れ
、
自
ら
の
立
脚
点
を
失
っ
た
巨
大
両
替
商
は
維
新
政
府
の
大
蔵
省
・
府
県

為
替
方
を
掌
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
体
制
へ
適
応
し
て
ゆ
く
。
府
県
為
替
方
業
務
に
早
く
か
ら
と
り
く
ん
で
い
た
小
野
組
は
、

明
治
五
年
す
で
に
二
一
の
出
張
所
を
も
ち
、
立
ち
遅
れ
た
三
井
も
明
治
六
年
に
か
け
て
一
三
に
及
ぶ
支
店
網
を
設
け
全
国
的
な
為
替
網

（
２
）
 

を
構
築
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
紙
幣
回
収
に
苦
し
む
維
新
政
府
は
、
旧
幕
藩
体
制
よ
り
う
け
つ
が
れ
た
三
井
を
筆
頭
と
す
る
巨
大
為

替
商
に
よ
る
支
店
Ⅱ
為
替
網
に
か
わ
っ
て
、
国
立
銀
行
を
軸
と
す
る
金
融
機
構
の
創
設
を
志
向
す
る
。
府
県
為
替
方
を
軸
と
す
る
旧
両

替
商
に
よ
る
為
替
網
に
か
わ
っ
て
支
店
を
も
た
な
い
国
立
銀
行
群
相
互
の
決
済
機
構
す
な
わ
ち
支
店
に
か
わ
る
全
国
に
ひ
ろ
が
る
密
集

し
た
コ
ル
レ
ス
網
と
そ
の
決
済
の
軸
点
を
な
す
手
形
交
換
機
構
の
構
築
が
緊
急
の
課
題
と
な
る
。

第
一
章
日
銀
創
設
と
手
形
決
済
制
度
を
め
ぐ
る
対
抗
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全
国
流
通
網
の
形
成
に
と
も
な
う
遠
隔
地
為
替
取
引
に
対
応
す
べ
く
、
一
五
六
に
お
よ
ぶ
孤
立
し
た
国
立
銀
行
群
は
、
ま
ず
相
互
に

コ
ル
レ
ス
綱
を
自
生
的
に
つ
く
り
あ
げ
て
ゆ
く
。
そ
の
さ
き
が
け
は
、
明
治
七
年
第
一
国
立
銀
行
に
よ
る
小
野
組
長
崎
支
店
と
の
約
定

（
３
）
 

に
求
め
ら
れ
る
が
、
本
格
的
展
開
は
明
治
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
『
銀
行
局
報
告
』
に
よ
る
と
、
明
治
一
二
年
六
月
末
に
お

い
て
本
店
一
五
○
、
支
店
七
九
、
コ
ル
レ
ス
線
一
一
一
三
八
で
あ
っ
た
が
、
翌
年
一
一
一
一
年
六
月
末
に
は
、
本
店
一
五
二
、
支
店
九
四
、
コ
ル

レ
ス
線
一
○
二
七
と
飛
躍
的
な
拡
大
を
承
た
。
そ
の
う
ち
東
京
・
大
阪
に
統
括
す
る
も
の
、
そ
れ
ぞ
れ
一
一
二
一
、
一
六
三
、
各
地
交
互

連
絡
す
る
屯
の
五
二
五
、
府
県
管
内
の
も
の
一
一
八
で
あ
っ
た
。
東
京
で
は
三
井
、
第
一
、
第
三
十
一
一
一
、
第
四
十
四
国
立
銀
行
が
、
大

阪
で
は
第
十
三
、
第
三
十
二
、
さ
ら
に
地
方
で
は
宮
城
第
七
十
七
、
福
島
第
六
、
新
潟
第
四
、
横
浜
第
七
十
四
、
長
崎
第
十
八
国
立
銀

行
な
ど
各
地
方
の
中
心
的
銀
行
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い
る
。
東
京
・
大
阪
は
全
国
コ
ル
レ
ス
網
の
両
軸
を
な
す
が
、
明
治
一
二
年

か
ら
一
三
年
に
か
け
て
地
方
間
の
コ
ル
レ
ス
網
は
著
し
い
拡
充
を
承
、
東
京
・
大
阪
両
軸
の
集
中
度
は
五
九
％
か
ら
一
一
一
八
％
へ
低
下
し

た
。
こ
の
東
京
・
大
阪
統
括
コ
ル
レ
ス
網
の
集
中
度
の
低
下
は
、
両
都
の
都
市
大
銀
行
の
比
重
の
低
下
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

全
国
コ
ル
レ
ス
網
創
出
の
牽
引
を
な
す
第
一
銀
行
は
、
明
治
一
○
年
（
上
期
末
）
に
は
未
だ
一
○
線
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
が
、
小
野
、

島
田
両
巨
大
両
替
商
の
破
綻
に
よ
っ
て
二
八
に
お
よ
ぶ
府
県
為
替
方
を
引
受
け
る
と
と
も
に
、
一
一
年
三
○
、
一
二
年
九
八
、
一
一
一
一
年

（
４
）
 

一
二
五
と
飛
躍
的
に
増
大
し
た
。
ま
た
旧
両
替
商
か
ら
近
代
的
銀
行
へ
の
脱
皮
を
は
か
っ
た
一
一
一
弁
銀
行
は
一
一
一
一
年
上
期
末
に
三
一
一
一
支
店

（
５
）
 

と
一
一
一
六
コ
ル
レ
ス
線
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
。
一
三
年
の
段
階
で
は
、
第
一
が
主
と
し
て
東
京
以
西
を
中
心
に
コ
ル
レ
ス
網
を
伸
ば
し

て
い
っ
た
の
に
対
し
、
三
井
は
東
北
・
北
海
道
を
中
心
に
展
開
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
東
へ
の
進
出
の
拠
点
は
、
第
一
・
第
四
・
八
戸
第

（
６
）
 

百
五
○
の
支
店
網
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
明
治
一
○
年
か
ら
一
一
一
一
年
を
画
期
に
第
一
・
三
井
な
ど
都
市
巨
大
銀
行
と
地
方
大
銀

行
と
の
あ
い
だ
に
全
国
的
コ
ル
レ
ス
網
の
橋
頭
塗
が
築
か
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。



3６ 
明
治
一
○
年
代
初
頭
に
お
け
る
第
一
・
第
十
三
な
ど
の
都
市
大
銀
行
と
、
第
四
、
第
十
八
な
ど
の
各
地
方
に
お
け
る
中
心
的
大
銀
行

を
軸
と
す
る
地
域
的
コ
ル
レ
ス
網
の
形
成
を
基
礎
に
し
て
、
東
京
銀
行
集
会
所
の
前
身
を
な
す
択
善
会
に
お
い
て
全
国
的
統
一
決
済
制

度
の
創
設
が
議
論
さ
れ
た
。
明
治
一
○
年
七
月
第
二
回
択
善
会
に
お
い
て
渋
沢
栄
一
は
「
銀
行
相
互
に
他
店
発
行
の
紙
幣
を
以
て
各
交

（
７
）
 

換
準
備
の
内
に
加
へ
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
銀
行
券
流
通
を
促
進
す
べ
し
と
大
蔵
省
に
開
票
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
議
題
は

大
蔵
省
の
内
示
を
う
け
同
年
一
‐
一
年
、
地
方
銀
行
は
「
東
京
に
於
て
一
の
『
コ
ル
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
」
を
設
け
損
壊
紙
幣
と
の
交
換
」

（
８
）
 

を
行
う
「
銀
行
敗
裂
紙
幣
交
換
」
が
起
稿
提
出
さ
れ
、
翌
一
二
年
二
月
銀
行
成
規
改
正
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
た
。
こ
れ
は
国
立
銀
行

券
の
交
換
の
た
め
の
ロ
ル
レ
不
網
創
設
を
認
め
た
も
の
種
あ
り
、
創
設
さ
れ
た
国
立
銀
行
相
互
の
交
流
機
構
が
現
実
的
課
題
と
し
て
要

請
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
と
平
行
し
て
渋
沢
は
第
一
銀
行
よ
り
米
国
銀
行
研
究
の
た
め
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
派
遣
し

帰
国
し
た
ば
か
り
の
種
田
誠
一
を
中
心
に
全
国
的
な
統
一
手
形
決
済
機
構
の
創
設
に
力
を
注
い
で
い
た
。

明
治
一
一
年
七
月
、
第
一
二
回
銀
行
集
会
に
お
い
て
第
三
十
三
銀
行
支
配
人
種
田
誠
一
に
よ
っ
て
「
為
替
広
通
方
法
」
と
し
て
提
起

さ
れ
た
。
こ
れ
を
う
け
第
十
三
回
集
会
に
お
い
て
渋
谷
栄
一
は
「
ゼ
ニ
ポ
ソ
メ
氏
通
貨
論
の
懸
信
の
部
」
を
訳
出
し
ロ
ン
ド
ン
に
お
け

る
手
形
決
済
機
構
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
準
備
を
経
て
二
年
一
○
月
第
一
五
回
集
会
に
お
い
て
「
交
換
所
設
立
及
び

（
９
）
 

『
コ
ル
レ
メ
ポ
ン
デ
ン
ス
』
法
広
通
の
議
案
」
と
し
て
正
式
に
議
題
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。
種
田
は
、
ま
ず
手
形
決
済
機
構
に
お
け
る

英
米
銀
行
制
度
の
ち
が
い
か
ら
出
発
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
大
銀
行
は
多
く
の
支
店
を
有
す
る
か
ら
手
形
決
済
は
本
支
店
間
の

振
替
で
は
た
さ
れ
る
が
、
「
米
国
銀
行
は
各
地
各
群
の
銀
行
皆
各
独
立
す
る
を
以
て
英
国
の
如
く
本
店
の
数
支
店
を
統
括
す
る
」
こ
と

が
で
き
な
い
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
と
は
違
っ
た
「
一
つ
の
良
法
」
す
な
わ
ち
「
紙
幣
交
換
準
備
」
制
が
生
れ
る
。
十
六
交
換
府
銀
行
を
選

び
、
そ
こ
へ
府
内
地
方
銀
行
は
一
五
％
の
紙
幣
交
換
準
備
を
預
け
入
れ
が
錯
綜
す
る
コ
ル
レ
〆
網
は
相
互
の
当
座
勘
定
を
通
し
て
最
終

的
に
交
換
府
銀
行
の
紙
幣
準
備
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
の
「
銀
行
は
既
に
米
国
銀
行
の
方
法
に
基
き
設
け
ら
れ
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」
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
紙
幣
準
備
銀
行
制
に
よ
る
べ
し
と
次
の
如
く
具
体
案
を
提
示
す
る
。
「
各
都
会
の
地
に
在
る
巨
大
銀
行
を
以
て

各
地
方
銀
行
の
発
行
紙
幣
交
換
店
た
る
名
儀
（
即
ち
代
理
店
）
を
有
せ
し
め
、
而
し
て
其
交
換
店
に
於
て
は
各
地
方
銀
行
紙
幣
の
準
備

を
転
備
す
べ
き
を
以
て
又
是
に
従
て
コ
ル
レ
ス
ポ
ン
デ
ン
ス
』
広
通
の
方
法
を
設
く
ぺ
き
」
と
。
す
な
わ
ち
東
京
・
大
阪
・
京
都
・

名
古
屋
・
長
崎
ｂ
新
潟
等
の
交
換
府
を
選
び
、
そ
の
都
府
銀
行
は
地
方
銀
行
か
ら
紙
幣
準
備
を
利
子
付
き
で
預
か
る
。
そ
の
為
替
決
済

は
「
其
約
束
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
之
を
振
出
す
こ
と
を
得
ず
且
彼
此
互
に
差
引
計
算
の
手
数
有
る
を
免
ぬ
」
「
為
替
手
形
を
用
ゆ
ろ
に

及
ば
ず
」
、
当
座
預
金
小
切
手
に
類
似
し
た
「
振
出
手
形
の
広
通
を
約
束
す
る
」
に
よ
る
と
す
る
。
こ
の
単
一
銀
行
制
度
に
着
目
し
た

ア
メ
リ
カ
流
の
当
座
預
金
に
よ
る
為
替
決
済
制
度
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
第
三
十
三
銀
行
種
田
案
に
対
し
て
、
第
一
銀
行
に
お
い
て
先

駆
的
に
コ
ル
レ
ス
網
を
つ
く
り
あ
げ
つ
つ
あ
っ
た
渋
沢
栄
一
は
コ
ル
レ
ス
網
の
拡
張
に
と
も
な
う
決
済
制
度
の
必
要
に
つ
い
て
異
議
は

な
い
が
、
第
一
銀
行
に
お
い
て
「
其
方
法
の
如
き
も
巳
に
略
腹
案
を
設
け
未
だ
之
を
発
議
す
る
に
至
ら
ず
」
と
し
「
他
日
議
定
せ
ん
こ

（
、
）

と
を
要
す
」
と
決
し
た
。

翌
月
の
第
一
六
回
集
会
に
お
い
て
再
び
議
論
さ
れ
、
渋
沢
は
、
為
替
お
よ
び
銀
行
紙
幣
交
換
法
に
二
つ
の
方
法
が
あ
る
と
整
理
し

た
。
銀
行
条
例
と
抵
触
す
る
法
の
改
正
を
求
め
二
律
連
行
す
べ
き
方
法
」
を
と
る
か
、
法
改
正
に
よ
ら
ず
「
同
盟
銀
行
の
間
に
行
ふ

べ
き
私
的
条
款
を
選
定
し
て
施
行
す
鼬
か
で
あ
り
、
そ
の
根
抵
に
は
ア
メ
リ
カ
準
備
銀
行
制
と
ロ
ン
ド
ン
支
店
銀
行
に
よ
る
コ
ル
レ

ス
網
と
の
違
い
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
議
論
は
法
制
に
よ
っ
て
都
市
小
銀
行
が
交
換
店
と
な
っ
た
場
合
に
生
ず
る
不
測
の
困
難
を

め
ぐ
っ
て
、
種
田
誠
一
（
第
三
十
一
一
一
）
原
六
郎
（
第
百
）
と
安
田
善
次
郎
（
第
一
一
一
）
原
善
三
郎
（
第
二
）
原
田
銀
造
（
第
四
）
と
の
間

に
対
立
を
承
た
が
、
種
田
は
都
市
小
銀
行
の
交
換
に
よ
る
一
時
的
窮
迫
に
対
し
て
は
、
図
師
嘉
民
（
第
五
）
の
ロ
ン
ド
ン
ク
リ
ア
リ
ン

グ
ハ
ウ
ス
の
得
失
論
を
う
け
て
、
ア
メ
リ
カ
の
例
を
ひ
き
「
紙
幣
交
換
準
備
の
為
め
資
本
の
内
若
干
の
金
円
を
大
蔵
省
に
納
致
」
し
、

（
聰
）

さ
ら
に
「
交
換
所
を
設
置
し
以
て
其
機
務
を
便
に
し
交
換
の
途
粛
然
と
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
金
の
緩
急
に
応
ず
る
こ
と
が
で
き
る



鉛
と
答
え
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
種
田
は
「
此
交
換
方
法
の
如
き
は
到
底
今
日
の
急
務
」
で
あ
る
か
ら
、
「
互
約
を
欲
す
る
者
は
照
ら
し
て

之
を
行
う
べ
き
旨
に
条
例
の
改
正
あ
ら
ん
こ
と
を
要
望
」
す
る
線
で
妥
協
を
は
か
っ
た
。
一
一
一
月
第
一
七
回
集
会
に
お
い
て
「
国
立
銀

行
発
行
紙
幣
交
換
法
設
置
之
儀
に
付
建
白
」
の
議
案
が
作
成
さ
れ
提
出
さ
れ
た
。

各
地
方
銀
行
よ
り
発
行
す
る
紙
幣
の
多
く
は
東
京
・
大
阪
等
に
湊
集
す
る
が
、
条
例
に
よ
れ
ば
東
京
・
大
阪
の
本
支
店
銀
行
以
外
は

交
換
の
方
法
が
な
く
、
と
く
に
地
方
銀
行
は
不
便
で
あ
る
か
ら
、
「
米
国
交
換
店
設
置
の
方
法
を
酌
量
し
」
東
京
・
大
阪
を
交
換
店
と

す
る
交
換
準
備
の
三
分
の
一
に
よ
る
振
替
決
済
を
認
可
す
る
よ
う
法
改
正
を
政
府
に
要
求
す
る
。
こ
の
議
案
に
対
し
て
、
原
・
安
田
・

辻
（
第
四
）
北
川
（
第
十
五
）
よ
り
交
換
準
備
の
運
用
部
分
を
二
分
の
一
と
拡
大
し
、
「
東
西
を
一
に
し
て
代
理
店
一
座
を
設
く
る
」

べ
し
と
交
換
準
備
の
資
金
固
定
を
で
き
う
る
か
ぎ
り
回
避
し
よ
う
と
「
痛
論
劇
議
」
に
及
ん
だ
。
こ
の
抵
抗
に
対
し
渋
沢
は
一
歩
譲
り

「
交
換
準
備
は
準
備
金
額
の
半
額
と
定
め
交
換
店
は
東
京
・
大
阪
に
於
て
適
宜
に
一
店
を
置
く
」
こ
と
で
衆
議
を
ま
と
め
、
政
府
へ
建

択
善
会
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
交
換
準
備
制
に
範
を
も
と
め
た
全
国
的
為
替
決
済
機
構
創
設
の
構
想
は
つ
い
に
政
府
当
局
の
容
れ

る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
構
想
は
、
地
方
銀
行
の
地
道
な
努
力
に
よ
っ
て
「
連
帯
為
替
」
構
想
と
姿
を
か
え
て
具

体
化
し
て
い
っ
た
。
全
国
的
コ
ル
レ
ス
網
は
東
京
・
大
阪
の
大
銀
行
を
中
心
に
地
方
大
銀
行
と
の
間
に
次
第
に
形
づ
く
ら
れ
て
い
っ
た

が
、
各
地
に
点
在
す
る
国
立
銀
行
全
体
を
結
ぶ
脈
管
体
系
は
、
地
方
銀
行
主
導
の
「
連
帯
為
替
」
構
想
の
実
現
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
先
進
長
崎
の
第
十
八
国
立
銀
行
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
「
連
帯
為
替
」
構
想
は
、
一
五
○
を
こ
え
る
国
立
銀
行
の
う
ち

「
為
替
取
組
の
約
定
を
な
せ
し
も
の
は
其
中
僅
少
に
過
ぎ
ず
、
故
に
為
替
の
取
組
甚
だ
不
便
に
し
て
隔
地
間
の
金
融
円
滑
な
ら
ず
」
、

こ
の
地
方
為
替
取
引
の
困
難
を
打
開
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
「
連
帯
為
替
を
開
き
、
先
づ
東
京
・
大
阪
の
両
地
に
同
盟
銀
行
の
根
拠
を

置
き
、
又
函
館
・
仙
台
・
新
潟
ｂ
名
古
屋
・
広
島
・
長
崎
等
の
各
地
に
取
扱
店
を
置
き
、
其
他
の
銀
行
は
区
域
を
定
め
て
之
れ
を
取
扱

策
す
る
こ
と
で
落
着
し
た
。
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（
遮
）

店
に
連
続
す
る
Ｊ
も
の
」
で
、
全
て
の
為
替
取
組
を
「
東
｛
泉
・
大
阪
両
根
拠
店
に
於
て
貸
借
振
替
勘
定
を
以
て
其
の
局
を
結
ぶ
」
集
中
決

済
機
構
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
「
連
帯
為
替
」
構
想
は
、
ア
メ
リ
カ
交
換
準
備
制
を
範
と
す
る
さ
き
の
「
銀
行
紙
幣
交
換
」
構
想
を
ひ

き
つ
ぐ
も
の
で
あ
っ
た
。
後
者
が
東
京
銀
行
集
会
所
に
よ
る
地
方
↓
都
市
へ
と
集
中
す
る
都
市
大
銀
行
主
導
の
銀
行
券
決
済
機
構
で
あ

り
政
府
の
法
制
化
を
志
向
す
る
の
に
対
し
、
一
‐
連
帯
為
替
」
構
想
は
地
方
中
小
銀
行
↓
地
方
大
銀
行
↓
都
市
銀
行
へ
と
下
か
ら
上
へ
と

つ
ゑ
あ
げ
て
ゆ
く
地
方
大
銀
行
主
導
の
地
方
分
権
的
色
彩
を
色
濃
く
帯
び
る
全
国
的
決
済
機
構
で
あ
っ
た
。

第
十
八
国
立
銀
行
の
提
唱
に
よ
る
「
連
帯
為
替
」
制
は
ま
ず
明
治
一
三
年
九
州
銀
行
同
盟
会
の
成
立
に
よ
っ
て
九
州
地
区
で
成
立
し

た
。
地
方
大
銀
行
を
中
心
と
す
る
荷
為
替
取
引
の
振
興
と
相
ま
っ
て
九
州
銀
行
同
盟
会
は
「
連
帯
為
替
」
制
を
九
州
の
地
方
的
な
も
の

か
ら
全
国
的
な
ｊ
も
の
と
し
、
全
国
の
集
中
為
替
決
済
機
構
を
構
築
し
よ
う
と
す
る
。
明
治
一
六
年
第
十
八
銀
行
松
田
源
五
郎
を
派
遣
し

（
皿
）

「
全
国
連
帯
為
替
施
行
の
儀
」
を
携
え
、
日
銀
お
よ
び
東
京
銀
行
集
会
所
と
交
渉
を
開
始
す
る
。
し
か
し
こ
の
雄
大
な
構
想
ｊ
も
日
銀
・

東
京
・
大
阪
の
消
極
的
姿
勢
に
直
面
し
、
実
現
を
阻
ま
れ
た
。
日
銀
は
当
時
銀
行
条
例
改
正
等
の
為
め
事
務
繁
忙
を
理
由
に
、
ま
た
東

京
銀
行
集
会
所
は
「
全
国
各
銀
行
大
集
会
開
設
の
義
」
「
我
同
盟
会
に
於
て
ｊ
も
曽
っ
て
企
図
せ
し
所
な
り
と
錐
ど
も
未
だ
時
機
の
至
ら

（
嘔
）

ざ
る
を
察
し
て
之
れ
を
発
せ
ざ
ｈ
／
し
」
と
種
田
構
想
の
挫
折
を
想
起
し
、
時
期
尚
早
を
理
由
に
不
同
意
を
表
明
し
た
。
「
連
帯
為
替
」

制
は
そ
の
決
済
軸
を
な
す
東
京
・
大
阪
に
お
い
て
拒
否
さ
れ
た
が
、
九
州
に
つ
づ
い
て
予
讃
銀
行
同
盟
会
の
発
起
に
よ
り
明
治
一
二
年

中
国
・
四
国
銀
行
同
盟
会
、
さ
ら
に
一
一
六
年
に
は
国
立
銀
行
一
一
一
一
行
が
集
っ
て
奥
羽
北
海
銀
行
同
盟
会
の
成
立
に
よ
っ
て
、
本
州
中
央

部
を
除
く
全
て
の
地
域
を
包
摂
す
る
仁
至
っ
随
全
国
的
「
連
帯
為
替
構
想
は
、
九
州
・
中
国
・
四
国
・
東
北
・
北
海
道
を
ひ
ろ
く

お
お
う
も
の
と
な
っ
た
が
、
中
央
の
拒
否
に
よ
っ
て
包
囲
網
を
統
括
す
る
決
済
軸
を
欠
き
、
九
州
・
中
国
・
四
国
・
東
北
・
北
海
の
地

域
な
為
替
網
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
決
済
力
は
ほ
と
ん
ど
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
決
済
効
果
を
増
大
す
る
た
め
に
は
「
連
帯
為
替
」

の
地
域
的
範
囲
を
拡
大
す
る
し
か
な
く
、
中
国
四
国
の
場
合
に
は
、
銀
行
同
盟
に
参
加
し
な
い
銀
行
や
中
国
四
国
に
本
店
を
も
つ
大
阪



4０ 
支
店
の
連
帯
為
替
制
の
参
加
を
許
し
た
。
さ
ら
に
九
州
と
中
国
四
国
の
両
「
連
帯
為
替
」
は
一
一
一
○
年
に
連
帯
取
引
を
開
き
、
一
一
一
一
一
一
年
に

は
西
日
本
全
体
を
お
お
う
西
部
銀
行
同
盟
が
結
成
さ
れ
、
東
日
本
の
東
北
北
海
銀
行
同
盟
と
対
時
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
東
西
に
ひ
ろ

が
る
「
連
帯
為
替
」
制
を
両
翼
に
、
都
市
お
よ
び
地
方
大
銀
行
を
つ
な
ぐ
東
京
・
大
阪
を
軸
と
す
る
本
州
中
央
部
の
私
的
な
コ
ル
レ
ス

網
が
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
店
な
き
国
立
銀
行
制
度
に
適
合
し
た
コ
ル
レ
ス
網
の
骨
格
が
創
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
連
帯
為
替
」
制
に
対
す
る
日
銀
・
東
京
・
大
阪
の
拒
否
の
根
抵
に
は
、
日
本
銀
行
創
設
を
境
と
す
る
ア
メ
リ
カ
国
法
銀
行
主
義
か

ら
イ
ギ
リ
ス
預
金
銀
行
主
義
へ
の
大
転
換
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
西
南
戦
争
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
と
為
替
相
場
の
下
落
に
直
面
し
た
維
新

政
府
は
、
松
方
正
義
の
免
換
銀
行
券
に
よ
る
イ
ン
フ
レ
収
束
策
に
拠
っ
て
、
発
券
中
央
銀
行
Ⅱ
日
本
銀
行
の
創
設
を
敢
行
し
た
・
伊
藤

に
よ
る
ア
メ
リ
カ
国
法
銀
行
を
範
と
す
る
国
立
銀
行
制
度
は
、
そ
の
根
幹
に
は
ら
む
弱
点
ゆ
え
に
中
央
銀
行
を
頂
点
と
す
る
イ
ギ
リ
ス

預
金
銀
行
体
制
へ
と
転
換
す
る
。
松
方
は
百
本
銀
行
創
立
旨
趣
の
説
塗
（
明
治
一
五
年
）
に
お
い
て
中
央
銀
行
創
設
の
理
由
と
し

て
「
第
一
金
融
を
疎
通
す
る
事
第
二
会
社
銀
行
を
輔
助
す
る
事
第
三
金
利
を
低
下
す
る
事
第
四
国
庫
出
納
の
事
務
を
負
担
す
る
事
第
五

外
国
手
形
を
割
引
す
る
事
」
の
五
項
目
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
基
本
は
、
地
方
大
銀
行
と
コ
ル
レ
ス
網
を
結
び
、
低
金
利
で
手
形
を
再

割
引
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
民
間
金
利
を
低
減
し
、
一
時
的
な
資
金
不
足
を
補
い
、
勃
興
す
る
企
業
活
動
を
金
融
的
に
支
え
る
こ
と
に
あ

る
。
こ
の
日
銀
信
用
に
よ
る
低
金
利
資
金
融
通
機
構
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
日
銀
を
頭
と
す
る
全
国
的
支
店
網
を
必
要
と
す
る
。
各

地
に
危
大
な
支
店
網
を
構
築
す
る
か
わ
り
に
「
各
地
方
に
於
て
堅
確
な
る
国
立
銀
行
を
以
て
支
店
と
同
視
し
之
れ
と
コ
ル
レ
ス
ポ
ン
ダ

ン
ス
を
結
約
」
す
る
。
こ
の
日
銀
の
コ
ル
レ
ス
網
の
創
設
に
よ
っ
て
一
貨
幣
流
通
の
線
路
始
め
て
全
国
に
貫
徹
」
し
「
貨
幣
の
繁
閑
始
め

て
平
準
調
均
す
る
を
得
」
る
。
す
な
わ
ち
一
「
各
地
方
に
対
時
し
て
互
に
連
絡
融
和
の
気
乏
し
く
」
「
甲
銀
行
に
剰
余
あ
り
と
錐
も
以
て

乙
銀
行
の
不
足
を
補
う
能
は
ず
」
創
立
期
国
行
銀
行
の
分
散
孤
立
性
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
。
地
方
有
力
銀
行
と
コ
ル
レ
ス
網
を
つ
く

（
灯
）

り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
増
大
な
支
店
に
よ
っ
て
「
恰
も
心
臓
の
血
液
循
行
を
司
ど
る
」
巨
大
な
支
配
力
を
掌
中
に
し
た
独
仏
の
大
陸
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型
中
央
銀
行
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
る
。

日
銀
は
明
治
二
六
年
に
至
る
ま
で
大
阪
支
店
を
も
つ
に
す
ぎ
ず
、
一
六
年
六
月
各
地
国
庫
金
取
扱
代
理
店
た
る
銀
行
と
コ
ル
レ
ス
約

（
胆
）

定
を
結
び
、
年
末
に
は
「
本
支
店
約
定
先
を
合
せ
五
五
ヶ
所
」
に
達
し
た
。
さ
ら
に
漸
次
京
都
・
神
一
戸
・
馬
関
な
ど
枢
要
の
地
に
国
庫

（
四
）

金
取
扱
代
理
店
以
外
の
コ
ル
レ
ス
約
定
を
結
び
二
二
年
に
は
一
九
○
に
達
し
た
。
こ
う
し
た
日
銀
を
軸
と
す
る
上
か
ら
の
全
国
的
コ
ル

レ
ス
網
構
想
は
、
九
州
・
中
国
・
四
国
・
東
北
・
北
海
道
の
周
辺
か
ら
地
方
有
力
銀
行
を
牽
引
車
と
し
て
東
京
・
大
阪
の
都
市
大
銀
行

へ
集
中
す
る
「
連
帯
為
替
」
制
織
想
と
は
相
い
れ
な
い
。
地
方
銀
行
↓
地
方
有
力
銀
行
↓
都
市
大
銀
行
へ
の
集
中
過
程
は
、
中
央
銀
行

の
創
出
過
程
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
頂
点
に
立
つ
都
市
巨
大
銀
行
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
対
す
る
一
ニ
ー
ョ
ー
ク
の
如
く
、
半
ば
「
中
央
銀
行
」

の
位
置
に
立
ち
日
銀
の
支
配
力
に
拮
抗
し
凌
駕
す
る
可
能
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
自
由
主
義
思
想
を
奉
ず
る
田
口
卯
吉
が

（
釦
）

「
上
策
」
と
す
る
一
一
一
井
・
第
一
の
二
大
銀
行
の
合
併
に
よ
る
中
央
銀
行
構
想
を
現
実
的
た
ら
し
め
る
唯
一
の
過
程
に
他
な
ら
な
い
。
田

口
は
「
各
地
に
対
す
る
為
替
の
如
き
は
中
央
銀
行
自
ら
営
ま
ず
し
て
従
来
の
如
く
三
井
第
一
及
び
其
他
の
銀
行
に
委
託
し
」
地
域
的
繁

閑
は
「
之
を
救
ふ
こ
と
決
し
て
中
央
銀
行
の
力
を
俟
つ
を
要
せ
ず
筍
も
支
店
若
く
は
『
コ
ル
レ
ス
ポ
ソ
デ
ン
こ
の
あ
る
地
方
に
於
て

（
即
）

有
無
相
通
し
て
相
殺
へ
り
」
と
、
都
市
大
銀
行
を
中
心
と
す
る
民
間
の
自
力
の
コ
ル
レ
ス
網
の
も
つ
力
量
を
大
き
く
評
価
し
た
が
、
そ

の
周
辺
に
ひ
ろ
が
る
「
連
帯
為
替
」
制
こ
そ
が
、
絶
対
主
義
的
官
治
的
中
央
銀
行
に
と
っ
て
か
わ
る
地
方
分
権
的
中
央
銀
行
を
生
糸
だ

す
起
動
力
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
官
治
的
色
彩
を
色
濃
く
も
つ
日
本
銀
行
に
と
っ
て
全
国
「
連
帯
為
替
」
制
は
自
ら
の
存
在
を
根
抵
か
ら

揺
が
す
否
定
す
べ
き
構
想
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
銀
は
、
独
仏
中
央
銀
行
に
み
ら
れ
る
巨
大
な
支
配
力
を
と
め
て
、
本

来
決
済
軸
を
な
す
東
京
・
大
阪
の
都
市
大
銀
行
の
コ
ル
レ
ス
網
と
「
連
帯
為
替
」
制
に
よ
る
地
方
的
為
替
決
済
機
構
と
を
分
断
し
骨
抜

き
と
し
、
自
ら
都
市
お
よ
び
地
方
の
大
銀
行
の
本
支
店
と
の
間
に
密
集
し
た
全
国
的
コ
ル
レ
ス
網
を
創
出
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

集
中
決
済
機
構
を
欠
い
た
「
連
帯
為
替
」
制
は
、
手
形
交
換
所
に
お
い
て
郵
便
為
替
交
換
が
三
四
年
東
京
・
大
阪
・
京
都
・
神
戸
で
、



４２ 
一
一
一
六
年
横
浜
。
名
古
屋
で
実
施
さ
れ
送
金
手
段
が
整
う
に
つ
れ
そ
の
効
力
を
減
じ
て
い
た
。
一
一
一
六
年
五
月
第
五
回
西
部
銀
行
同
盟
会
は

（
灘
）

「
連
帯
為
替
の
存
在
せ
ず
と
も
不
便
を
覚
ゆ
の
菱
ひ
な
け
れ
ば
」
と
そ
の
廃
止
を
提
起
し
た
が
、
廃
止
す
る
に
及
ば
ず
と
続
行
が
決
定

さ
れ
た
。
形
骸
化
し
た
西
日
本
の
「
連
帯
為
替
」
制
の
正
式
の
廃
止
は
大
正
十
二
年
四
月
に
至
っ
て
実
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
鰯
）

（
１
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
名
著
、
両
．
ｍ
・
叩
昌
；
．
シ
日
①
風
・
目
■
口
鳥
目
硯
の
］
碗
【
の
日
．
一
九
四
八
（
邦
訳
森
川
太
郎
『
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
組
織
』
）

を
参
照
。
複
雑
な
ア
メ
リ
カ
銀
行
組
織
も
、
古
典
に
位
極
す
る
ロ
ソ
ド
ン
の
金
融
史
家
の
限
を
透
過
す
る
）
」
と
に
よ
っ
て
、
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ド
な
個
性

的
な
相
貌
を
呈
す
る
。
拙
論
は
、
こ
の
ロ
ン
ド
ン
に
対
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
な
る
比
較
史
的
座
標
軸
を
設
定
す
る
声
」
と
に
よ
っ
て
日
本
の
銀

行
組
織
の
特
質
を
、
た
ん
に
歪
み
と
し
て
で
は
な
く
、
内
在
的
な
可
能
性
を
も
つ
も
の
と
し
て
析
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
２
）
『
三
井
銀
行
一
○
○
年
の
あ
ゆ
承
」
一
九
頁

（
３
）
『
銀
行
局
第
一
次
報
告
』
『
第
二
次
報
告
』
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
七
巻
上
五
三
頁
、
一
六
四
頁
。
こ
の
小
論
で
は
カ
タ
カ
ナ

文
は
ひ
ら
が
な
文
に
改
め
た
。

（
４
）
『
第
一
銀
行
史
上
巻
』
三
六
九
－
’
一
一
七
二
頁

（
５
）
「
三
井
銀
行
計
画
轡
」
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
三
巻
四
五
一
頁

（
６
）
支
店
別
コ
ル
レ
ス
線
分
布
を
糸
て
ふ
る
と
、
第
一
銀
行
は
本
店
三
九
、
大
阪
三
六
、
横
浜
六
、
西
京
二
二
、
神
戸
七
、
仙
台
・
石
巻
・
盛
岡
各

一
、
釜
山
浦
四
で
あ
り
、
三
井
銀
行
は
本
店
一
二
、
大
阪
四
、
西
京
一
一
一
、
神
戸
一
、
横
浜
二
、
赤
間
関
一
、
函
館
四
、
青
森
一
一
一
、
小
穂
一
一
一
、
札
幌

三
で
あ
る
。
（
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
三
巻
四
五
一
頁
お
よ
び
『
第
一
銀
行
史
上
巻
』
三
七
二
頁
）

（
７
）
「
択
善
会
録
事
」
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
一
二
巻
八
頁

〆■、′■、／へ′■、′､’へ′卓、

１３１２１１１０９８７ 
－ノ、-ノ～ノﾐノ、ン、､ノ、二

同
（
第
七
号
）
一
九
五
’
六
頁

同
（
第
八
号
）
二
○
二
頁

「
連
帯
為
替
制
度
の
沿
革
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
三
一
三
号
Ｔ
一
二
・
九

「
銀
行
集
会
理
財
新
報
」
第
六
号
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
六
巻
一
九
一
－
一
九
三
頁

同
一
八
五
頁

同
二
七
頁
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二
手
形
交
換
制
度
と
支
店
銀
行
主
義

渋
谷
栄
一
の
率
る
東
京
銀
行
集
会
所
に
お
け
る
明
治
二
年
「
銀
行
準
備
交
換
」
の
建
白
か
ら
一
六
年
「
連
帯
為
替
」
制
の
拒
否
へ

の
推
移
の
う
ち
に
、
都
市
大
銀
行
の
方
針
転
換
を
よ
ふ
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
・
三
井
な
ど
の
都
市
大
銀
行
は
、
種
田
構
想
Ⅱ

「
銀
行
準
備
交
換
」
の
建
白
の
挫
折
の
の
ち
、
地
方
銀
行
と
独
自
に
コ
ル
レ
ス
網
を
構
築
し
、
そ
の
為
替
決
済
機
構
と
し
て
手
形
交
換

所
の
創
設
に
利
害
関
心
を
移
し
て
い
っ
た
。

渋
沢
は
明
治
一
二
年
ご
ろ
よ
り
択
善
会
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
を
範
と
す
る
交
換
準
備
制
に
よ
る
為
替
決
済
に
代
っ
て
、
ロ
ン
ド
ン

の
手
形
交
換
所
に
よ
る
手
形
決
済
の
紹
介
に
努
め
て
い
る
。
『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
一
号
に
「
交
換
所
ノ
事
」
を
掲
載
し
、
地
方
銀
行
ｌ

コ
ル
レ
ス
ー
ロ
ン
ド
ン
銀
行
ｌ
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
か
ら
な
る
手
形
決
済
機
構
を
紹
介
し
、
こ
の
「
英
国
の
美
制
を
羨
む
」
と
そ
の
方

（
姓
）
「
東
京
銀
行
集
会
所
半
季
報
告
」
第
六
回
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
一
二
巻
一
三
四
頁

Ｂ
）
同
（
第
八
回
）
一
四
五
頁

（
咽
）
「
明
治
財
政
史
』
第
一
四
巻
九
九
六
頁

（
Ⅳ
）
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
一
四
巻
九
九
四
頁

通
）
『
日
本
銀
行
沿
革
史
』
第
一
集
第
二
巻
六
一
五
頁

（
四
）
「
日
本
銀
行
営
業
報
告
」
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
十
巻
日
銀
コ
ル
レ
ス
ポ
ン
デ
ソ
ス
は
明
治
二
二
年
一
旦
解
約
さ
れ
、
二
三

年
再
契
約
と
な
り
、
二
六
年
に
は
一
○
三
ヶ
所
二
○
六
万
七
千
円
と
な
り
、
一
一
一
一
一
一
年
一
七
一
ヶ
所
三
四
七
万
六
千
円
へ
と
膨
張
し
、
そ
の
後
は
漸

減
を
た
ど
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日
銀
コ
ル
レ
ス
網
は
明
治
三
四
年
恐
慌
直
前
に
は
そ
の
確
固
と
し
た
全
国
網
を
創
出
し
お
え
た
と
判
断
で
き
よ
う
。

（
ｍ
）
「
中
央
銀
行
を
論
ず
」
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
五
巻
五
五
三
－
五
六
一
一
一
頁

ａ
）
「
日
本
銀
行
創
立
の
主
意
密
を
読
む
」
『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
二
九
号
Ｍ
一
五
。
七
・
八

（
犯
）
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
六
七
号
Ｍ
三
六
・
五

（
配
）
同
第
一
一
一
一
一
一
一
号
Ｔ
一
二
・
九
伊
子
銀
行
同
盟
は
形
骸
化
に
抗
し
独
自
に
伊
予
連
帯
為
替
を
開
始
し
た
。
同
一
五
一
号
Ｍ
四
三
・
四



“
向
を
明
ら
か
に
し
、
「
一
、
一
一
年
の
後
に
」
交
換
所
を
設
立
し
、
「
東
北
地
方
の
決
算
は
総
て
東
京
交
換
所
を
以
て
之
を
統
べ
西
南
は
総

（
１
）
 

て
大
阪
を
以
て
之
を
統
べ
」
る
手
形
交
換
所
に
よ
る
全
国
手
形
決
済
機
構
の
創
設
を
展
望
す
る
。
ア
メ
リ
カ
交
換
準
備
制
の
導
入
を
志

向
す
る
種
田
構
想
に
対
す
る
渋
沢
の
異
和
感
は
、
ジ
テ
ォ
ン
ズ
の
ロ
ン
ド
ン
手
形
決
済
機
構
の
翻
譲
う
ち
に
読
承
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
し
な
が
ら
種
田
構
想
の
基
本
条
件
を
な
す
法
改
正
が
受
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
紙
幣
準
備
制
に
代
っ
て
手
形
交

換
所
設
立
へ
問
題
関
心
を
移
行
さ
せ
て
い
っ
た
。
政
府
に
た
よ
る
こ
と
な
く
民
間
の
自
力
で
為
替
決
済
機
構
を
創
設
す
る
こ
と
、
こ
の

可
能
性
を
総
力
を
か
け
て
追
求
す
る
、
こ
の
渋
沢
の
夢
は
大
阪
手
形
交
換
所
の
誕
生
に
よ
っ
て
具
体
化
の
第
一
歩
を
印
し
た
・

渋
沢
は
明
治
一
○
年
七
月
東
京
に
お
い
て
択
善
会
を
組
織
し
、
つ
づ
い
て
翌
二
年
大
阪
に
同
様
の
組
織
を
設
け
る
べ
く
働
き
か
け
、

翌
二
一
年
大
阪
銀
行
集
会
所
の
前
身
を
な
す
「
銀
行
苦
楽
部
」
が
設
立
さ
れ
た
。
渋
沢
が
ま
ち
望
む
手
形
交
換
所
設
立
が
、
大
三
輪
長

兵
術
（
第
五
十
八
）
外
山
脩
造
（
第
三
十
二
）
熊
谷
辰
太
郎
、
井
口
新
三
郎
（
第
一
）
を
中
心
に
し
て
準
備
さ
れ
、
つ
い
に
一
一
一
年
一

二
月
大
阪
交
換
所
は
「
東
京
為
換
の
売
買
と
同
業
者
間
資
金
の
貸
僅
を
開
始
し
た
。
旧
幕
藩
体
制
下
の
全
国
的
商
品
流
通
の
要
を
な

し
信
用
取
引
が
高
度
に
発
達
し
「
常
に
一
一
億
万
円
余
の
巨
額
唾
達
し
た
と
い
わ
れ
た
大
阪
の
高
度
の
信
用
関
係
は
維
新
変
革
に
お
け

る
両
替
商
体
制
の
崩
壊
と
と
も
に
衰
退
し
た
が
、
明
治
一
○
年
代
に
入
り
復
興
を
芽
を
ゑ
せ
は
じ
め
た
。
大
阪
交
換
所
の
創
設
は
こ
の

高
度
の
信
用
関
係
の
遺
産
を
よ
り
近
代
的
形
態
の
も
と
で
再
生
し
よ
う
と
す
る
そ
の
最
初
の
宣
言
に
他
な
ら
な
い
・

旧
幕
時
代
の
商
都
と
し
て
蓄
積
を
も
つ
大
阪
に
対
し
、
現
金
取
引
優
位
の
東
京
に
お
い
て
は
、
手
形
取
引
は
新
た
に
上
か
ら
導
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
ず
ｙ
手
形
交
換
所
の
創
設
も
立
ち
遅
れ
た
。
渋
沢
は
大
阪
交
換
所
の
設
立
を
う
け
て
択
善
会
に
お
い
て
一
一
一
一
年
一
一
一
月
よ

（
５
）
 

り
東
京
手
形
交
換
所
創
設
を
提
議
し
、
つ
い
に
「
交
換
所
を
設
置
し
及
び
為
替
打
合
を
も
取
扱
ひ
又
集
会
を
兼
用
す
べ
き
」
銀
行
集
会

所
へ
択
善
会
を
再
編
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
同
年
八
月
手
形
交
換
を
目
的
と
す
る
東
京
銀
行
集
会
所
が
設
立
さ
れ
た
が
、
手
形
交
換

は
狭
溢
な
手
形
流
通
の
も
と
で
は
直
ぐ
に
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
ず
「
第
一
銀
行
外
十
五
行
の
申
合
に
依
て
集
会
所
中
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に
為
替
取
組
所
を
設
唾
各
地
宛
の
為
替
取
組
を
季
に
止
ま
っ
た
。
同
時
に
渋
沢
は
現
金
取
引
優
位
の
東
京
に
お
い
て
手
形
取
引
を

普
及
定
着
す
べ
く
手
形
法
規
の
制
定
に
の
り
だ
し
た
。
日
本
銀
行
創
設
を
ひ
か
え
、
そ
の
前
提
を
な
す
手
形
流
通
の
普
及
を
志
向
す
る

大
蔵
省
と
軌
を
一
に
し
て
、
明
治
一
五
年
一
二
月
為
替
手
形
約
束
手
形
条
例
が
布
告
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
手
形
法
の
整
備
お
よ
び
日
本

（
７
）
 

銀
行
の
創
設
を
う
け
て
一
一
ハ
年
七
月
「
手
形
取
引
を
拡
張
し
金
融
の
活
動
を
換
起
せ
ん
と
す
る
の
旨
趣
を
以
て
」
為
替
取
組
所
を
為
替

取
組
、
手
形
売
買
を
目
的
と
す
る
手
形
取
引
所
へ
‐
再
編
し
た
。
つ
づ
い
て
一
一
○
年
一
二
月
、
第
］
銀
行
を
中
心
と
す
る
手
形
取
引
振
興

の
努
力
が
実
り
、
念
願
の
東
京
手
形
交
換
所
が
一
六
行
（
本
店
一
○
、
支
店
六
）
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
。

明
治
二
○
年
渋
沢
栄
一
の
永
年
の
課
題
で
あ
っ
た
手
形
交
換
所
が
東
京
・
大
阪
の
両
都
に
活
動
を
開
始
し
た
が
、
そ
の
決
済
方
法
は

股
初
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
手
形
交
形
交
換
所
に
お
け
る
小
切
手
決
済
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
手
形
交
換
所
に
お
け
る
中
央
銀
行
当
座
勘
定
決
済
へ

と
移
行
し
た
・
こ
の
移
行
は
中
央
銀
行
を
も
た
な
い
ア
メ
リ
カ
流
の
国
立
銀
行
体
制
か
ら
日
銀
創
設
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
預
金
銀
行
体
制

へ
の
転
換
に
照
応
す
る
。
大
阪
交
換
所
は
出
発
点
に
お
い
て
日
銀
を
も
た
ず
、
交
換
所
小
切
手
決
済
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
が
日

銀
の
成
立
を
機
に
明
治
一
七
年
日
銀
当
座
勘
定
決
済
に
改
め
た
が
成
功
せ
ず
旧
制
度
に
後
退
し
た
。
一
方
東
京
手
形
交
換
所
も
出
発
点

に
お
い
て
交
換
所
小
切
手
決
済
を
実
施
し
た
が
、
明
治
二
一
一
一
年
六
月
日
銀
当
座
勘
定
取
扱
の
改
正
に
よ
っ
て
振
替
決
済
が
可
能
と
な
り
、

二
四
年
一
一
一
月
日
銀
当
座
勘
定
決
済
に
．
よ
る
東
京
手
形
交
換
所
が
設
け
ら
れ
た
ｂ
つ
づ
い
て
大
阪
手
形
交
換
所
に
お
い
て
も
一
一
九
年
四
月

よ
り
日
銀
当
座
勘
定
決
済
が
採
用
さ
れ
、
こ
こ
に
全
国
信
用
取
引
の
旋
回
軸
を
な
す
東
京
・
大
阪
に
お
い
て
ロ
ン
ド
ン
預
金
銀
行
体
系

（
８
）
 

に
》
な
ら
っ
た
日
銀
当
座
勘
定
決
済
に
よ
る
手
形
交
換
所
が
構
築
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

九
州
・
中
国
・
四
国
・
東
北
・
北
海
道
に
ひ
ろ
ぶ
る
一
‐
連
帯
為
替
」
に
よ
る
地
方
大
銀
行
主
導
の
体
系
的
コ
ル
レ
ス
網
と
、
本
州
中

央
部
に
お
け
る
都
市
大
銀
行
を
先
導
と
す
る
個
別
的
コ
ル
レ
ス
網
に
よ
り
全
国
的
為
替
網
は
編
糸
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
為
替
決
済
機
構
と

し
て
、
臣
ソ
ド
ン
を
範
と
す
る
手
形
交
換
所
が
ま
ず
東
京
・
大
阪
に
設
立
さ
れ
、
つ
づ
い
て
神
戸
・
京
都
な
ど
主
要
都
市
に
波
及
し
て



4６ 
い
っ
た
。
一
一
一
○
年
に
神
戸
・
一
一
一
一
年
京
都
・
’
一
一
三
年
横
浜
・
広
島
・
一
一
一
五
年
名
古
屋
・
一
一
一
六
年
岡
山
・
四
五
年
金
沢
・
関
門
、
大
正
一
一

年
函
館
・
小
樽
と
第
一
次
大
戦
勃
発
ま
で
に
三
一
の
交
換
所
が
設
立
さ
れ
た
。
明
治
三
○
年
代
が
そ
の
設
立
の
第
一
次
の
山
と
す
れ
ば
、

大
正
後
期
が
最
大
の
ピ
ー
ク
を
な
す
。
昭
和
二
年
に
お
い
て
連
合
会
加
入
手
形
交
換
所
は
二
六
ケ
所
に
達
す
論
）
そ
の
決
済
方
法
は
日

銀
支
店
の
な
い
地
方
都
市
で
現
金
決
済
、
横
浜
・
神
戸
で
横
浜
正
金
当
座
勘
定
、
そ
れ
以
外
は
日
銀
当
座
勘
定
決
済
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
手
形
交
換
所
の
現
金
節
約
の
利
益
は
交
換
所
加
盟
銀
行
に
限
ら
れ
、
加
盟
資
格
を
得
る
た
め
に
は
日
銀
当
座
勘
定
開
設
を

は
じ
め
厳
し
い
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
都
市
小
銀
行
お
よ
び
地
方
銀
行
は
そ
の
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
。
手
形
交
換
所
に
加
盟
し
て
い
な
い
都
市
部
の
本
店
銀
行
お
よ
び
支
店
銀
行
が
手
形
交
換
に
参
加
し
う
る
方
途
と
し
て
代
理
交
換
制

（
、
）

が
あ
る
。
明
治
二
四
年
の
東
京
手
形
交
換
所
規
則
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
手
形
交
換
所
に
な
ら
っ
て
代
理
交
換
規
定
を
も
っ
て
い
た
が
、

受
託
銀
行
の
責
任
が
厳
格
で
あ
っ
た
た
め
に
空
文
化
し
て
し
ま
っ
た
。
三
十
年
の
規
則
改
正
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ
、
ま
た
日
銀
が
加
盟

銀
行
以
外
の
支
払
手
形
、
小
切
手
を
収
納
し
な
い
こ
と
と
し
た
た
め
に
、
代
理
交
換
銀
行
は
箸
増
す
る
に
至
っ
た
。
と
く
に
三
二
年
に

入
っ
て
手
形
小
切
手
決
済
の
円
滑
化
の
た
め
に
ひ
ろ
く
代
理
交
換
へ
の
参
加
を
よ
び
か
け
た
た
め
に
そ
の
年
六
○
行
の
増
加
を
承
、
総

数
八
三
行
（
店
舗
数
一
一
一
九
店
）
を
か
ぞ
え
る
に
至
っ
た
。
一
一
一
二
年
末
の
代
理
交
換
の
内
訳
を
受
託
銀
行
別
に
象
る
と
、
第
一
は
九
行

一
四
店
、
帝
国
商
業
九
行
二
二
店
、
第
百
は
八
行
一
九
店
、
東
海
七
行
一
六
店
、
明
治
商
業
六
行
九
店
、
第
三
十
五
銀
行
四
行
四
店
で

あ
り
、
大
手
五
行
で
全
体
の
ほ
ぼ
半
ば
の
四
三
行
の
代
理
交
換
を
受
託
し
て
い
る
が
、
そ
の
関
係
は
未
だ
固
定
し
た
し
の
は
少
く
、
変

動
が
激
し
い
。
ま
た
そ
の
代
表
を
な
す
第
一
銀
行
の
第
一
次
大
戦
期
ま
で
の
受
託
銀
行
数
の
変
遷
は
一
一
一
五
’
三
七
年
を
ピ
ー
ク
と
し
以

降
漸
減
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
三
四
年
金
融
恐
慌
後
に
東
京
で
の
代
理
交
換
制
が
一
応
の
定
着
を
承
た
こ
と
を
物
語
電
大

阪
手
形
交
換
所
に
お
い
て
は
、
明
治
二
九
年
よ
り
代
理
交
換
が
始
ま
っ
た
が
、
一
一
一
五
年
以
前
に
代
理
交
換
参
加
銀
行
は
四
行
に
す
ぎ
ず
、

三
六
年
上
期
に
は
全
く
別
の
五
行
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
大
阪
に
お
い
て
は
一
一
一
八
年
の
規
則
改
正
と
有
志
銀
行
の
推
進
に
よ
っ
て
ピ
ー
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（
、
）

夕
に
達
す
る
が
、
そ
の
活
動
は
ふ
》
Ｃ
は
な
か
っ
た
。

都
市
部
の
中
小
銀
行
に
と
っ
て
は
代
理
交
換
ル
ー
ト
が
開
か
れ
て
い
た
が
、
地
方
銀
行
に
は
手
形
交
換
へ
の
参
加
ル
ー
ト
は
都
市
に

支
店
を
設
け
る
以
外
に
方
法
が
な
か
っ
た
。
二
四
年
の
出
発
時
に
お
い
て
東
京
銀
行
集
会
所
加
盟
支
店
銀
行
は
、
第
十
一
一
一
、
第
一
一
一
十
二

の
大
阪
都
市
大
銀
行
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
一
一
一
二
年
に
は
第
二
、
第
四
な
ど
の
地
方
大
銀
行
の
加
入
に
よ
り
一
六
行
に
及
ん
だ
。
大
阪

で
は
東
京
都
市
大
銀
行
五
行
以
外
に
地
方
銀
行
八
行
が
支
店
を
設
置
し
た
。
こ
の
よ
う
な
東
京
・
大
阪
へ
の
支
店
設
置
は
全
国
商
品
流

通
と
結
ぶ
地
方
大
銀
行
以
外
の
中
小
銀
行
に
と
っ
て
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
の
便
宜
を
提
供
す
る
も
の
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て

は
地
方
交
換
ル
ー
ト
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
東
京
・
大
阪
手
形
交
換
所
に
お
い
て
は
市
内
の
銀
行
に
宛
て
た
手
形
の
み
を
対
象

と
し
地
方
に
宛
て
た
手
形
は
排
除
さ
れ
た
た
め
に
東
京
手
形
交
換
所
は
地
方
的
手
形
決
済
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
日
清
戦

後
、
地
方
間
の
資
金
移
動
は
著
し
い
発
展
を
承
、
そ
の
全
国
的
金
融
網
は
次
第
に
東
京
・
大
阪
（
門
司
）
を
中
心
に
編
成
さ
れ
て
い
つ

（
型
）

た
。
東
日
本
は
東
京
が
、
西
日
本
は
大
阪
が
全
国
金
融
網
の
中
枢
機
能
を
は
た
す
に
至
っ
た
。
こ
の
点
を
注
目
し
て
日
本
銀
行
検
査
局

長
小
野
英
二
郎
は
日
本
に
お
い
て
地
方
手
形
交
換
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
。
日
本
の
金
融
は
東
京
・
大
阪
の
二
大
系
統
か
ら

な
り
、
各
地
方
に
対
し
両
地
は
貸
方
に
立
つ
。
す
な
わ
ち
明
治
一
一
二
、
二
年
の
東
京
よ
り
各
地
に
対
す
る
賛
勘
定
超
過
額
は
半
季
間
約

二
千
六
百
万
円
か
ら
六
千
一
百
万
円
で
あ
り
、
大
阪
の
賃
勘
定
超
過
額
は
約
一
一
一
千
二
百
万
円
な
い
し
四
千
一
一
一
百
万
円
に
の
ぼ
り
、
そ
れ

と
は
別
に
大
阪
は
東
京
に
対
し
半
季
間
約
五
百
万
円
か
ら
二
千
万
円
の
借
勘
定
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
地
方
は
中
央
都
府
に

対
し
て
常
に
借
方
に
立
て
る
の
事
実
あ
る
以
上
は
中
央
よ
り
地
方
に
対
す
る
送
金
為
替
の
如
き
竜
も
現
金
を
動
か
す
の
必
要
な
く
振
換

（
皿
）

の
方
法
を
以
て
直
に
之
を
決
済
す
る
こ
と
極
め
て
易
々
た
る
べ
き
」
と
東
京
・
大
阪
に
お
け
る
全
国
決
済
の
可
能
性
を
提
一
示
し
、
そ
の

効
果
を
充
全
た
ら
し
め
る
た
め
に
送
金
為
替
の
一
層
の
利
用
を
訴
え
た
。

明
治
一
一
一
五
年
、
第
百
銀
行
池
田
謙
三
に
よ
っ
て
、
東
京
手
形
交
換
に
お
い
て
「
地
方
手
形
交
換
開
始
建
議
案
」
が
提
出
さ
れ
た
。
地
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方
銀
行
宛
手
形
の
交
換
を
開
始
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
東
京
手
形
交
換
所
を
し
て
同
じ
く
全
国
の
手
形
交
換
所
た
ら
し
め
一
全
国
的

手
形
集
中
決
済
を
展
望
す
る
も
の
で
あ
つ
・
た
。
地
方
手
形
交
換
に
つ
い
て
未
だ
規
定
を
も
た
な
か
っ
た
が
、
横
浜
に
お
け
る
東
京
銀
行

の
本
支
店
宛
の
手
形
に
つ
い
て
は
す
で
に
東
京
手
形
交
換
所
に
お
い
て
暗
黙
の
う
ち
に
実
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
交
換
所
膨
張
を
さ
ら

に
す
す
め
て
「
東
京
よ
り
一
日
郵
便
程
の
地
方
を
其
勢
力
圏
内
に
包
含
」
す
る
こ
と
は
「
易
々
た
る
可
し
」
と
し
、
そ
の
利
点
を
掲
げ

る
。
第
一
に
地
方
銀
行
が
全
て
の
取
引
銀
行
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
債
権
債
務
を
東
京
手
形
交
換
所
を
通
し
て
自
由
に
取
立
て
弁
済
し

一
括
し
て
相
殺
で
き
る
な
め
為
替
の
出
合
が
容
易
と
な
り
従
来
の
よ
う
に
多
く
の
コ
ル
レ
ス
先
に
分
散
し
て
多
額
の
為
替
資
金
を
保
有

す
る
必
要
も
な
く
な
る
。
第
二
に
そ
れ
ゆ
え
地
方
銀
行
は
償
権
債
務
の
差
額
だ
け
を
東
京
の
委
託
銀
行
に
預
託
す
れ
ば
よ
く
、
東
京
の

銀
行
に
と
っ
て
は
全
国
の
決
済
資
金
が
集
中
し
金
融
力
は
著
し
く
増
大
す
る
。
第
三
に
従
来
他
所
払
手
形
の
取
立
て
は
容
易
で
な
く
他

所
払
手
形
に
よ
る
預
金
は
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
地
方
手
形
交
換
に
よ
っ
て
、
地
方
的
に
限
界
づ
け
ら
れ
て
い
た
小
切
手
の
流
通
範

囲
が
著
し
く
拡
大
す
る
。
以
上
の
手
形
流
通
Ⅱ
決
済
の
う
え
で
地
方
手
形
交
換
は
避
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
調
査
会
を
開
き
検

討
が
加
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
『
短
期
の
小
切
手
を
交
換
す
る
う
え
で
運
輸
交
通
の
便
が
未
だ
充
分
で
は
な
い
こ
と
、
全
国
一
八
○
○

を
こ
え
る
普
通
銀
行
に
対
し
加
盟
銀
行
が
代
理
交
換
を
受
託
す
る
こ
と
は
事
務
手
続
上
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
次
の
代
替
案
が
提
示

さ
れ
た
。
先
ず
往
復
三
日
間
に
決
算
し
得
べ
き
範
囲
内
に
実
行
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
西
南
名
古
屋
よ
り
東
北
仙
台
に
至
る
中
間
の

商
業
地
域
を
限
り
一
般
の
手
形
小
切
手
の
交
換
ト
ー
を
行
い
Ｐ
そ
の
他
に
「
銀
行
者
の
為
替
尻
決
済
に
限
り
全
国
を
通
し
て
東
京
に
於
て

代
理
交
換
を
為
す
」
こ
と
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
第
二
項
の
全
国
為
替
決
済
の
提
言
で
、
．
コ
ル
レ
ス
網
の
完
備
と
と
も
に
個
々
の
為

替
尻
決
済
．
は
わ
ず
ら
わ
し
い
径
桔
と
化
し
、
全
国
的
集
中
為
替
決
済
機
構
の
創
設
が
現
実
的
課
題
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一
」
の
具
体
案
は
調
査
委
員
会
で
約
定
書
草
案
作
成
に
と
り
か
か
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
う
け
て
全
国
手
形
交
換

所
連
合
会
の
創
設
が
決
定
さ
れ
、
一
一
一
六
年
三
月
第
一
回
連
合
会
が
開
か
れ
、
「
地
方
手
形
交
換
開
始
の
件
」
が
そ
の
審
議
交
題
と
し
て
褐
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げ
ら
れ
た
。
全
国
的
な
銀
行
集
会
の
開
催
は
、
全
国
的
集
中
決
済
構
想
の
た
び
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
ｊ
ｂ
時
期
尚
早
と
し
て

実
現
し
な
か
っ
た
。
明
治
二
年
種
田
「
紙
幣
交
換
準
備
」
構
想
、
一
六
年
「
連
帯
為
替
」
構
想
の
二
つ
の
ア
メ
リ
カ
国
立
銀
行
主
義

的
集
中
決
済
の
挫
折
に
つ
づ
い
て
、
二
○
年
後
イ
ギ
リ
ス
預
金
銀
行
主
義
的
な
地
方
手
形
交
換
構
想
を
う
け
て
、
つ
い
に
手
形
交
換
所

（
焔
）

の
全
国
組
織
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
東
京
手
形
交
換
所
に
お
い
て
士
｛
ず
代
理
店
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
「
先
決
問
題
」
で

（
Ｆ
）
 

あ
っ
た
が
、
約
定
書
草
案
作
成
の
過
程
で
異
議
が
続
出
し
、
総
会
報
生
ロ
は
つ
い
に
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
全
国
手
形
交
換
所
連

合
会
は
第
三
回
以
降
一
地
方
手
形
交
換
一
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と
な
く
、
単
な
る
懇
親
会
に
情
し
て
し
ま
う
・

大
阪
に
お
い
て
も
、
三
六
年
「
京
阪
神
手
形
の
連
合
交
換
」
が
『
大
阪
銀
行
通
信
録
」
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
一
一
一
弁
銀
行
平
賀
敏
に

よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
が
、
小
切
手
の
信
用
の
点
か
ら
成
立
せ
ず
に
終
っ
た
。
そ
の
後
京
阪
神
の
近
距
離
に
お
い
て
便
宜
的
方
法
で
地
方

手
形
の
交
換
が
暗
黙
の
う
ち
に
行
わ
れ
て
い
た
。
大
正
六
年
九
月
堺
・
高
槻
・
池
田
・
八
尾
・
西
宮
・
御
影
な
ど
郵
便
日
数
一
日
行
程

の
地
方
手
形
交
換
が
検
討
さ
れ
た
。
た
と
え
「
小
範
囲
な
り
と
も
地
方
交
換
を
実
施
し
、
以
て
普
通
銀
行
相
互
の
間
に
お
け
る
取
引
の

（
必
）

円
滑
を
図
り
、
進
ん
で
関
西
一
円
に
渉
り
て
地
方
交
換
を
開
始
す
る
の
端
緒
と
な
る
に
至
ら
ん
一
と
京
阪
神
の
集
中
決
済
を
展
望
し
た

が
、
こ
れ
も
実
現
す
る
こ
と
ば
な
か
っ
た
。

日
本
に
お
け
る
産
業
資
本
の
確
立
に
と
も
な
い
拡
大
深
化
す
る
信
用
取
引
の
展
開
に
沿
っ
て
、
東
京
手
形
交
換
所
は
自
己
を
決
済
軸

と
す
る
全
国
的
規
模
で
の
統
一
的
手
形
決
済
機
構
の
創
出
を
提
起
し
た
が
、
一
八
○
○
の
銀
行
い
が
縦
長
に
分
散
す
る
単
一
銀
行
主
義
的

基
盤
の
う
え
で
は
技
術
的
に
困
難
で
あ
っ
た
ｐ
東
京
・
大
阪
で
の
地
方
手
形
交
換
の
挫
折
に
よ
っ
て
、
全
国
商
品
流
通
の
拡
大
の
な
か

で
、
地
方
銀
行
は
東
京
・
大
阪
な
ど
の
主
要
都
市
に
支
店
を
も
ち
加
盟
資
格
を
え
な
い
か
ぎ
り
、
都
市
宛
。
地
方
宛
手
形
と
も
に
コ
ル

レ
ス
網
に
よ
る
繁
雑
な
操
作
を
回
避
で
き
ず
、
無
数
の
「
Ｚ
レ
ス
先
に
為
替
資
金
を
分
散
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
手
形
交
換
所
の
地

方
都
市
へ
の
波
及
に
と
も
な
い
都
市
内
部
の
手
形
決
済
は
解
決
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
地
方
間
の
手
形
決
済
に
つ
い
て
は
支
店
網
に
よ
る
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以
外
行
わ
れ
ず
、
深
化
す
る
全
国
的
商
ロ
町
流
通
を
最
終
的
に
決
済
す
べ
き
信
用
機
構
は
手
形
交
換
所
と
大
銀
行
の
支
店
網
か
ら
な
る

「
点
と
線
」
を
も
ら
え
た
に
す
ぎ
な
い
。
渋
沢
が
念
願
し
た
ロ
ン
ド
ン
手
形
交
換
所
を
中
心
と
す
る
全
国
的
手
形
集
中
決
済
機
構
を
こ

の
後
進
的
地
盤
の
う
え
に
構
築
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
地
方
手
形
交
換
の
挫
折
の
根
因
は
運
輸
交
通
上
の
問
題
以
上
に
、
塩
大

な
銀
行
を
代
理
す
る
都
市
銀
行
に
お
け
る
事
務
的
繁
雑
さ
、
す
な
わ
ち
日
本
の
単
一
銀
行
主
義
的
性
格
に
求
め
ら
れ
る
。
ロ
ン
ド
ン
地

方
手
形
交
換
に
よ
る
集
中
決
済
は
支
店
銀
行
主
義
ゆ
え
に
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
全
国
的
商
品
流
通
の
拡
大
深
化
に
相
応
す
る
信
用

機
構
で
あ
る
地
方
手
形
交
換
の
挫
折
に
よ
っ
て
信
用
上
の
陰
路
が
生
じ
る
。
こ
の
陰
路
に
対
し
都
市
銀
行
を
中
心
に
、
一
方
で
地
方
都

市
へ
の
手
形
交
換
所
の
導
入
に
よ
っ
て
一
‐
点
」
を
ふ
や
し
て
ゆ
く
と
と
も
に
、
他
方
で
か
か
る
点
を
結
ぶ
支
店
網
を
増
設
し
、
私
的
な

決
済
「
線
」
を
自
力
で
拡
大
し
よ
う
と
す
る
動
力
が
信
用
機
構
の
深
部
に
働
く
。
単
一
銀
行
主
義
を
骨
格
と
す
る
日
本
信
用
機
構
は
、

そ
の
決
済
上
の
内
的
矛
盾
に
よ
っ
て
支
店
銀
行
主
義
へ
の
転
換
を
開
始
す
る
。

ア
メ
リ
カ
国
法
銀
行
を
範
例
と
す
る
支
店
を
も
た
な
い
日
本
の
普
通
銀
行
体
制
は
、
「
連
帯
為
替
」
構
想
の
挫
折
に
よ
っ
て
単
一
銀

行
主
義
的
Ⅱ
地
方
分
権
的
全
国
決
済
機
構
を
創
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
日
銀
設
立
に
と
も
な
う
イ
ギ
リ
ス
預
金
銀
行

主
義
へ
の
転
換
に
阻
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
二
○
年
後
預
金
銀
行
主
義
の
一
定
の
定
着
に
と
も
な
い
提
起
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
手

形
交
換
所
を
範
と
す
る
全
国
集
中
決
済
の
試
象
は
、
清
算
し
え
ず
に
残
る
単
一
銀
行
主
義
的
骨
格
の
ゆ
え
に
そ
の
成
立
を
阻
ま
れ
た
。

戦
前
期
日
本
信
用
機
織
は
、
ア
メ
リ
カ
国
法
銀
行
主
義
と
イ
ギ
リ
ス
預
金
銀
行
主
義
の
二
つ
の
導
入
原
理
の
あ
い
だ
を
揺
れ
う
ご
き
、

統
一
的
な
決
済
機
構
を
つ
い
に
Ｊ
も
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
英
米
二
つ
の
導
入
原
理
に
よ
る
二
元
的
な
不
安
定
の
な
か
で
、
日
本
信

用
機
構
の
深
部
に
支
店
網
の
拡
大
運
動
が
胎
動
を
は
じ
め
、
支
店
銀
行
制
へ
む
け
て
は
る
か
に
遠
い
銀
行
集
中
の
道
程
が
つ
づ
く
。
都

市
巨
大
銀
行
に
よ
る
支
店
銀
行
制
と
地
方
銀
行
の
一
県
一
行
制
の
確
立
を
基
礎
に
、
戦
時
下
昭
和
一
八
年
日
銀
に
よ
る
「
内
国
為
替
集

（
釦
）

中
決
済
制
度
」
が
施
行
さ
れ
る
き
（
で
、
つ
い
に
戦
前
期
日
本
信
用
機
構
は
自
ら
の
集
中
決
済
機
構
を
Ｊ
も
ら
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
１
）
『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
一
号
七
－
一
○
頁
Ｍ
一
二
・
一
・
二
九

（
２
）
「
銀
行
集
会
理
財
新
報
」
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
六
巻
一
六
九
－
一
七
四
頁

（
３
）
渋
沢
青
淵
記
念
財
団
竜
門
社
編
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
七
巻
一
三
九
頁

（
４
）
渋
沢
栄
一
「
交
換
所
ノ
事
」
『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
一
号
一
○
頁

（
５
）
「
択
善
会
録
事
」
『
日
本
金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
六
巻
一
○
一
頁

（
６
）
「
東
京
銀
行
集
会
所
半
季
報
告
」
第
一
回
第
一
二
巻
二
七
頁

（
７
）
同
（
第
八
回
）
一
四
三
頁

（
８
）
決
済
方
法
に
つ
い
て
は
『
東
京
手
形
交
換
所
五
○
年
史
」
（
未
定
稿
）
お
よ
び
「
大
阪
手
形
交
換
所
九
○
年
史
」
を
参
照
。

（
９
）
『
東
京
手
形
交
換
所
一
覧
」
昭
和
二
年
一
一
月
八
一
一
一
頁
、
手
形
交
換
所
設
立
の
概
観
は
『
明
治
財
政
史
』
第
一
四
編
第
一
三
章
「
銀
行
集
会
所

及
手
形
交
換
所
」
を
参
照
。
手
形
交
換
所
設
立
以
前
に
実
質
的
手
形
交
換
は
行
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
京
都
に
お
い
て
は
一
四
年
二
月
各
地

為
替
売
買
が
開
始
さ
れ
二
九
年
六
月
に
手
形
交
換
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。
（
平
井
暖
吉
『
京
都
金
融
史
』
）

⑯
）
『
東
京
手
形
交
換
所
五
○
年
史
（
未
定
稿
）
』
そ
の
四
を
参
照
。

Ｈ
）
『
大
阪
手
形
交
換
所
九
○
年
史
」
七
八
頁

（
⑫
）
「
全
国
要
地
為
替
取
組
尻
地
方
別
調
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
一
九
五
、
六
号
（
Ｍ
三
四
・
四
、
五
）
を
参
照
。

（
、
）
小
野
英
二
郎
「
地
方
手
形
の
交
換
に
就
て
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
○
一
号
Ｍ
三
五
・
七

（
皿
）
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
五
六
号
Ｍ
三
五
・
六
奥
州
銀
行
同
盟
会
は
東
京
地
方
手
形
交
換
へ
の
参
加
を
宿
題
と
し
た
。
同
六
○
号
Ｍ
三
五

＆
）
「
全
国
手
形
交
換
所
連
合
会
」
『
渋
沢
栄
一
伝
記
資
料
』
第
七
巻
四
七
○
頁

届
）
「
連
合
会
準
備
委
員
第
一
回
録
事
」
同
三
九
九
頁

Ｂ
）
「
東
京
手
形
交
換
所
五
○
年
史
』
二
頁

（
狙
）
「
地
方
手
形
交
換
問
題
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
二
四
一
号
Ｔ
六
・
九
、
松
波
逸
史
「
京
阪
神
手
形
の
連
合
交
換
を
開
始
す
べ
し
」
同
第
六
五

号
、
Ｍ
三
六
・
三
、
ま
た
単
一
銀
行
主
義
の
祖
国
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
第
一
次
大
戦
期
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
〈
１
ワ
ー
ド
・
ウ
ル
フ
「
地

方
手
形
交
換
所
の
利
益
に
就
て
」
中
央
銀
行
通
信
録
第
一
五
七
号
Ｔ
五
・
五

（
、
）
一
一
一
弁
銀
行
で
は
明
治
三
六
年
一
一
月
支
店
長
会
に
お
い
て
、
当
座
預
金
勘
定
の
振
興
を
め
ざ
し
、
「
他
店
払
小
切
手
の
流
通
を
奨
励
す
る
の
方
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一
明
治
中
期
日
銀
信
用
の
転
換

成
立
初
期
日
銀
信
用
は
そ
の
貸
出
ル
ー
ト
を
手
形
割
引
で
は
な
く
、
政
府
証
券
な
ど
を
抵
当
と
す
る
定
期
貸
に
主
力
を
置
い
て
い
た

が
、
そ
れ
が
手
形
割
引
と
い
う
本
来
の
ル
ー
ト
に
比
重
を
移
行
し
た
の
は
明
治
二
一
一
・
二
一
一
一
年
を
画
期
と
す
る
。
二
二
年
に
ま
ず
輸
出

振
興
を
め
ざ
し
横
浜
正
金
銀
行
と
の
間
に
外
国
為
替
手
形
再
割
引
契
約
を
む
す
び
、
外
国
貿
易
へ
の
日
銀
信
用
供
与
の
ル
ー
ト
が
ひ
ら

す
る
。

明
治
一
五
年
日
銀
の
創
設
に
よ
っ
て
日
本
信
用
機
構
は
ア
メ
リ
カ
国
法
銀
行
主
義
か
ら
イ
ギ
リ
ス
預
金
銀
行
主
義
へ
、
そ
の
指
導
原

理
を
転
換
す
る
。
上
か
ら
の
発
券
独
占
体
の
強
圧
的
創
出
の
も
と
で
、
発
券
力
を
奪
わ
れ
た
未
熟
な
普
通
銀
行
は
預
金
銀
行
と
し
て
自

律
的
な
経
営
原
理
を
確
立
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
日
銀
か
ら
低
利
資
金
を
調
達
し
、
そ
れ
を
伐
出
す
と
い

う
日
銀
依
存
の
「
鞘
取
」
銀
行
経
営
に
身
を
沈
め
て
い
っ
た
。
日
本
金
融
制
度
の
創
始
者
松
方
正
義
は
、
預
金
銀
行
体
制
の
確
立
を
め

ざ
し
、
第
二
弾
と
し
て
明
治
三
○
年
日
銀
個
人
取
引
を
開
始
し
た
。
日
銀
個
人
取
引
を
背
景
と
す
る
日
銀
信
用
の
強
力
な
引
締
め
に
よ

っ
て
、
明
治
三
四
年
、
激
烈
な
金
融
恐
慌
が
勃
発
し
た
。
こ
の
金
融
恐
慌
は
日
本
信
用
機
構
す
な
わ
ち
銀
行
間
資
金
融
通
機
構
に
お
い

て
い
か
な
る
意
義
を
に
な
う
の
か
。
次
に
、
そ
の
編
成
原
理
の
縦
か
ら
横
へ
の
く
み
か
え
、
す
な
わ
ち
日
銀
依
存
の
「
鞘
取
一
銀
行
主

義
か
ら
自
律
的
な
預
金
銀
行
主
義
へ
の
構
造
転
換
に
と
も
な
う
金
融
危
機
の
実
体
を
析
出
し
、
そ
の
再
編
の
方
向
性
と
可
能
性
を
検
討

法
如
何
」
と
題
し
て
》
地
方
手
形
交
換
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
小
切
手
の
信
用
力
が
最
大
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
が
、
会
長
早
川

専
務
理
事
は
「
三
井
銀
行
だ
け
の
得
意
先
な
ら
ば
比
較
的
安
全
だ
か
ら
、
当
行
丈
け
で
も
や
っ
て
見
ま
す
か
」
と
手
続
規
定
を
指
令
し
た
。
（
－
三

井
銀
行
史
料
２
支
店
長
会
記
録
』
二
九
四
’
三
○
二
頁
）

（
加
）
全
国
銀
行
協
会
連
合
会
『
為
替
決
済
制
度
の
変
遷
」
ｓ
四
九
・
三

第
二
章
明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
と
預
金
銀
行
主
義
的
再
編
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か
れ
た
。
し
か
し
内
国
再
割
引
は
遅
女
と
し
て
進
ま
ず
、
二
三
年
恐
慌
の
な
か
で
、
そ
の
陰
路
が
露
呈
す
る
に
至
っ
た
。
株
価
暴
落
に

よ
っ
て
資
金
固
定
に
く
る
し
む
大
阪
銀
行
同
盟
銀
行
集
会
所
は
「
金
融
逼
迫
救
済
」
を
政
府
・
日
銀
に
再
三
上
申
す
る
に
至
っ
た
。
こ

（
１
）
 

の
「
上
申
書
』
に
よ
れ
ば
、
迫
り
く
る
金
融
逼
迫
の
原
因
を
「
両
三
年
来
諸
会
社
勃
興
し
是
れ
迄
商
業
上
に
運
用
し
た
る
資
金
を
会
社

株
式
に
化
せ
し
め
諸
事
業
に
固
着
し
た
る
も
の
甚
だ
多
く
金
融
必
要
の
際
は
概
ね
之
を
抵
当
と
し
て
銀
行
よ
り
借
入
れ
融
通
す
る
の
振

合
な
り
」
と
株
式
担
保
賛
の
こ
げ
つ
き
に
求
め
、
「
銀
行
会
社
焦
眉
の
危
急
御
救
済
あ
ら
ん
１
－
と
強
く
日
銀
信
用
の
動
員
を
要
請
し
た
。

残
商
百
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
ｆ
 

２
１
０
９
３
７
６
５
４
３
２
１
 

設
刮

5１ 

′・

【１

従
来
日
銀
が
実
施
し
て
い
た
貸
付
抵
当
品
は

桝
噸
古
金
銀
・
諸
公
債
・
政
府
手
形
・
政
府
保
証
証

そ
大

》辨礒鮴→亜融通準騨鋸舳糀蔀仙般鰍仙辨箒
実
殿
日
本
郵
船
・
海
上
保
険
の
一
一
一
社
の
五
点
に
す
ぎ

悸
躰
ず
「
其
抵
当
の
区
域
頗
る
狭
臘
」
で
あ
っ
た
。

行
ｒ

織
詞
そ
こ
で
次
の
株
券
を
選
定
し
た
う
え
で
「
従
来

、
辨
貸
越
約
定
の
外
信
用
取
引
の
法
を
以
て
当
座
貸

翫
鏥
越
御
許
容
被
下
度
」
と
株
式
担
保
に
よ
る
救
済

澆
緬
融
資
を
要
請
す
る
。
九
州
・
炭
鉱
・
阪
堺
・
山

壷
躰
幼
陽
・
大
阪
・
関
西
の
六
鉄
道
株
と
、
大
阪
・
平

緋
吋
罐
野
・
天
満
の
一
一
一
紡
績
株
お
よ
び
大
阪
商
船
・
大

明
降
第
阪
倉
庫
・
硫
酸
製
造
株
の
合
計
一
一
一
会
社
株
券
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が
選
定
さ
れ
た
。
第
百
三
十
銀
行
松
本
童
太
郎
は
東
京
銀
行
集
会
所
に
赴
き
渋
沢
・
安
田
ら
と
協
議
の
う
え
日
銀
総
裁
川
田
小
一
郎
に

上
申
し
た
が
、
日
銀
は
「
大
蔵
省
禦
議
の
末
全
国
鉄
道
会
社
株
券
の
承
担
保
品
に
採
用
す
鼬
こ
と
に
決
定
し
た
。
大
阪
同
盟
銀
行
は

鉄
道
株
以
外
が
お
と
さ
れ
た
こ
と
に
不
満
を
抱
き
、
大
阪
商
船
・
大
阪
紡
績
の
一
一
株
に
絞
っ
て
再
度
日
銀
に
上
申
し
た
が
、
つ
い
に
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
日
銀
は
大
阪
同
盟
銀
行
の
必
死
の
要
請
を
ふ
り
き
っ
て
、
全
国
の
鉄
道
株
を
担
保
と
す
る
手
形
再
割
引
に
よ

る
資
金
融
通
の
ル
ー
ト
を
ひ
ら
い
た
の
で
あ
る
。
一
」
の
日
銀
の
担
保
品
の
選
別
の
う
ち
に
確
立
期
日
本
資
本
主
義
の
国
家
意
志
の
あ
り

か
た
を
、
全
国
鉄
道
網
構
築
の
も
つ
軍
事
・
経
済
上
の
戦
略
的
意
義
を
鮮
か
に
示
し
て
い
る
。

日
銀
に
よ
る
株
式
担
保
手
形
再
割
引
は
二
三
年
恐
慌
に
対
す
る
一
時
的
な
救
済
融
資
と
し
て
始
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
の
産
業
資
本

の
勃
興
の
た
め
の
強
い
資
金
需
要
に
お
さ
れ
て
、
日
銀
は
外
国
貿
易
手
形
再
割
引
と
な
ら
び
成
長
金
融
の
主
要
ル
ー
ト
と
し
て
活
用
し

て
い
っ
た
。
二
二
・
二
一
一
一
年
を
画
期
に
一
一
一
○
’
一
一
一
一
一
年
に
か
け
て
日
銀
信
用
は
膨
張
し
つ
づ
け
、
日
本
資
本
主
義
は
確
立
期
を
む
か
え

る
。
日
銀
割
引
手
形
は
二
二
年
に
比
し
て
一
一
一
○
年
に
は
実
に
九
倍
、
四
五
七
一
万
円
の
規
模
に
達
し
、
正
金
に
対
す
る
外
国
手
形
再
割

引
は
三
○
年
に
至
る
九
年
間
漸
増
し
一
○
六
○
万
円
を
記
録
し
た
。
一
方
定
期
賛
は
保
証
品
付
手
形
の
開
始
後
一
一
六
年
に
か
け
て
激
減

し
た
が
、
二
七
年
か
ら
一
一
一
○
年
に
か
け
て
再
び
急
膨
張
し
、
三
○
年
に
は
四
一
一
一
○
七
万
円
と
な
り
内
国
手
形
再
割
引
と
拮
抗
す
る
水
準

に
達
し
た
。
明
治
二
○
年
代
に
お
け
る
未
曽
有
の
日
銀
信
用
の
膨
張
は
、
諸
公
債
・
鉄
道
株
券
を
抵
当
と
す
る
定
期
賛
お
よ
び
保
証
品

付
手
形
割
引
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
、
有
価
証
券
の
流
動
化
を
支
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
太
い
縦
に
流
れ
る
資
金
ル
ー
ト
を
構
築
し
勃
興
す

る
産
業
資
本
を
上
方
へ
牽
引
し
て
い
っ
た
の
で
あ
電

日
銀
の
低
金
利
政
策
に
よ
っ
て
日
銀
信
用
の
需
要
は
拡
大
し
、
日
銀
は
そ
の
超
過
需
要
に
応
じ
、
日
銀
信
用
は
破
天
荒
の
伸
び
を
示

し
た
。
三
○
年
に
は
日
銀
の
民
間
貸
出
は
つ
い
に
一
億
円
の
大
台
を
超
え
、
二
○
年
に
比
し
実
に
五
倍
の
膨
張
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。

日
銀
信
用
の
全
開
に
よ
っ
て
、
普
通
銀
行
の
日
銀
依
存
は
高
ま
り
、
三
○
年
に
は
実
に
一
五
％
の
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ン
と
な
っ
た
。
こ
の
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事
態
が
い
わ
ゆ
る
「
鞘
取
」
銀
行
と
よ
ば
れ
る
事
態
で
あ
り
、
勃
興
期
日
本
資
本
主
義
の
産
業
金
融
の
基
本
的
。
〈
タ
ー
ン
を
な
す
も
の

で
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
預
金
銀
行
主
義
を
奉
じ
、
そ
の
啓
蒙
・
定
着
に
力
を
注
ぐ
日
銀
に
と
っ
て
、
こ
の
低
金
利
政
策
は
黙
認
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
正
常
な
ら
ざ
る
事
態
で
あ
っ
た
。
日
清
戦
争
に
よ
る
償
金
を
基
礎
に
金
本
位
制
の
確
立
を
断
行
し
た
が
、
そ
れ
を
機
に

金
本
位
制
に
相
応
し
た
信
用
機
構
Ⅱ
預
金
銀
行
体
制
へ
の
転
換
を
志
向
す
る
。
三
○
年
六
月
、
日
銀
は
個
人
取
引
を
開
始
し
、
｜
‐
鞘
取
」

銀
行
を
支
え
る
株
式
担
保
の
保
証
品
付
手
形
割
引
を
一
時
的
措
置
と
し
た
。
こ
の
日
銀
に
お
け
る
方
針
転
換
と
と
も
に
日
銀
信
用
は
三

一
年
に
激
減
す
る
。
し
か
し
こ
の
日
銀
個
人
取
引
の
開
始
後
一
年
を
た
た
ず
に
日
銀
信
用
は
再
び
膨
張
す
る
。
こ
の
膨
張
は
、
正
貨
流

出
に
苦
し
む
政
府
が
内
国
債
四
三
○
○
万
円
の
海
外
売
却
と
正
金
に
よ
る
一
億
円
外
債
に
よ
っ
て
正
貨
準
備
を
強
化
し
た
こ
と
に
よ

る
。
一
一
一
二
年
の
一
億
二
千
万
円
に
達
す
る
日
銀
信
用
の
膨
張
は
、
印
紙
税
法
施
行
に
よ
る
定
期
賛
の
見
返
担
保
手
形
割
引
へ
の
う
つ
し

か
え
を
と
も
な
っ
て
行
わ
れ
た
。
内
国
手
形
割
引
は
実
に
九
一
六
八
万
円
と
日
銀
信
用
残
高
の
七
割
六
分
を
占
め
、
年
間
割
引
高
の
う

ち
見
返
担
保
付
手
形
割
引
は
五
八
・
二
％
と
六
割
の
水
準
に
接
近
し
、
日
銀
信
用
の
実
に
四
四
・
一
％
を
占
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た

め
に
一
一
一
一
年
に
一
○
％
へ
低
下
し
た
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
は
一
一
一
二
年
に
再
び
一
五
％
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
。

三
二
年
に
お
け
る
有
価
証
券
担
保
手
形
割
引
と
横
浜
正
金
へ
の
外
国
手
形
割
引
に
よ
る
日
銀
信
用
の
膨
張
は
次
第
に
物
価
騰
貴
を
ひ

き
お
こ
し
、
ま
た
北
清
事
変
の
勃
発
に
よ
っ
て
紡
績
輸
出
は
停
止
し
、
金
流
出
を
ま
ね
い
た
。
日
銀
は
金
準
備
の
洞
渇
を
恐
れ
、
三
二

年
一
一
月
よ
り
五
回
に
わ
た
っ
て
利
子
を
引
上
げ
信
用
引
締
め
を
強
化
し
た
。
三
○
年
に
確
立
し
た
金
本
位
制
の
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
は

信
用
膨
張
に
対
し
て
金
流
出
と
い
う
冷
厳
な
事
実
を
と
っ
て
自
己
を
貫
徹
す
る
。
日
本
に
お
け
る
預
金
銀
行
へ
の
転
換
の
画
期
を
な
す

日
銀
個
人
取
引
は
ほ
と
ん
ど
実
行
さ
れ
ず
、
そ
の
心
理
的
効
果
は
、
金
本
位
制
下
の
信
用
収
縮
と
む
す
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め

（
４
）
 

て
、
そ
の
効
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
三
○
年
以
降
の
日
銀
の
信
用
引
締
め
は
第
二
表
の
日
銀
手
形
割
引
に
お
け
る

謝
絶
手
形
の
比
重
に
よ
っ
て
そ
の
強
度
を
お
し
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
一
・
二
二
年
二
○
％
を
超
え
る
日
銀
の
厳
格
な
姿
勢
は
一
一
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一一一一一

・日銀借入依存％
年間割引高

Ａ 
うち担保付

Ｂ 
謝絶手形ＩＣ／

Ｃ 

Ａ＋Ｃ 

9６ 

２２．５ 

Ｂ／Ａ 
％ 

普通国立

’１ 

－
５
８
３
３
４
６
０
５
９
８
７
７
０
０
９
０
３
９
 

１
．
 

－
髄
巫
》
”
躯
狸
蝿
率
唖
殿
“
“
》
“
鍼
“
哩
唖

明治21年 26.430 ５
５
６
１
８
９
７
７
４
９
２
 

３
３
３
３
２
２
２
２
２
２
６
 

２
３
４
△
一
。
《
ｂ
【
Ｉ
Ｒ
〉
９
ｎ
Ｕ
１
２
句
。
△
４
．
ｏ
【
ｂ
７
Ｒ
）

Ｄ
】
ｏ
』
ｏ
』
ｏ
】
２
ワ
】
〈
二
？
』
３
（
。
〈
。
３
，
．
，
．
ｍ
。
、
。
〈
。

28.487 23.5 

56.983 16.3 15.897 27.9 

56.770 30.318 

７
１
８
３
６
８
 

●
■
Ｐ
●
０
●
 

８
６
５
９
７
６
 

53.4 

23.638 43.455 54.4 

57.856 33,381 57.7 

93.296 49.776 

９
１
Ｆ
ｏ
「
Ｐ
、
０
一
○
２
５
５
４
６
４

１
１
－
１
１
１
１
 

53.4 

115.010 62.212 54.1 

178.546 79.529 44.5 

2４８８５０ 51.8 128.783 1２．６ 

139.200 255.182 54.5 １５．３ 

387.569 225.677 58.2 11.4 

330.176 553.104 59.7 15.8 

377.370 65.8 248.303 11.3 

146.592 56.5 93.033 12.6 

141.351 90.988 6４．４ 8.7 

４，５ 

３．５ 

236.293 151.506 64.1 

301.845 251.365 83.3 

Ａ，Ｂは明治26年までは「日本銀行半季報告解題」「日本金融史資料明治大正編」

第８巻７頁27年以降は「明治大正財政史」第14巻955頁より，Ｃは「日本銀行営

業営業報告」『日本金融史資料明治大正編」第10巻より作成。

日銀借入依存は，日銀借入金/使用総資金で日本銀行『調査月報』昭和27年２月

号吉野俊彦「我が国市中銀行のオーバー・ローンについて」より。

四
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
一
○
影

を
切
る
柔
軟
な
姿
勢
に
転
じ
た
の
ち
、

三
○
年
か
ら
一
一
一
五
年
の
六
年
間
一
○

形
を
超
え
る
厳
格
な
姿
勢
に
ふ
た
た

び
戻
っ
た
。
こ
の
二
度
に
わ
た
る
転

換
は
一
一
三
年
保
証
品
付
手
形
割
引
の

開
始
、
三
○
年
金
本
制
移
行
・
個
人

取
引
の
開
始
と
対
応
す
る
。
三
○
年

以
降
に
お
け
る
日
銀
の
手
形
割
引
の

厳
格
化
に
つ
い
て
、
大
蔵
省
監
督
局

長
添
田
寿
一
は
「
株
券
類
を
日
本
銀

行
へ
入
れ
て
質
鞘
取
り
の
為
め
に
金

を
借
り
」
株
式
担
保
を
媒
介
項
と
し

て
中
央
銀
行
↓
中
間
銀
行
↓
借
主
に

固
定
す
る
「
時
弊
」
を
改
め
る
も
の

と
強
く
支
持
を
与
え
、
ま
た
日
銀
副

総
裁
高
橋
是
清
は
三
四
年
五
月
九
州

恐
慌
の
視
察
の
途
上
、
次
の
ご
と
く
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言
明
し
て
い
る
。
日
銀
は
二
一
一
一
年
担
保
品
制
度
に
よ
っ
て
有
価
証
券
貸
出
に
固
定
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
滴
疾
を
と
り
の
ぞ
く
た
め

に
、
株
式
に
「
固
着
し
た
も
の
を
移
し
て
運
用
資
本
に
廻
」
す
方
針
を
貫
き
、
「
今
日
で
は
そ
の
当
時
か
ら
見
ま
す
と
余
程
固
着
し
た

（
５
）
 

屯
の
を
回
収
し
ま
し
た
が
、
尚
こ
の
上
に
力
め
て
回
収
を
計
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
。
二
九
年
か
ら
三
一
一
一
年
に
か
け
て
六
・
八
％
か
ら
一

五
・
八
％
へ
と
著
し
く
高
ま
っ
た
日
銀
の
割
引
謝
絶
の
強
化
に
対
し
て
「
日
本
銀
行
は
未
だ
曽
て
貸
渋
り
た
る
事
あ
ら
ず
。
唯
☆
資
金

（
６
）
 

の
需
要
者
に
し
て
其
資
金
を
固
着
せ
し
む
る
の
虞
あ
る
者
に
対
し
て
、
止
む
を
得
ず
謝
絶
し
た
る
事
あ
る
の
糸
」
と
、
日
銀
の
確
固
と

し
た
預
金
銀
行
主
義
の
方
針
を
貫
こ
う
と
す
る
。
本
来
の
商
業
手
形
割
引
を
め
ざ
す
日
銀
信
用
の
峻
烈
な
収
縮
は
、
縦
に
流
れ
る
「
鞘

取
」
銀
行
主
義
的
資
金
融
通
機
構
の
源
泉
の
洞
渇
を
意
味
す
る
。
日
銀
信
用
に
支
え
ら
れ
た
株
式
証
券
の
流
動
性
は
、
そ
の
支
え
を
失

い
失
速
す
る
。
日
銀
信
用
の
収
縮
と
と
も
に
株
価
は
暴
落
し
、
株
式
担
保
を
転
回
軸
と
す
る
日
本
の
信
用
機
構
は
全
面
崩
壊
の
危
機
に

直
面
す
る
。
こ
こ
に
明
治
三
四
年
の
全
国
を
鰹
憾
す
る
金
融
恐
慌
が
勃
発
す
る
。
そ
れ
は
日
本
信
用
機
構
の
編
成
原
理
を
縦
か
ら
横
へ

く
ゑ
な
お
す
苦
痛
に
承
ち
た
敗
北
の
長
い
糸
ち
の
り
の
は
じ
ま
り
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。

（
１
）
大
阪
同
盟
銀
行
集
会
所
『
銀
行
報
告
誌
」
第
四
号
Ｍ
二
三
・
五
・
一
五

（
２
）
同
（
第
五
号
）
Ｍ
二
三
・
五
・
一
一
一
○

（
３
）
二
○
年
代
日
銀
信
用
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
伊
牟
田
敏
充
「
近
代
信
用
制
度
の
形
成
と
株
式
会
社
の
普
及
」
（
「
明
治
期
金
融
樵
造
分
析
序
説
・
一

所
収
）
お
よ
び
石
井
寛
治
「
産
業
資
本
確
立
過
程
に
お
け
る
日
本
銀
行
信
用
の
意
義
」
（
筑
摩
『
経
済
学
全
集
」
第
一
二
巻
別
冊
）
を
参
照
。

（
４
）
「
銀
行
時
弊
談
」
『
銀
行
通
信
録
」
一
四
○
号
Ｍ
三
○
・
七

（
５
）
「
財
界
救
治
策
に
就
て
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
第
一
九
六
号
Ｍ
三
四
・
五
・
二
五

（
６
）
「
西
部
同
盟
銀
行
招
待
会
席
上
に
於
て
」
『
東
洋
経
済
新
報
」
第
一
九
四
号
Ｍ
三
四
・
五
・
五

二
恐
慌
下
に
お
け
る
破
綻
銀
行
の
資
金
分
析

正
貨
流
出
に
対
す
る
日
銀
信
用
の
強
力
な
引
締
め
に
よ
っ
て
、
明
治
一
一
一
三
年
末
各
地
に
勃
発
し
た
銀
行
破
綻
の
波
は
全
国
に
波
及
し



5８ 
激
烈
な
金
融
恐
慌
を
ひ
き
起
し
た
。
全
国
を
席
巻
す
る
預
金
取
付
け
の
嵐
は
都
市
大
銀
行
を
の
ぞ
く
二
．
三
流
以
下
の
多
く
の
銀
行
を

襲
い
窮
地
に
陥
し
い
れ
た
。
熊
本
第
九
・
九
州
商
業
・
桑
名
百
二
十
二
・
横
浜
蚕
糸
・
千
葉
商
業
な
ど
の
地
方
中
心
銀
行
、
お
よ
び
第

七
十
九
・
難
波
・
北
村
・
京
都
商
工
・
鴨
東
な
ど
の
京
阪
の
都
市
中
小
銀
行
の
全
国
的
規
模
で
の
同
時
的
な
経
営
破
綻
は
、
日
本
信
用

機
構
の
根
幹
を
揺
ぶ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
日
銀
を
主
導
と
す
る
「
鞘
取
」
銀
行
主
義
か
ら
預
金
銀
行
主
義
へ
の
構
造
転
換
に
と

も
な
う
銀
行
危
機
の
あ
ら
わ
れ
に
他
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
日
銀
信
用
に
支
え
ら
れ
た
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ソ
Ⅱ
「
鞘
取
」
銀
行
主
義
に

よ
る
資
金
融
通
機
構
の
実
体
と
そ
の
行
詰
り
を
、
破
綻
銀
行
の
資
金
調
達
・
運
用
の
分
析
を
と
う
し
て
明
ら
か
に
す
る
。

ａ
資
金
運
用
と
株
式
投
機

こ
れ
ら
多
く
の
破
綻
銀
行
は
そ
の
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
、
資
金
運
用
の
う
え
で
共
通
点
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
重
役
の

関
係
す
る
諸
会
社
の
機
関
銀
行
と
し
て
大
口
資
金
を
供
給
し
、
株
式
取
引
に
関
与
し
著
し
く
投
機
的
な
色
彩
を
帯
び
て
い
る
。
そ
れ
は

有
価
証
券
を
担
保
と
す
る
日
銀
信
用
を
軸
と
す
る
オ
ー
パ
ー
ロ
ー
ン
体
制
の
個
別
銀
行
経
営
に
お
け
る
反
映
に
他
な
ら
な
い
。
次
に
、

こ
の
特
質
を
破
綻
銀
行
の
貸
出
分
析
に
よ
っ
て
確
認
す
る
。

関
東
地
方
の
金
融
恐
慌
の
発
端
を
な
し
た
横
浜
蚕
糸
銀
行
は
、
明
治
二
九
年
横
浜
五
品
取
引
所
の
機
関
銀
行
と
し
て
松
方
伯
の
甥
の

久
保
勇
と
若
尾
・
安
部
な
ど
横
浜
を
中
心
と
す
る
豪
商
を
網
羅
し
て
設
立
さ
れ
た
横
浜
二
流
の
銀
行
で
あ
っ
た
。
取
頭
の
久
保
勇
は
富

多
山
商
会
・
堅
鉄
鋼
鉄
製
造
所
・
東
洋
貯
金
銀
行
・
東
京
秋
葉
銀
行
な
ど
責
任
あ
る
地
位
に
あ
り
、
そ
の
他
多
く
の
製
造
会
社
と
関
係

し
、
そ
れ
ら
諸
企
業
の
資
金
調
達
の
た
め
横
浜
蚕
糸
銀
行
は
裏
書
を
与
え
、
あ
る
い
は
直
接
貸
出
を
与
え
た
。
こ
れ
ら
の
重
役
糸
企
業

に
対
す
る
固
定
賛
は
富
多
山
商
会
を
筆
頭
に
総
額
一
一
四
万
円
に
達
し
た
。
貸
付
総
額
二
六
二
万
円
の
四
割
強
を
占
め
る
大
口
貸
出
が

固
定
す
る
や
久
保
は
、
北
炭
・
郵
船
・
東
京
馬
車
鉄
道
な
ど
の
株
式
投
機
に
介
入
し
延
命
を
は
か
っ
た
が
日
銀
引
締
め
に
よ
る
株
価
暴

（
１
）
 

蕗
に
よ
っ
て
挫
折
し
、
三
一
一
一
年
一
一
月
支
払
を
停
止
し
た
。
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横
浜
蚕
糸
銀
行
の
破
綻
は
横
浜
の
第
一
一
・
第
七
十
四
銀
行
の
取
付
け
か
ら
両
毛
機
業
地
帯
に
拡
大
し
》
千
葉
県
下
に
も
波
及
し
て
い

っ
た
。
千
葉
県
下
に
お
い
て
農
工
銀
行
に
つ
づ
く
屈
指
の
成
田
・
千
葉
商
業
銀
行
が
窮
地
に
追
込
ま
れ
た
。
成
田
銀
行
は
成
田
鉄
道
に

多
額
の
貸
付
を
な
し
、
周
辺
地
主
へ
の
貸
出
も
固
定
し
一
一
云
年
上
期
末
に
資
本
金
の
半
分
に
及
ぶ
不
良
債
権
二
五
万
五
千
円
を
か
か
え

（
２
）
 

て
い
た
・
千
葉
商
業
銀
行
も
三
一
一
一
年
末
貸
出
二
一
一
一
万
五
千
万
円
の
う
ち
株
券
担
保
は
七
万
、
地
所
建
物
は
五
万
、
商
品
は
一
一
一
万
円
で

「
担
保
品
の
選
択
宜
き
を
得
重
欠
損
額
は
一
一
一
六
万
円
に
達
し
破
綻
す
る
。

西
日
本
の
金
融
崩
壊
の
口
火
を
き
っ
た
熊
本
第
九
銀
行
は
大
阪
市
お
よ
び
熊
本
県
下
四
ヶ
所
に
支
店
を
も
つ
九
州
屈
指
の
地
方
大
銀

行
で
あ
っ
た
が
、
重
役
の
関
係
す
る
熊
本
電
灯
・
熊
本
紡
績
に
対
し
巨
額
の
放
慢
貸
出
を
行
っ
た
。
熊
本
電
灯
へ
の
固
定
貸
は
八
万
五

千
円
に
達
し
た
。
熊
本
電
灯
は
頭
取
三
淵
静
逸
が
発
起
し
た
も
の
で
あ
り
、
子
銀
行
の
熊
本
進
歩
銀
行
の
頭
取
が
社
長
を
兼
任
し
、
資

金
は
第
九
銀
行
が
援
助
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ま
た
「
鉄
道
又
は
紡
緬
会
社
の
株
式
を
担
保
と
し
て
貸
出
を
為
し
」
さ
ら
に
一
「
熊
本

（
４
）
 

米
穀
株
式
取
引
所
株
式
を
買
収
」
し
た
・
一
一
一
三
年
上
期
末
に
お
け
る
有
価
証
券
残
高
は
資
本
金
の
半
分
の
四
七
万
円
の
巨
額
に
達
す

る
・
熊
本
電
灯
株
式
は
実
に
そ
の
九
割
を
担
保
又
は
所
有
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
株
価
暴
落
は
致
命
的
影
響
を
お
よ
ぼ
し
「
預

（
５
）
 

金
総
額
九
○
万
円
に
対
し
損
失
金
は
一
四
○
万
円
」
に
達
し
、
一
一
一
三
年
末
つ
い
に
支
払
停
止
に
追
い
こ
ま
れ
た
。

桑
名
百
二
十
二
銀
行
は
士
族
奉
還
金
に
よ
る
国
立
銀
行
と
し
て
設
立
さ
れ
た
桑
名
の
中
心
的
地
方
銀
行
で
あ
っ
た
が
、
重
役
の
う
ち

一
一
一
人
が
桑
名
米
穀
取
引
所
の
重
役
を
兼
ね
、
投
機
商
に
対
す
る
貸
付
が
大
き
な
比
重
を
占
め
る
。
桑
名
の
名
う
て
の
投
機
商
に
対
し
貸

付
全
体
の
五
割
弱
の
六
一
一
一
万
円
の
信
用
貸
を
な
し
た
が
、
投
機
に
失
敗
し
返
済
不
能
と
な
り
一
一
一
四
年
一
月
支
払
を
停
止
し
た
。
こ
の
役

（
６
）
 

機
が
株
式
で
あ
る
か
確
認
し
え
な
い
が
、
保
有
有
価
証
券
は
一
八
万
円
で
資
本
金
の
六
割
、
貸
付
の
一
割
五
分
に
達
す
る
。
こ
の
桑
名

一
日
一
一
十
二
銀
行
の
破
綻
に
よ
っ
て
中
京
金
融
界
の
震
憾
が
、
は
じ
ま
る
。

（
７
）
 

こ
う
し
た
銀
行
経
営
の
株
式
投
機
的
性
格
は
大
阪
に
お
い
て
も
共
通
す
る
が
、
そ
の
最
も
明
瞭
に
一
示
し
た
例
と
し
て
、
大
阪
の
第
七



6０ 
十
九
銀
行
が
あ
る
。
京
阪
神
の
金
融
破
綻
の
発
端
を
な
し
た
第
七
十
九
銀
行
は
元
国
立
銀
行
と
し
て
松
江
に
設
立
さ
れ
た
が
、
大
阪
銀

行
と
の
合
併
に
よ
り
本
店
を
大
阪
に
移
し
、
大
阪
・
四
国
に
五
支
店
を
も
つ
資
本
金
一
○
○
万
円
の
都
市
二
流
銀
行
で
あ
っ
た
。
大
阪

参
鯛
会
員
の
古
畑
寅
造
は
同
行
の
株
を
買
占
め
、
頭
取
と
な
り
、
つ
い
で
第
七
十
九
銀
行
の
資
金
を
利
用
し
て
次
々
と
株
買
占
竺
爬
の

（
８
）
 

り
だ
し
「
大
阪
於
け
る
第
五
位
の
株
式
所
有
者
一
と
な
っ
た
。
同
行
の
大
株
主
の
糸
な
ら
ず
、
伊
予
鉄
道
株
の
半
数
以
上
、
明
教
保

険
、
大
阪
火
災
保
険
。
大
阪
運
河
株
の
大
多
数
を
保
有
し
支
配
権
を
掌
握
し
た
。
保
有
有
価
証
券
は
一
一
一
一
一
一
年
末
に
お
い
て
一
六
万
円
に

及
ん
で
い
電
第
七
十
九
銀
行
に
よ
る
投
機
的
株
式
支
配
の
追
求
は
株
価
の
暴
落
に
よ
っ
て
挫
折
す
る
。
「
伊
予
鉄
道
会
社
株
式
の
如

（
９
）
 

き
は
五
○
円
よ
り
一
一
一
五
円
に
下
り
又
大
阪
運
河
会
社
株
式
は
一
二
円
（
払
込
高
二
五
円
）
」
へ
と
暴
落
し
第
七
十
九
銀
行
は
古
畑
と
と
も

に
巨
額
の
損
失
を
か
か
え
た
。
古
畑
に
対
し
第
七
十
九
銀
行
は
七
○
万
円
の
固
定
賀
を
生
じ
、
ま
た
弟
西
川
市
造
が
経
営
す
る
難
波
銀

行
は
、
古
畑
に
二
万
五
千
、
第
七
十
九
銀
行
に
六
万
円
、
西
川
市
造
に
一
六
万
、
銀
行
重
役
へ
八
万
円
庇
付
け
、
固
定
賛
は
資
本
金
の

倍
の
六
一
万
五
千
円
に
達
し
た
。

以
上
の
大
ざ
っ
ぱ
な
確
認
に
よ
っ
て
、
破
綻
銀
行
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
株
式
担
保
・
所
有
に
よ
っ
て
関
係
会
社
に
大
口
の
貸
出
を

積
極
的
に
敢
行
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
機
関
銀
行
と
し
て
の
投
機
的
積
極
的
経
営
方
針
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
預
貸
比

率
の
悪
化
す
な
わ
ち
著
し
い
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ン
を
か
た
ち
づ
く
る
こ
と
と
な
る
。

（
１
）
「
銀
行
通
信
録
」
第
一
八
一
号
Ｍ
一
一
一
三
・
一
二

回
収
困
難
な
貸
出
は
次
の
と
う
り
富
多
山
商
会

富
久
商
会

太
刀
川
商
会

（
２
）
『
千
葉
銀
行
史
』
七
八
頁

（
３
）
一
．
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
五
号
Ｍ
三
四
・
四

一四

九八○
五八八
、、、鯉

Ｊ
艤
邉
｜
｜
義
一

三
六
○
円

八
九
一

二
五
一
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ｂ
「
鞘
取
」
銀
行
主
義
に
つ
い
て

明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
が
こ
れ
だ
け
の
全
般
性
を
ふ
る
っ
た
の
は
、
各
地
方
に
お
け
る
中
堅
銀
行
の
同
時
崩
壊
に
求
め
ら
れ
る
。
横

浜
蚕
糸
・
桑
名
百
二
十
二
・
第
九
・
九
州
商
業
・
京
都
商
工
・
七
十
九
・
逸
身
の
諸
銀
行
は
関
係
会
社
の
機
関
銀
行
と
し
て
株
式
担
保

貸
あ
る
い
は
株
式
を
保
有
し
て
大
口
貸
出
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
貸
出
は
ど
の
よ
う
に
し
て
調
達
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
鞘
取
」
銀
行
と
い
わ
れ
る
銀
行
間
の
資
金
融
通
機
構
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

こ
れ
ら
諸
破
綻
銀
行
の
破
綻
時
の
決
算
を
『
銀
行
通
信
録
」
よ
り
採
集
し
た
の
が
第
三
表
で
あ
る
。
比
較
す
る
意
味
で
い
く
つ
か
の

銀
行
に
つ
い
て
も
補
足
し
た
。
一
見
し
て
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、
資
本
金
・
預
金
・
借
入
金
三
者
の
比
重
が
本
来
の
銀
行
経
営
と
は
著

し
い
隔
り
が
あ
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
預
金
と
資
本
金
の
比
重
を
象
て
染
る
と
、
預
金
が
資
本
金
に
達
し
て
い
な
い
銀

行
は
、
一
○
行
の
う
ち
横
浜
蚕
糸
・
第
九
・
九
州
商
業
の
三
行
あ
り
、
他
の
七
行
も
大
き
く
凌
駕
す
る
こ
と
な
く
、
預
金
と
資
本
金
の

比
重
は
ほ
ぼ
同
水
準
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
二
．
三
流
銀
行
が
未
だ
前
期
的
銀
行
資
本
の
範
畷
を
脱

す
る
こ
と
な
く
預
金
銀
行
と
し
て
確
立
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
諸
預
金
の
構
成
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
の
銀
行
が
、
そ
の

（
４
）
同
第
一
八
二
号
Ｍ
三
四
・
一

（
５
）
『
安
田
保
善
社
と
そ
の
関
係
事
業
史
」
二
八
三
頁

（
６
）
『
銀
行
通
信
録
」
第
一
八
一
一
一
号
Ｍ
三
四
・
一
一

（
７
）
た
と
え
ば
、
泉
州
北
村
銀
行
は
泉
州
豪
農
の
経
営
す
る
資
本
金
五
万
円
の
信
用
あ
る
銀
行
で
あ
っ
た
が
、
三
二
年
ご
ろ
よ
り
高
野
鉄
道
株
、
堺

株
式
米
穀
取
引
所
株
を
買
付
け
、
そ
れ
ぞ
れ
三
○
万
円
と
七
万
円
の
損
失
を
う
け
、
一
一
一
四
年
三
月
支
払
を
停
止
し
た
。
（
一
．
銀
行
通
信
録
」
第
一
八

五
号
Ｍ
三
四
・
四
）

（
８
）
「
大
阪
貨
幣
市
場
の
恐
慌
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
六
号
Ｍ
三
四
・
五

（
９
）
「
各
地
金
融
界
動
揺
始
末
」
同
第
一
八
九
号
（
臨
時
増
刊
）
Ｍ
三
四
・
七



６２ 

(千円）第３表明治34年金融恐慌をめぐる銀行決算表

jiwi識|蘂編Ｆ１篭諜轍騨|綴,鑿|鵜I鍋破綻銀行

｜ 

’ 
負 俵

定期預金

当座貯金

その他貯金

借入金

再割引手形

資本金

他店より借

124 

134 

296 ’ Ｉ 
２４７ 

３４１ 

２６０ 

１，７０６ 

13 

2,000 

３１３ 

Ｉ 625 1,068 551 2,343 634 

534 508 1,783 ９８３ 

５９ 

1,000 

(31）４６ 

126 

306 

500 

５２ 

1.102 ５７１ 

1,000 

(46）７３ 

1.000 1,0001 
２６０１ 

300 

225 (25） 6５ 

＝崖
貸付金

当座賛越

割引手形

有価証券

他店貸

預け金

3６ 

Ｉ ｝ 
1,447 

1,136 

1,375 

２７６ 

９０ 

２４ 

８７５ 

１７７ 

642 

1.050 

躯
“
虹
如
飽
７

１
１
８
 

1,944 1,449 
669 １．３７９ 

1.911 

篭’
５ 

1,820 

２０７ 182 

８ 

"鮴
(27） 

鰹醐暴|蕊,豪
十五
32.12末

第二
32.12末

新潟
32.12末

十八
32.12末

虎屋
33.12末

〔比較〕

':馨卜:：
蕊,:iiil噸而
(22）鍋|('…O』

負 償

定期預金

当座貯金

その他貯金

借入金

再割引手形

資本金

他店より借

２
０
４
ｔ
 

４
９
５
０
 

8851ト２０ｍ

伽
一
例
鋪

』
３
１
 

皿
髄
一
麺
姻
唖
録
師

｢’ 

Ｌ｣ 

資 産

貸付

当座預

割引手

有価証

他店

預け

金
金
形
券
貸
金

694 787 

『
■
］

０
１
Ｒ
 

｜
ワ
９
４

236 721 

11.416 1.829 

1８，３８１ 540 

Ｕ
７
０
 

日
日

(30） (195）２４６ 6３ 

2４ 

『銀行通信録』記事および決算広告より作成。他店貸借のカツ =はコルレス約定数。
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他
預
金
ｖ
当
座
預
金
Ｖ
定
期
預
金
の
構
成
比
を
と
っ
て
い
る
。
当
座
預
金
が
定
期
預
金
よ
り
も
大
き
な
比
重
を
示
し
て
い
る
の
は
産
業

資
本
の
循
環
に
よ
る
遊
休
貨
幣
資
本
の
発
現
を
表
わ
し
、
の
ち
の
定
期
預
金
優
位
と
比
較
し
て
興
味
あ
る
・
し
か
し
こ
の
産
業
資
本
循

環
の
う
ち
に
発
生
す
る
貨
幣
資
本
の
累
積
が
極
め
て
低
い
も
の
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
に
、
資
本
金
、
預
金
に
対
す
る
借
入
金
の
優
位
が
生

れ
る
。
借
入
金
勘
定
は
六
行
以
外
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。
こ
の
六
行
は
第
九
・
横
浜
蚕
糸
・
桑
名
百
二
十
一
一
・
京
都
商
工
・
九
州
商

業
・
成
田
銀
行
の
地
方
中
堅
銀
行
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
共
通
す
る
資
金
調
達
上
の
特
徴
は
、
借
入
金
勘
定
が
、
資
本
金
、
預
金
と
ほ
ぼ

匹
敵
・
凌
駕
す
る
水
準
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
三
者
の
比
重
は
、
資
本
金
Ｍ
預
金
Ⅲ
借
入
金
の
傾
斜
を
も
っ
て
い
る
。

以
上
、
確
認
し
た
資
金
調
達
に
お
け
る
銀
行
借
入
金
の
優
位
は
、
こ
れ
ら
地
方
中
堅
銀
行
経
営
が
、
自
己
資
本
に
よ
る
ド
イ
ツ
型
の

前
期
的
銀
行
や
、
あ
る
い
は
当
座
預
金
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
型
の
預
金
銀
行
と
い
う
よ
り
も
、
資
金
を
媒
介
す
る
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
的
な

「
鞘
取
」
銀
行
の
性
格
を
強
く
も
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
本
の
普
通
銀
行
は
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
三
方
向
に
ひ
ろ
が
る

可
能
性
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
後
の
展
開
は
こ
の
三
つ
の
力
の
対
抗
・
純
化
の
苦
難
に
承
ち
た
道
程
に
他
な
ら
な
い
。

第
九
・
横
浜
蚕
糸
・
桑
名
百
二
十
二
・
九
州
商
業
・
京
都
商
工
・
成
田
の
六
行
か
ら
析
出
さ
れ
た
こ
の
ピ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
的
「
鞘

取
」
銀
行
資
本
範
嬬
は
、
成
立
期
の
普
通
銀
行
全
体
に
お
い
て
ど
れ
だ
け
の
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
偏
差
を

つ
か
む
た
め
に
、
第
四
表
を
用
意
し
た
。
『
銀
行
通
信
録
』
を
中
心
に
明
治
一
一
三
年
末
の
決
算
表
を
ひ
ろ
い
、
借
入
金
。
預
金
比
率
と

預
金
規
模
を
両
軸
に
と
り
銀
行
分
布
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
借
入
金
・
預
金
比
率
が
ゼ
ロ
、
す
な
わ
ち
借
入

金
ゼ
ロ
の
サ
ウ
ン
ド
・
バ
ン
キ
ン
グ
の
優
等
生
は
、
第
百
銀
行
と
十
八
銀
行
な
ど
中
堅
三
行
以
外
は
中
小
銀
行
一
五
行
か
ら
な
る
。

百
歩
譲
っ
て
サ
ウ
ン
ド
バ
ン
キ
ン
グ
の
限
界
を
借
入
金
・
預
金
比
率
一
○
％
以
下
と
し
て
も
、
一
一
一
六
行
、
全
体
の
三
割
に
と
ど
ま
る
。

「
鞘
取
」
銀
行
経
営
は
借
入
が
預
金
を
こ
え
る
第
九
銀
行
を
筆
頭
に
、
預
金
高
の
大
小
に
か
か
わ
り
な
く
全
体
の
七
割
を
お
お
っ
て
い

る
。
次
に
比
較
の
意
味
で
、
資
本
金
が
預
金
を
こ
え
る
銀
行
に
△
を
付
し
て
ふ
る
と
、
そ
れ
は
表
の
右
下
り
の
対
角
線
の
左
に
集
中
す
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第４表借入金依存度別銀行分布表

借入金/預金（％）

１１００……ln50-100m30-50 Ⅳ10-30 ＶＯ－１０ Ⅵ0 

－－１１－００口Ⅱロロローロロ■、■■Ｉ０ｌＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＶＩＩＩＩリーーーーー

●一一一一》『一一一一》》『》一一Ｂ畑‐ｌ釦

浪速
北浜

十
井
三
五

三
百
十
△
 鑿藝圏i鴇騨

第百

愛知
十二
第四十九

百十
△明治

山口

横浜
京都商工
日本商業

中井
川崎
東海

■饗繍鑿，北海道商業第六十六
，ｉ△水戸百四］大垣共立iiL:議艤■駕篭

浅草
二十七
△十八

一
一
噸
碗
犀

針
一
塙
壌
鑓

鋼輌鋼醗舘謝圭・権》洲
霊謝州櫻》》一 |蕊。

,△土浦五十

第十
静岡
信濃商業
△十六
△盛岡
△第百七

秋田
岡崎
松江
商栄
△第八十五

Ｄ
ｍ
ｌ
０
 

１
３
 

七
八
十
業

房
本
越
津
野
狩
趣
計
壺
鰄

安
橋
中
会
中
第
嫡
百
第
宮

△
△
△
△
△
△
△
△
△
 

所沢
牛窓
沼津
△東金
△三島
△新潟商業
△前橋商業
△松山商業
△土浦健商
△駿東実業

Ｅ
卯
以
下

｢銀行通信録」明治三二年下期決算広告より，
△は資本金＞預金の銀行

る
。
こ
の
二
つ
の
視
点
の

交
叉
か
ら
、
次
の
四
つ
の

銀
行
類
型
を
と
り
だ
す
こ

と
が
で
き
る
。
円
預
金
・

借
入
に
依
存
す
る
こ
と
な

く
自
己
資
本
を
賃
付
け
る

前
期
的
一
高
利
貸
」
銀
行

（
Ⅵ
．
Ｅ
）
口
対
角
線
の

左
に
あ
っ
て
自
己
資
本
・

預
金
・
借
入
金
の
バ
ラ
ン

ス
の
う
え
に
立
つ
「
鞘
取
」

地
方
大
銀
行
（
１
．
Ｃ
）

口
対
角
線
の
右
に
位
価
す

る
浪
速
銀
行
を
典
型
と

し
、
預
金
に
せ
ま
る
借
入

金
を
も
つ
「
鞘
取
」
都
市

大
銀
行
（
Ⅱ
。
Ａ
）
四
第

百
銀
行
を
典
型
と
す
る
近
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代
的
預
金
銀
行
（
Ⅵ
。
Ａ
）
で
あ
る
。
三
四
年
金
融
恐
慌
以
前
に
あ
っ
て
は
、
右
上
へ
む
か
う
近
代
的
預
金
銀
行
の
引
力
は
、
対
角
線

の
左
右
か
ら
左
上
に
む
か
う
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
的
「
鞘
取
」
銀
行
の
魔
力
に
圧
倒
さ
れ
た
。
三
○
年
金
本
位
制
の
移
行
に
よ
る
ゲ
ー
ム

の
ル
ー
ル
の
貫
徹
に
よ
っ
て
、
銀
行
経
営
の
磁
場
は
日
銀
信
用
か
ら
切
り
は
な
さ
れ
「
鞘
取
」
銀
行
に
か
わ
っ
て
預
金
銀
行
に
集
中
す

る
正
常
な
か
た
ち
を
と
る
に
至
る
。
Ｃ
・
Ｄ
列
と
Ｉ
。
Ⅱ
行
の
交
錯
す
る
「
鞘
取
」
地
方
銀
行
は
そ
の
存
立
基
盤
を
喪
失
し
、
そ
の
多

く
は
三
四
年
金
融
恐
慌
の
な
か
で
倒
壊
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
さ
き
に
析
出
し
た
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
的
「
鞘
取
」
銀
行
の
範
鴎
が
、
普
通
銀
行
体
制
の
出
発
点
に
お
い
て

広
い
範
囲
を
お
お
う
強
力
な
流
通
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
借
入
金
優
位
の
「
鞘
取
」
銀
行
に
お
け
る

資
金
調
達
を
考
え
る
う
え
で
、
他
店
貸
借
勘
定
は
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
遠
隔
地
の
地
方
銀
行
に
と
っ
て
他
の
地
方

銀
行
や
都
市
銀
行
と
資
金
融
通
関
係
を
も
つ
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
く
、
全
国
的
規
模
で
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
コ
ル
レ
ス
網
を
通

し
て
為
替
尻
貸
借
の
形
態
を
と
っ
て
資
金
融
通
が
行
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
》
」
の
各
地
を
む
す
ぶ
全
国
的
涜
金
融
通
網
を
な
す
コ
ル
レ

ス
網
を
導
管
に
し
て
、
横
浜
・
三
重
・
熊
本
の
中
堅
地
方
銀
行
の
破
綻
は
全
国
に
波
及
伝
播
す
る
。

第
三
表
に
よ
り
第
九
・
横
浜
蚕
糸
・
桑
名
百
二
十
二
お
よ
び
九
州
商
業
銀
行
の
他
店
貸
借
勘
定
を
比
較
す
る
と
、
「
一
ル
レ
ス
網
の
著

し
く
少
い
横
浜
蚕
糸
を
の
ぞ
く
三
行
は
い
ず
れ
も
二
○
万
円
を
こ
え
る
他
店
借
を
も
ち
、
そ
れ
に
対
す
る
他
店
貸
は
一
○
万
円
を
切
り
、

そ
の
差
額
二
○
万
円
近
く
を
他
行
よ
り
融
通
を
受
け
た
に
等
し
い
。
桑
名
百
二
十
二
の
為
替
借
二
一
一
万
五
千
円
は
資
本
金
三
○
万
円
に

匹
敵
し
、
九
州
商
業
銀
行
の
三
一
万
円
の
為
替
借
は
当
座
預
金
一
一
一
四
万
円
に
匹
敵
す
る
。
こ
の
よ
う
な
巨
額
な
他
店
借
は
本
来
の
為
替

尻
を
こ
え
た
資
金
融
通
の
存
在
を
示
し
て
い
る
。
本
来
荷
為
替
取
引
に
お
け
る
取
立
て
資
金
の
一
時
的
滞
留
に
す
ぎ
な
い
為
替
尻
が
、

短
期
的
な
資
金
と
し
て
運
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
の
典
型
的
事
例
と
し
て
繭
の
最
盛
期
の
資
金
操
作
と
し
て
「
預
金
の
他
借
入
お
よ

（
１
）
 

び
コ
ー
ル
マ
ネ
ー
的
他
店
借
勘
定
に
頼
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
」
信
州
の
第
十
九
銀
行
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
十
九
銀
行
は
成
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立
当
初
借
入
先
を
も
た
ず
、
や
む
を
え
ず
預
金
と
他
店
借
で
製
糸
金
融
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
一
一
一
一
年
他
店
借
と
な
ら
ん
で
借

入
金
に
よ
る
預
金
調
達
が
開
始
さ
れ
た
が
二
九
年
上
期
末
に
は
、
資
本
金
・
預
金
・
借
入
・
他
店
借
が
そ
れ
ぞ
れ
二
○
万
円
台
で
相
並

び
借
入
十
他
店
借
の
圧
倒
的
優
位
の
調
達
構
造
を
示
し
て
い
る
。

日
銀
副
総
裁
高
橋
是
清
は
三
四
年
九
州
金
融
恐
慌
の
渦
中
、
西
部
同
盟
銀
行
家
を
前
に
し
て
他
店
借
勘
定
の
コ
ー
ル
マ
ネ
ー
的
運
用

を
き
つ
く
戒
め
た
。
す
な
わ
ち
、
近
年
他
店
貸
借
な
ど
の
形
を
と
っ
て
「
西
部
地
方
へ
は
京
坂
地
方
よ
り
一
時
不
用
の
資
金
の
流
入
す

る
も
の
巨
額
に
よ
り
二
之
を
借
用
金
の
一
方
便
と
心
得
て
、
荷
為
替
其
他
の
用
便
な
き
所
へ
も
此
契
約
を
為
し
以
て
常
時
の
借
用
金

の
如
く
之
を
使
用
す
る
も
２
あ
り
と
そ
の
危
険
性
を
指
摘
し
「
他
店
借
は
全
く
一
時
の
も
の
」
で
あ
る
か
ら
。
且
借
り
た
ら
ん
は

（
ｏ
】
）

直
に
之
を
返
済
―
す
べ
し
と
為
替
尻
の
転
用
を
厳
し
く
批
判
し
た
。
こ
の
高
橋
の
批
判
は
、
他
店
借
勘
定
の
総
回
収
に
よ
る
金
融
恐
慌

の
全
国
波
及
の
痛
手
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
。

横
浜
蚕
糸
銀
行
の
他
店
貸
は
二
七
ケ
所
三
万
九
千
円
、
他
店
借
は
二
五
ヶ
所
四
千
円
で
あ
り
、
そ
の
破
綻
は
、
借
入
金
と
な
ら
ん
で

為
替
借
の
こ
げ
つ
き
を
も
た
ら
し
、
為
替
尻
に
対
す
る
不
安
感
を
醸
成
し
た
。
横
浜
か
ら
八
王
寺
さ
ら
に
東
京
へ
と
ひ
ろ
ま
っ
た
預
金

取
付
の
波
を
ま
え
に
し
て
、
千
葉
有
数
の
千
葉
商
業
銀
行
は
、
一
一
一
八
一
一
一
ヶ
所
か
ら
の
一
○
万
円
を
こ
え
る
為
替
借
勘
定
を
か
か
え
、
そ

（
３
）
 

の
回
収
の
危
険
に
ざ
ら
さ
れ
死
命
を
制
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

他
店
借
勘
定
の
コ
ー
ル
マ
ネ
ー
的
運
用
が
股
も
大
規
模
に
行
わ
れ
、
そ
の
総
回
収
が
広
汎
な
信
用
崩
壊
を
惹
き
お
こ
し
た
典
型
例
と

し
て
、
高
橋
是
清
が
指
適
し
た
九
州
と
京
阪
の
コ
ル
レ
ス
網
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
九
銀
行
の
破
綻
に
よ
っ
て
預
金
取
付
の
波

は
久
留
米
六
十
一
さ
ら
に
福
岡
十
七
銀
行
に
波
及
し
て
ゆ
く
。
同
時
に
京
阪
神
を
中
心
に
九
州
諸
銀
行
に
対
す
る
為
替
賛
は
一
斉
に
引

き
上
げ
ら
れ
預
金
と
為
替
賃
の
回
収
に
よ
っ
て
狭
撃
さ
れ
追
い
つ
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
と
く
に
北
九
州
を
代
表
し
救
済
活
動
の
前
面
に
立

（
４
）
 

っ
た
十
七
銀
行
は
五
○
万
円
を
こ
え
る
炭
鉱
固
定
貸
を
か
か
え
、
他
店
借
の
回
収
の
ま
』
え
に
破
綻
の
危
機
に
苦
し
む
。
こ
の
他
店
借
の
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ｃ
日
銀
借
入
れ
と
市
中
借
入
れ

サ
ウ
ン
ド
バ
ン
キ
ン
グ
か
ら
離
れ
た
、
こ
れ
ら
一
‐
鞘
取
」
銀
行
は
一
体
ど
こ
か
ら
そ
の
資
金
を
調
達
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
銀

行
間
資
金
融
通
を
検
討
す
る
。
一
般
に
銀
行
勘
定
に
お
い
て
借
入
金
の
実
態
は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
る
一
」
と
が
な
い
。
し
か
し
明

治
三
四
年
金
融
恐
慌
に
お
け
る
銀
行
破
綻
は
そ
の
一
端
を
暴
露
す
る
。
次
に
掲
げ
る
表
は
『
銀
行
通
信
録
』
に
お
い
て
は
、
は
し
な
く

も
公
表
さ
れ
た
破
綻
銀
行
の
借
入
先
の
一
覧
で
あ
る
。
内
部
資
料
に
よ
ら
な
い
た
め
隔
靴
掻
痒
の
感
を
禁
じ
え
な
い
が
、
こ
れ
を
手
が

コ
ル
マ
ネ
ー
的
運
用
は
大
阪
に
支
店
を
も
つ
九
州
諸
銀
行
を
中
心
に
展
開
さ
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
金
融
恐
慌
の
西
日
本
全
域
へ
の
波

及
を
ひ
き
お
こ
す
。
第
九
・
十
七
・
福
永
。
肥
後
・
九
州
商
業
銀
行
は
大
阪
に
支
店
を
も
っ
て
い
た
が
、
為
替
尻
・
預
金
回
収
に
よ
る

資
金
逼
迫
の
な
か
で
、
大
阪
か
熊
本
へ
資
金
を
集
中
せ
ざ
る
を
え
ず
、
本
支
店
間
の
資
金
の
シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
に
よ
っ
て
手
薄
な
点
が

（
５
）
 

支
払
不
能
と
な
り
、
金
融
恐
慌
は
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
九
州
と
大
阪
で
同
時
に
波
及
し
増
幅
し
て
ゆ
く
。

創
生
期
普
通
銀
行
の
大
半
は
、
為
替
借
・
借
入
金
・
再
割
引
に
依
存
し
、
預
金
銀
行
の
自
立
的
経
営
か
ら
ほ
ど
遠
い
ビ
ル
プ
ロ
ー
カ

Ｉ
的
銀
行
経
営
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
日
銀
の
強
力
な
引
締
に
よ
る
「
鞘
取
」
原
資
の
収
縮
と
と
も
に
、
為
替
尻
引
上
げ
、

再
割
引
拒
否
を
惹
き
お
こ
し
、
金
融
逼
迫
は
波
及
し
、
下
層
か
ら
破
綻
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

（
１
）
『
八
十
二
銀
行
史
」
一
八
一
頁

（
２
）
「
西
部
同
盟
銀
行
招
待
会
席
上
に
於
て
」
『
東
洋
経
済
新
報
』
第
一
九
四
号
Ｍ
三
四
・
五
・
五
お
よ
び
大
阪
商
業
興
信
所
阿
部
直
躬
「
財
界
動
揺

の
教
訓
」
『
大
阪
銀
行
通
信
録
』
第
一
四
九
号
Ｍ
三
四
・
二

（
３
）
「
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
五
号
Ｍ
三
四
・
四

（
４
）
九
州
に
お
け
る
為
替
尻
総
回
収
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
「
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
四
号
Ｍ
一
一
一
四
・
三
、
お
よ
び
「
福
岡
銀
行
二
○
年
史
』
を
参

（
５
）
「
大
阪
貨
幣
市
場
の
恐
慌
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
六
号
Ｍ
三
四
・
五

照
０ 
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第５表破綻銀行借入先分析(１

は
九
分
、
両
者
合
せ
て
一
一
九
％
の
依
存
度
を
示
し
、
十
五
・
丁
酉
両
行
か
ら
な
る
十
五
銀
行
系
が
六
六
万
円
で
四
五
％
を
占
め
、
残
り

を
帝
商
・
中
井
・
森
村
・
第
三
な
ど
都
市
二
流
行
お
よ
び
露
漬
銀
行
が
参
加
し
て
い
る
。
借
入
金
・
再
割
引
の
比
重
を
染
て
み
る
と
、

日
銀
・
正
金
・
十
五
・
露
清
に
お
い
て
再
割
引
の
比
重
が
高
く
、
都
市
二
流
銀
行
に
お
い
て
は
借
入
金
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
日

銀
・
正
金
・
十
五
の
比
重
が
高
い
こ
と
が
横
浜
蚕
糸
の
再
割
引
優
位
を
つ
く
り
だ
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
第
九
銀
行
に
つ
い
て
は
、

担
保
付
借
入
先
と
し
て
日
銀
・
正
金
ｂ
三
井
が
大
き
な
比
重
を
占
め
、
無
担
保
と
し
て
十
五
・
肥
後
・
安
田
系
。
六
十
六
銀
行
か
ら
な

る
。
日
銀
が
ほ
ぼ
五
割
と
大
き
な
比
重
を
占
め
、
正
金
を
加
へ
て
六
割
四
分
に
達
し
、
残
り
を
三
井
・
十
五
・
安
田
系
な
ど
都
市
大
銀

行
よ
り
資
金
融
通
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、
熊
本
の
親
銀
行
と
も
い
う
べ
き
肥
後
銀
行
も
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

(円）

|駕二
横浜蚕糸銀行

再割引手形臘鰹 皿
皿
噸
釦
一
一
ｍ
ｍ
一
一
一
㈹
㈹
０
０
 

０
０
 

３
０
 

加
灯
、
“

３
２
 

０
４
 

９
２
１
３
 

１
 

姻
咽
咽
一
伽
鞆
叩
一
一
卯
伽
１
８
 

509 

９５７ 

０８６ 

７６５ 

８４８ 

０００ 

７４ 

２５ 

６５ 

１１４ 

１１３ 

１２ 

１９ 

１２ 

日本銀行

横浜正金

十五銀行

三井銀行

帝国商業

丁酉銀行

第三銀行

安田銀行

露清銀行

中井銀行

森村銀行

肥後銀行

六十六銀行

３
４
５
 

６
７
 

５
 

２
０
１
 

８
６
 

８
 

２
１
２
 

２
 

か
り
に
先
へ
進
も
う
。

４
ま
ず
こ
れ
ら
破
綻
銀
行
の
借
入
先
を
一
覧
し
て
、
と
り
あ
え

、
己

鈩
ず
「
鞘
取
」
銀
行
を
日
銀
信
用
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
一
一
つ
の

、
。

”
グ
ル
ー
プ
に
分
け
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
地
方
の
中
堅
的
位

哩
置
を
占
め
る
横
浜
蚕
糸
・
第
九
・
桑
名
百
一
一
十
一
一
銀
行
の
グ
ル

瓢
Ｉ
プ
と
、
第
七
十
九
・
泉
州
北
村
銀
行
な
ど
の
大
阪
一
一
・
三
流

曰
上

咀
銀
行
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

第鋼
前
者
の
地
方
中
堅
銀
行
に
つ
い
て
は
、
横
浜
蚕
糸
・
第
九
両

瀧
行
が
借
入
金
の
詳
し
い
明
細
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
に

繩
よ
る
と
、
横
浜
蚕
糸
・
第
九
両
行
と
も
日
銀
信
用
へ
の
依
存
が

ｒ
，
高
い
・
横
浜
蚕
糸
銀
行
で
は
、
日
銀
か
ら
は
一
一
割
、
正
金
か
ら



６９成立期日本信用機構の論理と柵造（上）

(千円）第６表破綻銀行借入先分析(２

泉州
北村銀行

桑名
百二十二銀行

大阪商業銀行第七十九銀行

〃
〃
〃
〃

行
蓄
盟
業
工
〃
〃
”

銀
貯
同
商
農
村
魚
屋

速
立
善
波
阪

浪
中
菰
阿
大
谷
有
虎

Ｊ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｊ
、
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ

ｎ
Ｕ
（
Ｕ
ヘ
リ

ハ
リ
』
。
ｎ
Ｕ

■
上
■
上
、
。

2O日本銀行

４０鴻池〃

２５積善同盟〃

８大阪貯蓄〃

255市公金

５O日本銀行

７０鴻池〃

］３０積善同盟〃

６０難波〃

２０讃岐〃

塾|妻；
３中京〃

大阪貯蓄〃

浪速”

山ロ〃

五十八〃

大阪実業”

尼ケ崎〃

天両”

109日本銀行

６３桑名貯蓄"

５０十六〃

明治〃

名古屋〃

関戸〃

小栗〃

津島〃

百十六〃

高洲〃

百五〃

桑名商業〃

桑名〃

第七十六"

伊勢〃

津〃

大垣共立〃

149和歌山四十三〃

（為替借）

｢銀行通信録」より抽出集合したもの。３４年恐慌破綻時。

以
上
、
横
浜
蚕
糸
と
第
九
両
行
の
借
入
先
の

検
討
に
よ
っ
て
、
預
金
・
資
本
金
を
凌
駕
す
る

借
入
金
の
融
通
は
、
日
銀
・
横
浜
正
金
と
都
市

銀
行
の
二
大
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
こ

と
を
ま
ず
確
認
し
う
る
。
そ
し
て
都
市
銀
行
の

な
か
で
は
、
三
井
・
十
五
系
が
圧
倒
的
比
重
を

お
お
い
、
か
な
り
離
れ
て
安
田
系
が
つ
づ
く
。

と
く
に
三
井
銀
行
は
九
州
の
地
方
銀
行
に
対
し

門
司
・
三
池
支
店
を
通
し
て
菰
極
的
に
手
形
再

割
引
に
応
じ
、
あ
た
か
も
「
九
州
に
於
け
る
日

本
銀
行
」
の
機
能
を
は
た
し
て
い
た
。
都
市
銀

行
に
お
け
る
再
割
引
機
能
で
注
目
す
べ
き
も
う

ひ
と
つ
の
点
は
、
横
浜
・
熊
本
の
両
行
に
対
し

と
も
に
東
京
の
都
市
銀
行
が
資
金
を
供
給
し
、

よ
り
近
い
大
阪
・
名
古
屋
の
都
市
銀
行
が
登
場

し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
阪
・
名

古
屋
の
大
銀
行
が
．
近
畿
・
中
京
を
中
心
に
資

金
融
通
を
展
開
し
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。



7０ 
そ
こ
で
次
に
》
近
畿
・
中
京
の
事
例
を
検
討
す
る
。
そ
の
事
例
と
し
て
、
桑
名
百
二
十
一
一
・
第
七
十
九
・
泉
州
北
村
・
大
阪
商
業
銀

行
の
借
入
先
が
つ
か
め
る
が
、
そ
の
詳
し
い
計
数
は
な
く
、
散
在
す
る
記
述
か
ら
ま
と
め
た
も
の
し
か
使
え
な
い
。
三
重
の
中
堅
銀
行

で
あ
る
桑
名
百
二
十
二
銀
行
の
借
入
先
と
し
て
は
日
銀
と
明
治
・
名
古
屋
両
都
市
銀
行
と
、
百
五
・
十
六
な
ど
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の

地
方
銀
行
一
四
行
か
ら
な
る
。
借
入
金
総
計
五
○
万
八
千
円
の
う
ち
個
別
の
計
数
が
わ
か
る
も
の
は
、
日
銀
か
ら
国
庫
金
一
○
万
九

千
、
子
銀
行
の
桑
名
貯
蓄
銀
行
か
ら
六
万
一
一
一
千
円
、
十
六
銀
行
か
ら
五
万
円
に
す
ぎ
な
い
。
日
銀
か
ら
は
国
庫
金
と
し
て
二
割
に
あ
た

る
資
金
融
通
を
最
低
限
受
け
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
う
る
が
、
恐
ら
く
そ
の
他
に
日
銀
再
割
引
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
百
二

十
二
銀
行
の
事
例
は
、
さ
き
の
第
九
銀
行
な
ど
の
タ
イ
プ
と
の
ち
に
象
る
第
七
十
九
銀
行
の
タ
イ
プ
と
の
中
間
に
位
置
す
る
。
す
な
わ

ち
、
日
銀
・
正
金
依
存
度
が
そ
ん
な
に
高
く
な
く
、
名
古
屋
の
都
市
銀
行
と
中
京
に
ひ
ろ
が
る
一
三
地
方
銀
行
か
ら
資
金
融
通
を
受
け

て
い
る
。
第
九
銀
行
の
よ
う
に
東
京
の
巨
大
銀
行
と
結
び
つ
く
こ
と
が
な
く
、
自
ら
の
属
す
る
中
京
地
方
の
実
に
広
汎
な
銀
行
群
と
、

名
古
屋
・
明
治
・
愛
知
三
行
を
頂
点
と
す
る
相
互
資
金
融
通
網
を
は
り
め
ぐ
ら
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

こ
れ
に
対
し
て
大
阪
二
流
の
第
七
十
九
銀
行
の
場
合
に
は
日
銀
信
用
へ
の
依
存
は
よ
り
一
層
後
退
し
、
代
り
に
、
大
阪
の
都
市
大
銀

行
へ
の
依
存
を
深
め
て
い
る
。
日
銀
に
対
し
て
は
「
約
一
万
円
の
預
金
あ
り
し
が
漸
々
減
少
し
て
昨
年
末
日
の
如
き
は
約
五
万
円
の
借

（
１
）
 

と
な
り
支
払
停
止
の
当
時
約
一
万
円
の
借
あ
り
て
公
債
証
書
を
担
保
と
し
て
差
入
れ
」
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鴻
池
銀
行
か
ら
約
七
万
、

鴻
池
系
大
阪
貯
蓄
銀
行
の
子
銀
行
の
積
善
同
盟
銀
行
か
ら
約
一
三
万
円
、
合
せ
て
二
○
万
円
の
巨
額
を
有
価
証
券
担
保
で
借
り
受
け
て

い
る
。
さ
ら
に
浪
速
・
山
口
・
五
十
八
銀
行
と
連
帯
し
て
大
阪
市
公
金
を
預
る
他
に
、
大
阪
・
大
和
・
河
内
及
四
国
地
方
の
中
小
銀
行

か
ら
高
利
で
預
っ
た
。
大
阪
二
流
銀
行
第
七
十
九
銀
行
は
、
日
銀
か
ら
直
接
資
金
融
通
を
受
け
る
代
り
に
、
大
阪
大
銀
行
と
し
て
確
固

た
る
力
を
発
揮
す
る
鴻
池
系
銀
行
と
の
．
〈
イ
ブ
を
ひ
ろ
げ
、
さ
ら
に
大
阪
・
四
国
な
ど
近
畿
一
円
の
諸
中
小
銀
行
か
ら
広
汎
に
資
金
を

集
中
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
大
阪
の
中
小
銀
行
に
一
般
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
泉
州
北
村
銀
行
の
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場
合
建
浪
速
銀
行
よ
り
一
九
万
円
借
り
受
け
る
一
方
積
善
同
盟
銀
行
・
中
立
貯
蓄
銀
行
や
有
魚
・
虎
屋
な
ど
の
個
人
銀
行
諺
合
せ
て

七
行
か
ら
一
一
一
○
万
円
借
り
う
け
、
日
銀
か
ら
の
借
入
れ
は
な
い
。
ま
た
大
阪
商
業
銀
行
の
場
合
も
、
日
銀
か
ら
二
万
円
に
す
ぎ
ず
、
潟

（
２
）
 

池
系
一
一
一
銀
行
か
ら
七
万
三
千
円
借
り
う
け
て
い
る
。

以
上
、
大
阪
に
お
け
る
第
七
十
九
・
北
村
・
大
阪
商
業
の
三
銀
行
の
借
入
先
構
成
を
染
る
か
ぎ
り
、
も
ち
ろ
ん
一
般
化
は
禁
物
だ
が
、

大
阪
中
小
銀
行
は
、
借
入
を
日
銀
に
た
よ
箔
よ
り
も
鴻
池
・
浪
速
な
ど
の
大
阪
大
銀
行
を
親
銀
行
と
し
て
依
存
し
て
い
っ
た
こ
と
、
と

同
時
に
ま
た
近
畿
一
円
に
お
よ
ぶ
広
汎
な
銀
行
間
の
資
金
融
通
網
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し

た
広
域
資
金
融
通
網
の
恒
常
的
な
供
給
源
と
し
て
、
頂
点
に
立
つ
都
市
大
銀
行
と
並
ん
で
貯
蓄
銀
行
と
地
方
・
都
市
の
小
銀
行
が
底

辺
に
ひ
ろ
が
る
・
鴻
池
系
の
大
阪
貯
蓄
銀
行
Ⅱ
日
本
積
善
同
盟
銀
行
の
活
動
振
り
は
上
の
乏
し
い
諸
例
で
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
資
本
金
五
万
円
の
零
細
な
中
立
貯
金
銀
行
が
、
泉
州
北
村
銀
行
に
一
五
万
、
美
作
銀
行
に
七
万
円
貸
出
す
そ
の
投
資
行
動
の
う
ち

（
３
）
 

に
そ
の
機
能
の
一
端
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
貯
蓄
銀
行
と
な
ら
ん
で
、
都
市
・
地
方
で
放
資
先
を
も
た
な
い
小
銀
行
は
、
機
関
銀
行

と
し
て
資
金
調
達
に
苦
し
む
比
較
的
信
用
あ
る
都
市
二
流
銀
行
へ
高
利
で
放
資
す
る
。
こ
れ
ら
の
孤
立
し
た
不
活
発
な
小
銀
行
の
多
く

は
、
虎
屋
・
讃
岐
・
大
阪
実
業
銀
行
な
ど
、
借
入
金
・
預
金
比
率
分
布
表
（
第
四
表
）
の
無
借
入
・
零
細
銀
行
に
属
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
た
と
え
ば
讃
岐
銀
行
は
六
万
六
千
円
の
貸
出
の
う
ち
第
七
十
九
銀
行
本
支
店
に
二
万
、
中
央
貯
蓄
銀
行
に
一
万
一
一
千
、
合
計
一
一
一

万
二
千
円
と
ほ
ぼ
五
割
を
銀
行
に
投
じ
て
い
る
。
の
こ
り
一
一
一
万
円
は
不
良
賛
と
し
て
固
定
し
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
ら
銀
行
へ
の
融
通
に

（
４
）
 

よ
る
利
鞘
稼
ぎ
が
い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
か
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
の
乏
し
い
事
例
に
よ
る
借
入
先
の
分
析
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
い
わ
ゆ
る
「
鞘
取
」
銀
行
と
い
わ
れ
る
借
入
金
優
位
の
銀
行

経
営
に
お
い
て
日
銀
・
正
金
に
依
存
す
る
「
鞘
取
」
と
、
都
市
大
銀
行
を
親
銀
行
と
す
る
市
中
「
鞘
取
」
の
一
一
つ
の
ル
ー
ト
が
併
存

し
て
い
る
こ
と
は
確
認
し
う
る
で
あ
ろ
う
・
横
浜
蚕
糸
銀
行
、
第
九
銀
行
は
、
こ
の
日
銀
「
鞘
取
」
と
市
中
「
鞘
取
」
の
二
つ
の
ル
ー



7２ 
卜
に
ほ
ぼ
二
分
さ
れ
て
い
る
中
間
形
態
を
な
す
。
日
銀
・
正
金
の
再
割
引
に
よ
っ
て
調
達
し
た
資
金
を
市
中
へ
融
通
す
る
都
市
大
銀
行

は
、
資
金
融
通
機
構
に
お
け
る
親
銀
行
型
と
よ
ぶ
。
一
方
、
大
阪
の
第
七
十
九
・
泉
州
北
村
銀
行
や
桑
名
百
一
一
十
二
・
九
州
商
業
銀
行

（
５
〉

は
、
親
銀
行
を
中
心
と
す
る
市
中
の
資
金
融
通
ル
ー
ト
が
日
銀
・
正
金
ル
ー
ト
を
大
き
く
凌
駕
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
資
金
融
通
機
構

に
お
け
る
子
銀
行
型
銀
行
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
銀
行
は
、
親
銀
行
と
、
借
入
が
少
く
資
金
を
上
位
銀
行
に
預

け
る
孫
銀
行
と
か
ら
、
遊
休
資
金
を
集
中
し
、
積
極
的
投
資
活
動
を
展
開
す
る
。
こ
の
四
つ
の
仮
説
類
型
は
、
お
そ
ら
く
は
都
市
大
銀

行
、
地
方
大
銀
行
、
都
市
・
地
方
の
中
小
銀
行
、
零
細
銀
行
に
対
応
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
の
細
い
規
定
は

今
後
の
個
別
銀
行
史
の
進
展
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
四
類
型
を
第
四
表
に
た
ぶ
ら
せ
て
ゑ
る
と
次
の
よ
う
な
見
取
図
が
描

け
る
で
あ
ろ
う
。
Ａ
列
に
属
す
る
東
京
。
大
阪
の
都
市
大
銀
行
は
、
サ
ウ
ン
ド
バ
ン
キ
ン
グ
に
立
つ
第
百
・
住
友
・
帝
国
商
業
の
一
一
一
行

を
の
ぞ
く
全
て
が
親
銀
行
型
で
、
と
く
に
浪
速
。
北
浜
・
十
五
・
一
一
一
井
・
百
一
一
一
十
・
安
田
・
’
一
一
菱
が
そ
の
傾
向
が
強
い
。
Ｂ
・
ｃ
。
Ｄ

列
と
１
１
Ⅳ
行
と
が
交
錯
す
る
範
囲
は
、
地
方
大
銀
行
を
中
心
と
す
る
中
間
型
を
か
た
ち
づ
く
る
。
そ
の
内
容
は
、
日
銀
借
入
と
市
中

借
入
の
組
合
せ
に
よ
っ
て
、
上
は
親
銀
行
型
に
下
は
子
銀
行
型
に
連
続
す
る
。
さ
き
に
析
出
し
た
第
九
銀
行
は
そ
の
中
間
に
位
置
し
、

桑
名
百
二
十
二
銀
行
は
下
方
に
位
置
す
る
。
新
潟
銀
行
（
の
ち
の
第
四
銀
行
）
は
そ
の
上
方
に
位
極
す
る
。
一
一
一
一
一
年
末
新
潟
銀
行
の
借

（
６
）
 

入
金
は
百
一
万
円
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
日
銀
か
ら
で
、
多
少
十
五
銀
行
と
三
菱
合
資
銀
行
部
か
ら
借
入
れ
ら
れ
、
親
銀
行
型
に

著
し
く
近
い
。
事
実
一
一
一
一
一
一
年
、
東
京
支
店
を
通
し
て
東
京
明
治
銀
行
に
代
理
交
換
の
受
託
銀
行
と
し
て
三
八
万
円
の
巨
額
を
投
じ
て
い

る
。
一
方
で
日
銀
信
用
に
依
存
し
な
が
ら
他
方
で
都
市
大
銀
行
を
中
心
に
市
中
借
入
に
依
存
す
る
二
本
足
の
中
間
型
の
銀
行
は
、
日
銀

信
用
の
強
力
な
引
締
に
よ
る
一
一
一
四
年
金
融
恐
慌
の
過
程
で
そ
の
存
立
条
件
を
喪
失
し
両
極
分
解
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
愛
知
・
明
治
・

名
古
屋
三
行
は
中
京
金
融
界
の
親
銀
行
に
浮
上
し
、
第
九
・
七
十
七
・
百
二
十
二
な
ど
の
銀
行
は
子
銀
行
と
し
て
都
市
大
銀
行
の
資
金

網
に
次
第
に
く
み
こ
ま
れ
て
ゆ
く
。
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ｄ
手
形
再
割
引
と
保
証
信
用

確
立
期
日
本
産
業
資
本
に
よ
る
資
金
融
通
機
構
は
日
銀
低
金
利
政
策
を
バ
ッ
ク
と
す
る
日
銀
↓
都
市
・
地
方
大
銀
行
↓
（
中
小
銀
行
）

↓
株
式
会
社
へ
と
縦
に
流
れ
る
有
価
証
券
を
担
保
と
す
る
「
鞘
取
」
銀
行
主
義
的
資
金
循
環
か
ら
な
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
銀
行

間
資
金
融
通
は
い
か
な
る
形
態
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
銀
行
通
信
録
』
の
決
算
広
告
に
お
い
て
借
入
は
借
入
金
と
再
割

引
手
形
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
手
形
貸
付
と
割
引
の
区
別
が
明
確
で
な
い
と
こ
ろ
で
は
借
入
金
と
再
割
引
手
形
の
区
別
も
あ
い
ま
い
な

も
の
と
な
る
・
多
く
の
銀
行
が
借
入
金
と
だ
け
表
示
し
再
割
引
を
区
別
す
る
銀
行
は
少
な
い
。
区
分
し
て
い
る
い
く
つ
か
の
事
例
の
う

ち
京
都
商
工
銀
行
の
よ
う
に
再
割
引
手
形
の
象
の
銀
行
も
あ
れ
ば
、
九
州
商
業
銀
行
の
よ
う
に
借
入
金
が
圧
倒
的
な
銀
行
も
あ
る
。
普

（
１
）
 

通
銀
行
全
体
で
は
一
一
一
二
年
末
に
借
入
金
は
七
八
一
一
一
九
万
、
再
割
引
手
形
は
一
一
一
七
一
一
万
円
と
二
対
一
の
比
重
を
な
し
て
い
る
。
借
入
形

態
に
つ
い
て
そ
の
詳
細
が
わ
か
る
横
浜
蚕
糸
銀
行
を
例
に
と
っ
て
み
る
と
、
借
入
金
の
一
一
一
分
の
一
一
の
一
一
○
万
円
が
再
割
引
手
形
で
あ

り
、
担
保
別
で
は
、
確
実
な
商
業
手
形
裏
書
五
万
五
千
、
担
保
付
五
一
万
一
一
一
千
円
、
こ
れ
に
対
し
無
担
保
は
一
一
一
二
万
円
の
巨
額
に
達

し
た
。
確
実
な
商
業
手
形
と
担
保
付
借
入
が
す
べ
て
再
割
引
手
形
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
も
ほ
ぼ
五
四
万
円
残
る
か
ら
無
担
保
再
割
引

手
形
は
少
く
と
も
五
四
万
円
以
上
に
達
す
る
。
日
銀
は
無
担
保
融
通
手
形
の
再
割
引
を
行
わ
な
い
か
ら
、
借
入
全
体
の
一
一
一
分
の
一
は
市

（
１
）
「
大
阪
貨
幣
市
場
の
恐
慌
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
六
号
Ｍ
三
四
・
五

（
２
）
同
第
一
九
五
号
Ｍ
三
五
・
一

（
３
）
同
第
一
九
三
号
Ｍ
三
四
・
一
一

（
４
）
「
各
地
金
融
界
動
揺
始
末
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
九
号
（
臨
時
増
刊
）
Ｍ
三
四
。
七

（
５
）
九
州
商
業
銀
行
の
日
銀
借
入
は
、
参
照
し
う
る
明
治
三
二
年
六
月
末
の
『
銀
行
通
信
録
』
決
算
広
告
で
は
、
借
入
総
額
一
四
六
万
九
四
○
○
円

の
う
ち
の
わ
ず
か
に
九
八
○
○
円
に
す
ぎ
な
い
。

（
６
）
『
第
四
銀
行
百
年
史
」
二
一
六
’
七
頁



７４ 先
⑧
雛
蹴
淵
瀧
蹴
》
紳
綱
洲
諦
鯰
縣
頻
鮭
聰
鰡
侭
厘
鵬
艸
綱
烈
繩

借行
井
四
池
屋
十
九
島
業
他
１
鍵
な
か
っ
た
。
｜
‐
鞘
取
」
銀
行
主
義
的
資
金
融
通
機
構
の
大
き
な
環
を
な
す
市
中
再

銀

十
古
三
十
鏑
計
汀
割
引
は
い
か
な
る
機
構
に
よ
っ
て
回
転
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
ひ
と
つ
の

社会
三
三
鴻
名
百
四
加
奈
共
噸
例
解
と
し
て
、
一
一
一
四
年
京
都
に
お
け
る
信
用
崩
壊
を
と
り
あ
げ
、
裏
書
信
用
に
支

資
鴉
え
ら
れ
た
手
形
流
通
Ⅱ
再
割
引
の
一
端
を
明
ら
か
と
す
る
・

易
鋼
、
廻
叩
図
羽
肛
伽
的
閉
咀

貿
１
９
乱
心
β
β
β
β
β
ｐ
第

明
治
三
四
年
京
都
に
お
け
る
金
融
恐
慌
の
溌
源
を
な
し
た
関
西
貿
易
会
社
は
、

関
録
り
二
○
年
内
外
直
輸
出
入
を
め
ざ
し
設
立
さ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
マ
ン
チ
ニ
ス

僧
よ

表
工
金
東
清
一
江
菱
友
浜
業
通
Ｊ
タ
ー
に
も
支
店
を
設
け
大
規
模
に
貿
易
活
動
を
展
開
し
た
が
、
一
一
一
三
年
不
況
の
な

行
末

鋳
一
輌
詐

畷
繩
か
で
不
振
に
陥
っ
た
。
京
都
の
諸
銀
行
よ
り
巨
額
の
借
入
に
よ
っ
て
凌
い
だ
が
、

一
京
横
鴨
露
第
近
一
一
一
住
北
起

つ
い
に
破
綻
。
会
社
償
務
は
総
計
融
通
手
形
一
二
六
万
五
千
円
に
達
し
、
そ
の
う

ち
無
担
保
は
七
五
万
一
一
一
千
円
と
六
割
を
占
め
、
債
権
者
は
実
に
一
銀
行
二
七
、
個
人
一
○
二
人
」
と
広
い
範
囲
に
及
ん
だ
。
銀
行
借
入

先
は
第
七
表
に
掲
げ
る
と
う
り
。
京
都
商
工
・
正
金
・
鴨
東
・
露
清
銀
行
が
一
○
万
円
を
こ
え
る
大
ロ
の
借
入
先
で
あ
っ
た
。
こ
う
し

た
銀
行
信
用
の
動
員
に
は
保
証
信
用
が
大
き
な
役
割
を
果
し
た
。
京
都
商
工
・
鴨
東
両
行
は
関
西
貿
易
合
資
会
社
の
機
関
銀
行
と
も
い

う
べ
き
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
巨
額
の
資
金
を
投
じ
て
い
た
。
固
定
賛
の
危
険
を
際
知
し
た
京
都
商
工
銀
行
は
三
○
年
、
出
資
社
員
が

未
払
込
金
に
相
当
す
る
一
一
一
万
円
ま
で
債
務
の
保
証
を
な
す
こ
と
を
求
め
た
。
さ
ら
に
横
浜
正
金
銀
行
も
一
一
一
二
年
「
荷
為
替
手
形
期
限

内
に
荷
物
引
取
保
証
極
度
八
万
円
迄
は
各
自
の
出
資
金
に
比
例
し
其
責
任
を
負
担
す
」
る
よ
う
に
出
資
社
員
の
保
証
を
要
求
し
た
。
正

金
。
京
都
商
工
は
、
出
資
を
担
保
と
す
る
保
証
信
用
を
動
員
す
る
》
」
と
に
よ
っ
て
関
西
貿
易
へ
の
大
口
貸
出
を
続
け
て
い
っ
た
の
で
あ
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〆》。こ
う
し
て
「
其
振
出
手
形
の
如
き
も
出
資
社
員
の
裏
書
及
保
証
等
に
依
り
て
僅
に
流
通
有
様
」
と
な
り
次
第
に
そ
の
流
動
性
は
減
退

し
て
い
っ
た
・
手
形
流
通
力
の
減
退
に
よ
る
行
詰
り
を
突
破
す
る
た
め
に
陸
よ
り
高
度
の
保
証
信
用
の
動
員
が
求
め
ら
れ
た
。
出
資

社
員
に
よ
る
保
証
か
ら
銀
行
に
よ
る
保
証
へ
上
向
す
る
。
露
清
銀
行
は
関
西
貿
易
振
出
の
荷
為
替
手
形
を
割
引
く
に
さ
い
し
銀
行
保
証

を
要
求
し
た
。
大
口
貸
出
の
固
定
に
苦
し
む
鴨
東
銀
行
は
そ
の
重
圧
を
解
放
す
べ
く
裏
書
信
用
を
与
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
形
再
割

引
流
通
の
。
〈
イ
ブ
を
ひ
ろ
げ
る
に
至
る
。
鴨
東
銀
行
は
一
一
一
一
一
一
年
十
万
ド
ル
の
手
形
保
証
（
手
数
料
六
厘
）
を
は
じ
め
、
し
ば
し
ば
保
証

信
用
を
与
え
た
。
破
綻
当
時
に
お
い
て
は
そ
の
残
高
は
六
万
五
千
円
で
あ
っ
た
。
関
西
貿
易
合
資
会
社
の
振
出
手
形
は
、
ま
ず
半
ば
機

関
銀
行
化
し
た
京
都
商
工
、
鴨
東
両
行
に
よ
っ
て
割
引
か
れ
、
さ
ら
に
出
資
社
員
の
保
証
信
用
の
動
員
に
よ
っ
て
横
浜
正
金
。
京
都
商

工
の
貸
出
枠
を
ひ
ろ
げ
、
さ
ら
に
そ
の
限
界
は
銀
行
保
証
信
用
の
動
員
に
よ
っ
て
打
破
さ
れ
、
手
形
再
割
引
Ⅱ
流
通
の
ル
ー
ト
が
次
第

に
切
り
ひ
か
れ
、
拡
大
し
て
い
っ
た
・
保
証
信
用
に
よ
る
手
形
市
中
再
割
引
の
拡
大
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
京
都
酒
造
家
に
対
す
る
固
定

賛
六
万
円
を
か
か
え
る
鴨
東
銀
行
は
、
露
清
銀
行
よ
り
保
証
償
務
の
請
求
を
受
け
、
つ
い
に
支
え
き
れ
ず
支
払
停
止
に
追
い
込
ま
れ
、

’一皿》用》》刊》》倖》》》一一》》聿一洲棚柵蝿緋
、
保
Ｊ

仔
蕊
鴎

の
先
資
式

道
入
全
株

鉄
借
く
く

川
行
的
叩
、
砺
酪
釦
弧

》》》洲》》》一》》》｜》密》》》》砕辨群蹄群》卦『》辨干坐岼踞辨》》』》雷一一匹圭雌却
豊
銀
４
２
２
１



7６ 
不
振
に
あ
え
ぐ
豊
川
鉄
道
は
そ
の
資
金
繰
り
を
機
関
銀
行
と
も
い
う
べ
き
密
接
な
関
係
を
も
つ
豊
橋
銀
行
の
借
入
に
依
存
し
た
。
資

本
金
三
○
万
、
預
金
約
五
○
万
円
に
対
し
、
豊
川
鉄
道
一
社
に
約
四
○
万
円
の
巨
額
の
保
証
債
務
を
負
い
、
経
営
Ｑ
〈
ラ
ン
ス
を
崩

し
、
危
機
に
頻
し
た
。
そ
の
た
め
に
豊
川
鉄
道
は
、
会
社
財
産
一
切
を
担
保
に
浪
速
銀
行
よ
り
一
一
○
万
円
、
株
式
を
担
保
に
第
三
銀
行

よ
り
八
万
五
千
円
の
借
入
を
な
し
た
。
こ
の
全
資
産
を
あ
げ
て
の
借
入
に
よ
っ
て
も
資
金
の
窮
迫
を
と
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
豊
橋
銀

行
は
無
担
保
融
通
手
形
に
裏
書
保
証
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
一
一
一
万
円
帝
国
商
業
銀
行
よ
り
再
割
引
融
通
を
ひ
き
だ
し
た
。
し
か
し
露

清
・
帝
国
商
業
銀
行
な
ど
の
大
銀
行
は
、
豊
川
鉄
道
の
割
引
依
頼
に
対
し
「
相
当
な
る
銀
行
の
保
証
あ
ら
ざ
れ
ぱ
融
通
を
為
す
こ
と
能

（
３
）
 

は
ざ
る
」
と
し
、
豊
橋
銀
行
か
ら
さ
ら
に
都
市
大
銀
行
の
一
角
を
な
す
百
三
十
銀
行
西
陣
支
店
支
配
人
の
裏
書
に
よ
る
一
周
度
の
保
証
信

用
が
動
員
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
大
阪
百
三
十
銀
行
の
裏
書
信
用
を
動
員
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
商
業
銀
行
よ
り
七
万
五
千
円
、
露

清
銀
行
よ
り
二
○
万
円
の
資
金
を
調
達
し
た
。
こ
の
他
、
岡
山
二
十
二
銀
行
よ
り
三
万
円
再
割
引
さ
れ
た
が
、
こ
の
場
合
に
は
豊
橋
銀

行
と
百
三
十
銀
行
に
よ
る
二
重
の
裏
書
信
用
に
支
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
重
層
的
な
保
証
信
用
関
係
を
媒
介
に
し
て
、
豊
橋
と
岡
山
が

（
４
）
 

資
金
融
通
ル
ー
ト
と
し
て
結
び
合
わ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

都
市
大
銀
行
の
一
角
を
占
め
る
百
三
十
銀
行
の
裏
書
信
用
は
西
陣
支
店
長
の
独
断
に
よ
る
も
の
と
し
支
払
を
め
ぐ
っ
て
露
清
・
二
十

一
一
銀
行
と
の
あ
い
だ
に
紛
議
を
よ
び
お
こ
し
た
が
、
こ
の
と
き
の
保
証
信
用
の
失
敗
が
の
ち
の
一
一
一
七
年
破
綻
の
一
因
と
な
っ
た
。
一
一
一
四

年
恐
慌
の
も
と
で
保
証
信
用
を
め
ぐ
る
争
い
は
、
逸
身
銀
行
の
融
通
手
形
割
引
に
お
け
る
一
．
通
例
一
万
円
に
付
五
百
円
の
手
数
料
を
受

（
５
）
 

け
」
と
る
「
裏
書
屋
」
の
介
在
な
ど
頻
発
し
て
い
た
が
、
そ
れ
は
裏
書
保
証
を
事
業
と
す
る
本
格
的
ピ
ル
プ
ロ
ー
カ
ー
の
欠
落
に
根
ざ

す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
欠
落
を
う
め
る
も
の
が
重
役
や
地
方
銀
行
の
保
証
信
用
に
他
な
ら
な
い
。
日
銀
の
再
割
引
は
有
価
証
券
担
保

か
商
業
手
形
に
限
定
さ
れ
た
が
、
市
中
（
再
）
割
引
は
無
担
保
の
融
通
手
形
を
含
朶
、
そ
の
信
用
度
の
選
別
は
困
難
を
極
め
、
都
市
銀

行
は
信
用
あ
る
地
方
銀
行
の
裏
書
に
も
と
ず
い
て
再
割
引
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
の
銀
行
の
「
多
く
は
手
形
の
売
買



７７成立期日本信用機構の論理と構造（上）

『
プ
。
‐
カ
ー
」
の
如
き
心
得
に
て
僅
か
の
差
益
を
得
ん
為
に
諺
割
引
の
取
次
を
な
せ
し
に
過
童
な
か
っ
た
。
と
く
に
地
方
銀
行

は
、
実
質
的
に
は
産
業
資
本
と
蓄
積
力
あ
る
都
市
銀
行
と
の
あ
い
だ
を
つ
な
ぐ
手
形
仲
買
人
と
し
て
の
機
能
を
日
本
信
用
機
構
に
お
い

て
果
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
地
方
銀
行
の
裏
書
に
よ
る
ピ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
機
能
も
、
地
方
銀
行
そ
の
も
の
の
弱
体
な
信
用
力
で

は
充
分
に
機
能
し
え
ず
、
手
形
流
通
の
た
め
に
、
重
役
保
証
↓
地
方
銀
行
裏
書
↓
都
市
銀
行
裏
書
へ
と
保
証
信
用
の
高
度
化
が
求
め
ら

れ
て
い
っ
た
。
商
業
手
形
が
充
分
発
達
せ
ず
、
単
名
融
通
手
形
が
股
盛
を
極
め
る
と
き
、
都
市
銀
行
は
、
優
良
有
価
証
券
を
担
保
と
し

て
割
引
く
か
、
地
方
手
形
に
つ
う
じ
て
い
る
地
方
銀
行
の
裏
書
を
た
よ
り
に
割
引
く
か
、
二
つ
に
ひ
と
で
あ
っ
た
。

明
治
一
一
一
四
年
に
お
け
る
預
金
銀
行
主
義
的
再
編
以
前
の
「
鞘
取
」
銀
行
主
義
的
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
銀
行
体
系
は
そ
の
動
力
源
を
な
す
資
金

供
給
を
日
銀
低
金
利
政
策
に
依
存
し
、
そ
の
縦
へ
流
が
す
潤
澗
機
能
は
、
有
価
証
券
担
保
と
重
層
的
な
裏
書
保
証
信
用
が
果
し
て
い
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
裏
書
保
証
は
、
重
層
的
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
体
系
を
な
し
、
こ
の
体
系
を
ろ
か
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
手
形
が
選
別
さ
れ

て
ゆ
く
。
し
か
し
三
四
年
金
融
恐
慌
に
お
い
て
中
小
銀
行
は
崩
壊
の
危
機
に
頻
し
保
証
信
用
に
よ
る
手
形
選
別
機
構
は
安
全
確
実
性
を

保
証
し
え
な
く
な
る
。
「
鞘
取
」
銀
行
主
義
か
ら
預
金
銀
行
主
義
へ
の
大
転
換
に
と
も
な
っ
て
、
中
小
銀
行
に
よ
っ
て
に
な
わ
れ
た
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
型
の
手
形
選
別
機
能
は
、
横
へ
の
ひ
ろ
が
り
を
も
っ
た
本
格
的
ビ
ル
プ
ロ
ー
ヵ
ー
に
よ
っ
て
は
た
さ
れ
て
ゆ
く
。
縦
の
つ
な

が
り
に
よ
る
閉
鎖
的
基
盤
の
な
か
で
、
わ
ず
か
で
は
あ
れ
次
第
に
か
た
ち
づ
く
ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
手
形
再
割
引
は
、
部
分
的
閉
鎖
的
性

格
を
脱
却
し
、
全
国
各
地
に
開
か
れ
た
市
場
機
構
を
構
築
す
る
困
難
な
地
点
に
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
『
第
三
○
次
銀
行
局
年
報
』
よ
り

（
２
）
関
西
貿
易
合
資
会
社
の
破
綻
事
情
に
つ
い
て
は
、
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
九
号
（
臨
時
増
刊
）
Ｍ
三
四
・
七
の
「
各
地
金
融
界
動
揺
始
末
」

を
参
照
。
『
横
浜
正
金
銀
行
史
』
に
よ
る
と
四
五
万
円
を
貸
付
け
、
内
十
万
円
は
商
品
担
保
、
一
九
万
円
は
重
役
個
人
保
証
、
一
六
万
円
は
信
用

手
形
で
あ
る
（
二
二
五
頁
）
。

（
３
）
「
露
清
銀
行
と
百
三
十
銀
行
と
の
紛
議
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
九
二
号
Ｍ
三
四
・
一
○
、
露
清
銀
行
は
明
治
三
○
年
初
頭
、
京
阪
神
の
手
形
割
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明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
は
、
日
本
に
お
け
る
預
金
銀
行
主
義
体
系
創
設
に
と
も
な
う
生
み
の
苦
し
ゑ
に
他
な
ら
な
い
。
日
銀
信
用
の

強
力
な
引
締
め
に
よ
り
、
縦
割
の
日
本
信
用
機
構
を
支
え
る
動
力
は
弱
ま
り
、
そ
の
根
抵
か
ら
崩
れ
て
ゆ
く
。
信
用
機
構
の
統
轄
原
理

を
縦
か
ら
横
へ
く
み
か
え
る
た
め
に
は
、
う
ま
れ
た
て
の
普
通
銀
行
の
命
綱
を
断
ち
切
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
多
く
の
中
小
銀
行
が
何
の
手

だ
て
も
な
く
横
倒
し
に
投
げ
出
さ
れ
、
崩
壊
の
危
機
に
追
い
込
ま
れ
た
。
信
用
機
構
の
原
理
的
再
編
は
、
信
用
震
憾
を
機
構
の
深
部
に

ま
で
及
ぼ
さ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
日
銀
・
都
市
大
銀
行
を
中
心
に
、
基
抵
か
ら
崩
れ
、
上
へ
上
へ
と
波
及
し
て
ゆ
く
信

用
崩
壊
の
波
を
防
ぐ
べ
く
救
済
活
動
に
乗
り
出
す
。
最
後
の
貸
手
と
し
て
日
銀
信
用
は
救
済
融
資
の
主
導
的
役
割
を
は
た
し
た
と
は
い

え
、
日
銀
が
直
接
救
済
の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
日
銀
は
救
済
融
資
を
役
ず
る
場
合
、
必
ず
都
市
大
銀
行
の
保
証
か
、

あ
る
い
は
そ
の
地
方
の
銀
行
同
盟
参
加
銀
行
の
連
帯
保
証
を
要
求
し
た
。
三
四
年
の
金
融
崩
壊
の
過
程
で
日
銀
救
済
融
資
に
お
け
る
こ

の
二
つ
の
保
証
機
構
は
、
親
銀
行
に
よ
る
系
列
の
強
化
と
地
方
共
同
救
済
同
盟
の
群
生
を
う
糸
だ
し
た
。
救
済
融
資
に
お
け
る
こ
の
二

つ
の
系
列
は
預
金
銀
行
体
系
へ
の
転
換
を
主
導
す
る
二
つ
の
再
編
原
理
と
し
て
機
能
す
る
。
信
用
機
構
を
縦
か
ら
横
へ
く
ふ
な
お
す
に

引
に
お
い
て
菰
極
的
姿
勢
を
と
っ
た
。
一
一
一
三
年
に
お
い
て
一
九
ヶ
所
の
支
店
と
一
二
ヶ
所
の
代
理
店
を
も
つ
露
潤
銀
行
は
一
一
一
一
一
一
年
日
本
の
産
業
資

本
へ
の
資
金
融
通
を
展
開
す
る
。
八
月
九
州
峰
池
炭
鉱
に
対
し
帝
国
商
業
銀
行
の
保
証
に
よ
っ
て
一
ヶ
年
三
○
万
円
（
年
一
二
・
五
％
利
子
）
を

融
通
し
、
さ
ら
に
、
つ
づ
い
て
福
山
紡
紙
に
対
し
清
商
興
泰
号
の
裏
聾
に
よ
っ
て
三
ヶ
年
二
五
万
円
の
融
通
を
与
え
た
。
紡
綴
資
本
へ
の
資
金
融

通
は
そ
れ
以
後
三
○
○
万
円
に
拡
大
し
て
ゆ
く
計
画
で
あ
っ
た
。
露
清
銀
行
は
日
本
の
産
業
資
本
の
手
形
を
割
引
く
場
合
、
必
ず
信
用
あ
る
銀
行

の
裏
番
に
よ
る
再
割
引
の
形
態
を
と
っ
て
行
わ
れ
た
。
ｓ
銀
行
通
信
録
」
第
一
七
八
号
、
第
一
八
一
号
）

（
４
）
「
二
十
二
銀
行
と
百
三
十
銀
行
」
『
銀
行
通
信
録
」
第
一
九
二
号
Ｍ
三
四
・
一
○

（
５
）
「
各
地
金
融
界
動
揺
始
末
補
遺
口
」
同
第
一
九
一
号
Ｍ
三
四
・
九

（
６
）
第
一
銀
行
大
阪
支
店
支
配
人
長
谷
川
一
彦
「
銀
行
の
預
金
準
備
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
二
○
○
号
Ｍ
三
五
・
六

三
銀
行
集
中
の
二
系
列
Ｉ
救
済
同
盟
と
銀
行
系
列
化
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あ
た
っ
て
、
銀
行
間
の
相
互
資
金
融
通
機
構
が
日
銀
再
割
引
に
と
っ
て
か
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
民
間
の
相
互
協
力
機
構
こ
そ
が
自
立

の
た
め
の
不
可
欠
の
条
件
で
あ
る
。
日
銀
は
自
ら
の
金
融
統
制
力
を
維
持
し
な
が
ら
、
そ
の
限
度
一
杯
に
銀
行
間
相
互
資
金
融
通
機
構

を
拡
充
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
都
市
大
銀
行
に
よ
る
縦
の
系
列
網
の
拡
大
・
強
化
と
地
方
銀
行
間
の
横
断
的
同
盟
の

育
成
の
相
い
反
す
る
二
つ
の
再
編
原
理
を
お
し
す
す
め
て
い
っ
た
。
こ
の
合
縦
と
連
衡
の
こ
こ
ろ
み
は
、
’
一
一
四
年
の
金
融
恐
慌
の
な
か

日
銀
主
導
の
救
済
同
盟
榊
想
は
、
明
治
二
九
年
逸
身
銀
行
に
対
す
る
日
銀
救
済
に
お
い
て
大
阪
同
盟
銀
行
全
体
の
連
帯
責
任
を
要
求

（
１
）
 

し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
・
つ
づ
い
て
三
四
年
金
融
恐
慌
に
お
い
て
、
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
な
ど
各
地
で
銀
行
救
済
同
盟
が
結
成
ざ
れ

恐
慌
波
及
の
防
止
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
。
大
阪
に
お
け
る
逸
身
・
第
五
十
七
銀
行
、
京
都
に
お
け
る
鴨
東
銀
行
救
済
に
効
力
を

（
２
）
 

発
揮
し
た
・
し
か
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
こ
の
有
志
救
済
同
盟
に
は
、
大
阪
・
京
都
に
支
店
を
も
つ
一
一
一
井
・
三
菱
・
第
一
・
鴻
池
な
ど

（
３
）
 

の
都
市
大
銀
行
は
本
店
の
許
可
を
必
要
と
す
る
と
い
う
理
由
で
参
加
を
拒
否
し
た
こ
と
で
あ
る
。
支
店
銀
行
の
不
参
加
に
よ
っ
て
救
済

同
盟
は
地
方
単
位
の
地
域
的
救
済
同
盟
と
し
て
の
性
格
を
強
く
も
つ
に
至
っ
た
。
こ
う
し
た
地
方
的
協
力
機
構
と
し
て
の
性
格
は
名
古

屋
の
場
合
に
最
も
典
型
的
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

名
古
屋
に
お
い
て
は
日
銀
が
名
古
屋
支
店
を
開
い
た
三
○
年
以
降
名
古
屋
本
店
銀
行
は
日
銀
と
密
接
な
接
触
が
可
能
と
な
り
、
次
第

に
中
京
金
融
界
全
体
を
統
括
す
る
位
腫
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
一
一
西
年
大
阪
に
金
融
恐
慌
が
勃
発
す
る
や
、
明
治
・
愛
知
・
名
古
屋
・

伊
藤
・
名
古
屋
商
業
の
本
店
銀
行
お
よ
び
一
一
一
井
・
第
一
の
支
店
銀
行
の
七
行
は
も
し
組
合
銀
行
に
万
一
の
事
態
が
生
じ
た
と
き
は
日
銀

か
ら
七
行
の
連
帯
保
証
に
よ
り
融
資
を
受
け
救
済
す
る
旨
の
決
議
を
予
め
行
っ
た
。
そ
の
後
豊
橋
銀
行
の
破
綻
の
影
響
を
受
け
広
く
取

（
４
）
 

付
け
を
う
け
た
と
き
、
こ
の
救
済
同
盟
は
発
動
す
る
こ
と
な
く
、
明
治
・
愛
知
両
行
が
主
と
し
て
救
援
に
あ
た
っ
た
。
三
井
。
第
一
な

ど
の
支
店
銀
行
を
含
め
た
都
市
大
銀
行
に
よ
る
救
済
同
盟
は
実
際
に
は
機
能
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
地
方
の
本
店
銀
行
を
主
体
と
し
た

で
そ
の
真
価
を
問
わ
れ
た
。
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救
済
同
盟
に
転
じ
て
ゆ
く
。
名
古
屋
に
お
い
て
は
諺
愛
知
・
明
治
に
名
古
屋
銀
行
が
加
わ
っ
て
明
治
四
○
年
、
中
京
金
融
界
の
救
済
同

（
５
）
 

盟
と
も
い
う
べ
き
「
三
角
同
盟
」
に
結
実
し
て
ゆ
く
。

愛
知
・
明
治
・
名
古
屋
。
伊
藤
・
名
古
屋
商
業
の
五
行
か
ら
な
る
名
古
屋
本
店
銀
行
に
よ
る
実
質
的
な
救
済
同
盟
は
、
そ
の
活
動
範

囲
を
名
古
屋
に
と
ど
め
る
こ
と
な
く
、
中
京
周
辺
一
帯
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
、
尾
西
同
盟
銀
行
お
よ
び
尾
北
同
盟
銀
行
が
日
銀

に
救
済
同
盟
と
し
て
認
め
ら
梅
）
信
用
崩
壊
に
そ
な
え
た
が
、
実
際
に
は
機
能
す
る
こ
と
ば
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
伊
勢
地
方
に

お
い
て
は
、
ま
ず
有
力
銀
行
に
よ
る
救
援
融
資
が
先
行
し
た
。
桑
名
商
業
銀
行
の
場
合
に
は
、
明
治
・
愛
知
を
中
心
と
す
る
名
古
屋
本

店
銀
行
五
行
の
救
済
融
資
に
よ
っ
て
救
わ
れ
、
神
宮
為
替
方
を
つ
と
め
る
山
田
銀
行
の
場
合
に
は
、
百
五
・
伊
勢
・
明
治
三
行
に
よ
る

共
同
救
済
が
中
絶
し
た
あ
と
は
じ
め
て
一
一
一
重
銀
行
同
盟
会
の
有
志
銀
行
七
行
（
三
井
・
第
一
・
百
五
・
伊
勢
・
小
津
・
愛
知
・
明
治
）

は
百
五
・
伊
勢
・
愛
知
三
行
を
代
表
銀
行
と
す
る
同
盟
救
済
を
決
定
し
た
。
し
か
し
実
際
の
救
済
は
、
ま
ず
伊
勢
の
有
力
銀
行
百
五
・

伊
勢
・
小
津
の
一
一
一
行
に
よ
る
救
済
が
な
さ
れ
、
そ
の
う
え
で
つ
ぎ
に
中
京
金
融
界
の
「
中
央
」
銀
行
の
位
置
に
た
つ
明
治
・
愛
知
両
行

の
保
証
に
よ
っ
て
日
銀
信
用
が
役
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
名
古
屋
本
店
銀
行
と
く
に
明
治
・
愛
知
両
行
は
、
名
古
屋
を
中
心
と
す
る
中
京
周
辺
一
円
を
舞
台
に
、
各
地
方
の
有

力
銀
行
と
協
調
し
な
が
ら
臨
機
応
変
に
実
質
的
な
共
同
救
済
を
敢
行
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
中
京
金
融
界
の
飛
躍
を
バ
ッ
ク

と
す
る
明
治
・
愛
知
両
行
の
都
市
大
銀
行
へ
の
上
昇
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
親
銀
行
の
系
列
強
化
と
と
ら
え
る
よ
り

も
、
「
三
角
同
盟
」
に
つ
ら
な
る
地
方
救
済
協
調
団
と
理
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

日
銀
支
店
を
も
た
な
い
地
方
に
お
け
る
救
済
同
盟
は
、
近
接
す
る
大
都
市
の
救
済
同
盟
を
媒
介
に
し
て
日
銀
信
用
を
受
け
る
。
伊
勢

の
場
合
は
、
支
店
を
設
け
、
深
い
信
用
関
係
を
築
い
て
い
る
名
古
屋
本
店
銀
行
が
直
接
救
済
団
を
結
成
し
た
が
、
都
市
大
銀
行
の
支
店

を
も
た
な
い
大
和
同
盟
銀
行
に
お
い
て
は
、
有
志
救
済
同
盟
が
結
成
さ
れ
た
が
日
銀
大
阪
支
店
は
大
阪
有
志
救
済
同
盟
の
保
証
を
要
求
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し
だ
。
当
時
大
阪
有
志
救
済
同
盟
は
自
己
の
存
在
理
由
を
疑
い
解
散
を
検
討
し
つ
つ
あ
っ
た
か
ら
、
保
証
を
与
え
る
こ
と
を
拒
否
し
、

大
和
同
盟
銀
行
有
志
に
対
す
る
日
銀
救
済
融
資
は
発
動
す
る
こ
と
な
く
終
っ
た
。

日
銀
支
店
か
ら
遠
隔
の
地
方
に
お
い
て
は
、
日
銀
救
済
融
資
に
依
存
す
る
の
で
な
く
、
地
方
銀
行
の
協
調
関
係
の
強
化
を
訴
え
、
地

方
救
済
同
盟
を
志
向
す
る
。
そ
の
例
と
し
て
は
、
金
沢
銀
行
同
盟
会
・
松
山
中
銀
行
決
議
和
歌
山
有
志
銀
行
に
と
ど
ま
る
。
救
済
同
盟

は
巴
大
阪
・
京
都
・
名
古
屋
を
結
ぶ
地
域
に
限
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
救
済
同
盟
を
組
織
す
る
だ
け
の
力
量
を
周
辺
の
地
方

銀
行
が
末
だ
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
名
古
屋
に
お
け
る
明
治
・
愛
知
・
伊
藤
・
名
古
屋
な
ど
の
本
店
銀
行
に

相
当
す
る
資
力
を
も
っ
た
銀
行
が
数
行
存
在
す
る
こ
と
が
、
地
方
的
救
済
同
盟
成
立
の
基
礎
条
件
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
過

程
は
同
時
に
都
市
大
銀
行
化
の
過
程
で
あ
り
、
親
銀
行
と
し
て
系
列
支
配
を
拡
張
・
強
化
し
て
ゆ
く
過
程
に
他
な
ら
な
い
。
一
地
方
内

部
に
お
け
る
横
断
的
な
相
互
資
金
融
通
を
志
向
す
る
共
同
救
済
同
盟
が
、
都
市
大
銀
行
に
よ
る
系
列
支
配
に
圧
倒
さ
れ
て
ゆ
く
姿
は
、

大
阪
銀
行
救
済
同
盟
の
成
立
と
解
散
の
う
ち
に
鮮
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。

三
四
年
金
融
恐
慌
の
口
火
を
切
っ
た
第
七
十
九
Ⅱ
難
波
両
行
の
破
綻
を
黙
視
し
た
大
阪
銀
行
界
は
、
逸
身
銀
行
さ
ら
に
は
鴻
池
系
の

信
用
あ
る
大
阪
貯
蓄
銀
行
の
取
付
け
を
眼
前
に
し
、
信
用
を
誇
る
大
銀
行
も
不
安
の
念
に
お
さ
え
が
た
く
、
四
月
大
阪
銀
行
集
会
所
で

共
同
救
済
の
検
討
を
開
始
し
た
９
議
論
は
自
然
陶
汰
Ⅱ
共
同
救
済
無
用
論
が
続
出
し
た
が
、
逸
身
Ⅱ
ド
ミ
ノ
理
論
が
圧
し
、
東
京
に
本

店
を
過
つ
三
井
・
一
一
一
菱
を
の
ぞ
く
浪
速
・
一
一
一
十
四
・
百
三
十
・
山
口
・
住
友
・
鴻
池
・
北
浜
・
帝
商
の
都
市
大
銀
行
八
行
の
連
帯
保
証

に
よ
ぎ
で
げ
銀
は
五
○
万
円
を
限
度
に
逸
身
銀
行
に
救
済
融
資
を
投
じ
た
。
さ
ら
に
追
加
融
資
の
必
要
か
ら
、
大
銀
行
八
行
に
、
三
井
・

三
菱
ず
お
よ
域
近
江
９
邦
Ｌ
ざ
藤
本
９
積
善
同
盟
・
起
業
支
店
の
有
志
銀
行
を
加
え
、
十
五
行
か
ら
な
る
「
団
体
各
銀
行
の
連
帯
責
任

蓬
以
て
日
銀
支
店
典
り
資
金
の
供
給
を
求
む
」
有
志
救
済
団
体
を
組
織
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
有
志
救
済
団
体
は
、
逸
身
さ
ら
に
つ
づ

い
て
第
五
十
八
銀
行
救
済
に
出
動
し
戸
金
融
恐
慌
を
一
時
鎮
静
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
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共
同
救
済
同
盟
の
絶
大
な
効
果
が
認
識
さ
れ
た
の
も
つ
か
の
ま
、
一
一
一
日
後
前
島
銀
行
の
救
済
要
請
に
対
し
て
、
方
針
を
一
転
、
突
如

有
志
救
済
団
体
の
解
散
を
決
定
し
た
。
「
此
上
団
体
を
継
続
す
る
に
於
て
は
徒
に
各
自
の
累
を
滋
す
の
象
」
と
救
済
融
資
の
ご
げ
つ
き

を
恐
れ
、
も
し
救
済
の
必
要
あ
れ
ば
「
所
謂
親
銀
行
に
就
て
融
通
を
請
は
し
む
く
鞄
と
救
済
同
盟
を
解
散
し
親
銀
行
に
よ
る
系
列
支

配
に
道
を
譲
っ
た
の
で
あ
る
。
何
故
か
。
第
七
十
九
Ⅱ
難
波
銀
行
の
破
綻
の
の
ち
、
資
金
の
回
収
激
し
く
「
同
業
者
間
の
取
引
の
如
き

も
全
然
停
止
の
状
態
と
な
り
」
そ
の
う
え
一
「
所
謂
親
銀
行
と
錐
復
た
児
銀
行
を
願
承
る
も
の
な
き
に
至
」
り
、
親
銀
行
の
信
用
収
縮
に

よ
っ
て
切
り
す
て
ら
れ
た
中
小
銀
行
は
資
金
融
通
の
あ
ら
ゆ
る
方
途
を
失
い
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
。
こ
の
窮
迫
小
銀
行
に
最
後
の
資

金
を
融
通
す
る
と
こ
ろ
に
、
す
な
わ
ち
親
銀
行
に
よ
る
系
列
支
配
の
強
化
に
よ
っ
て
切
り
す
て
ら
れ
た
中
小
銀
行
あ
る
い
は
系
列
支
配

に
参
加
し
て
い
な
い
中
小
銀
行
の
破
綻
が
上
層
に
及
ぶ
の
を
阻
止
す
る
と
こ
ろ
に
共
同
救
済
同
盟
の
意
義
が
あ
る
。
し
か
し
救
済
同
盟

は
こ
げ
つ
き
を
恐
れ
調
査
を
厳
し
く
し
選
別
は
峻
烈
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど
の
依
頼
銀
行
は
救
済
を
拒
否
さ
れ
「
所
謂
共
同
救
済
も
亦
有

名
無
実
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
大
阪
の
都
市
大
銀
行
は
没
落
す
る
中
小
銀
行
を
相
互
救
済
の
も
と
に
支
え
て
ゆ

く
こ
と
を
拒
否
し
、
個
別
銀
行
の
利
害
か
ら
選
別
し
系
列
化
を
強
め
て
ゆ
く
路
線
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
島
銀
行
救
済
以

降
の
北
浜
銀
行
を
は
じ
め
と
す
る
救
済
活
動
の
う
ち
に
明
確
に
ょ
承
と
る
こ
と
が
で
き
る
。

恐
慌
が
ひ
と
ま
ず
鎮
静
に
む
か
っ
た
五
月
、
堂
島
米
穀
取
引
所
の
投
機
を
め
ぐ
り
臨
検
を
う
け
た
こ
と
か
ら
大
銀
行
の
一
角
を
な
す

北
浜
銀
行
が
激
し
い
預
金
取
付
け
を
う
け
、
再
び
信
用
崩
壊
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
。
北
浜
銀
行
は
、
救
済
同
盟
に
依
頼
す
る
こ
と
な

く
鴻
池
銀
行
を
中
間
銀
行
と
し
て
日
銀
よ
り
融
資
を
受
け
る
保
証
を
え
た
。
し
か
し
結
局
は
日
銀
信
用
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
鴻
池
銀

行
の
融
資
に
よ
っ
て
事
態
を
切
抜
け
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鴻
池
ｌ
北
浜
に
承
ら
れ
る
親
銀
行
救
済
方
式
は
、
そ
の
後
一
般
的
と
な
る
。
北

浜
取
付
に
と
も
な
い
大
阪
金
融
界
の
弱
い
環
と
も
い
う
べ
き
逸
身
銀
行
が
再
び
危
機
に
陥
り
共
同
共
済
を
要
請
し
た
が
、
有
志
救
済
団

は
拒
否
し
、
つ
い
に
支
払
停
止
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
「
共
同
救
済
亦
頼
む
に
足
ら
ず
」
の
空
気
を
生
宅
「
無
限
責
任
を
標
傍
せ
る
個
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人
銀
行
と
錐
ｊ
も
決
し
て
之
を
信
愚
す
る
に
足
ら
ず
」
と
、
第
五
十
八
・
大
阪
貯
蓄
さ
ら
に
木
原
・
虎
屋
・
虎
友
・
古
市
な
ど
の
個
人
銀

行
が
激
し
い
預
金
取
付
け
の
嵐
に
襲
わ
れ
た
。
こ
こ
に
至
っ
て
有
志
救
済
団
は
再
び
第
五
十
八
銀
行
救
済
に
う
ご
い
た
が
、
逸
身
銀
行

に
対
し
て
は
共
同
救
済
法
に
よ
ら
ず
八
行
が
各
自
の
責
任
で
五
○
万
円
を
融
資
し
た
の
で
あ
る
。
有
志
救
済
団
の
実
に
限
定
的
な
活
動

に
対
し
て
、
虎
屋
銀
行
な
ど
の
個
人
銀
行
は
「
所
謂
親
銀
行
を
介
し
て
」
日
銀
融
資
を
仰
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
破
綻
を
回
避
す
る
。
虎
屋

銀
行
は
住
友
、
木
原
銀
行
は
鴻
池
の
援
助
を
う
け
親
子
の
系
列
を
強
化
す
る
こ
と
、
こ
こ
に
自
ら
の
存
続
の
可
能
性
を
み
い
だ
し
た
の

で
あ
る
。
救
済
同
盟
に
よ
る
連
衡
の
試
柔
は
合
縦
運
動
に
圧
倒
さ
れ
て
ゆ
く
。

明
治
三
四
年
金
融
恐
慌
の
な
か
で
横
並
び
の
自
由
競
争
原
理
が
作
動
し
銀
行
集
中
が
そ
の
苛
酷
な
必
然
性
を
貫
徹
し
て
ゆ
く
。
日
本

の
銀
行
集
中
は
、
地
方
銀
行
同
盟
と
親
銀
行
に
よ
る
系
列
支
配
の
二
つ
の
可
能
性
を
含
む
。
日
本
の
銀
行
集
中
の
現
実
は
、
後
者
が
前

者
を
圧
倒
し
て
ゆ
く
過
程
に
他
な
ら
な
い
。
恐
慌
下
、
日
本
信
用
機
構
の
再
編
成
に
お
い
て
、
親
銀
行
に
よ
る
系
列
支
配
を
主
軸
に
銀

行
集
中
運
動
が
開
始
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
東
北
屈
指
の
七
十
七
銀
行
は
国
立
銀
行
時
代
に
累
穣
し
た
百
十
二
万
円
に
達
す
る
固
定
賛
の

整
理
に
苦
し
ゑ
、
巨
額
の
借
入
金
に
よ
っ
て
か
ろ
う
じ
て
息
を
つ
く
窮
状
に
あ
っ
た
。
こ
の
固
定
賛
の
整
理
を
断
行
す
る
た
め
に
三
六

（
９
）
 

年
第
一
銀
行
を
「
親
銀
行
と
す
る
事
」
に
決
定
し
、
日
銀
に
対
す
る
保
証
と
二
○
万
円
を
こ
え
る
応
援
融
資
を
え
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
事
例
は
無
数
に
存
在
す
る
が
、
そ
の
典
型
と
し
て
安
田
銀
行
に
よ
る
系
列
銀
行
化
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

安
田
善
次
郎
は
明
治
一
七
年
・
二
三
年
恐
慌
に
お
け
る
破
綻
銀
行
の
救
済
活
動
に
従
事
し
、
そ
の
結
果
多
く
の
国
立
銀
行
を
安
田
銀

行
の
系
列
下
に
加
え
て
い
っ
た
。
関
係
し
た
国
立
銀
行
は
第
三
銀
行
以
下
二
六
行
に
及
ん
だ
。
と
く
に
一
一
一
四
年
金
融
危
機
に
お
い
て
積

極
的
に
救
済
を
敢
行
し
、
そ
の
救
済
銀
行
を
自
己
の
傘
下
に
く
ゑ
こ
ん
で
い
っ
た
。
第
四
十
八
・
第
九
十
八
・
第
九
・
第
二
十
二
・
十

（
皿
）

七
一
・
京
都
・
肥
後
の
七
行
お
よ
び
三
七
年
に
は
大
阪
百
一
一
一
十
銀
行
を
系
列
化
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
の
成
功
は
、
熊
本
経
済
救
済
会
に

（
ｕ
）
 

よ
る
熊
本
の
地
方
銀
行
の
大
合
同
を
排
除
す
る
Ｊ
も
の
で
あ
っ
た
。
安
田
銀
行
は
そ
の
後
四
○
年
恐
慌
で
大
垣
共
立
以
下
四
行
、
大
正
九



“
年
恐
慌
で
七
行
を
系
列
化
し
諺
大
銀
行
コ
ン
ツ
ェ
ル
ン
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
。
そ
れ
が
支
店
銀
行
形
態
を
と
ら
ず
、
系
列
銀
行
形

Ｉ
態
を
と
っ
た
国
と
は
、
単
一
銀
行
制
の
も
と
で
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ン
銀
行
（
○
富
百
国
目
岸
旨
、
）
に
よ
る
銀
行
集
中
と
軌

』
「
を
一
に
す
る
。
創
生
期
国
立
銀
行
制
の
骨
格
を
形
成
す
る
単
一
銀
行
主
義
を
根
抵
か
ら
払
拭
で
き
な
い
明
治
期
日
本
信
用
機
構
に
お
い

ノ
〉
て
、
銀
行
集
中
は
系
列
銀
行
化
を
軸
と
し
て
展
開
す
る
。
全
国
鉄
道
網
の
完
成
、
全
国
商
品
・
資
本
流
通
の
飛
躍
的
拡
充
の
基
礎
条
件

，
を
え
て
、
は
じ
め
て
日
本
の
単
一
銀
行
主
義
的
骨
格
は
払
拭
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
大
正
三
一
年
二
○
九
の
支
店
網
を
創
出
し
た
安
田
大

》
、
合
同
は
Ｐ
日
本
に
お
け
る
単
一
銀
行
制
か
ら
支
店
銀
行
制
へ
の
構
造
転
換
の
画
期
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

・
ア
メ
リ
カ
と
異
な
り
支
店
設
置
に
つ
い
て
法
的
規
制
を
も
た
な
い
日
本
に
お
い
て
、
単
一
銀
行
主
義
的
骨
格
が
長
く
残
っ
た
の
は
、

地
方
的
分
断
孤
立
性
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
か
る
地
方
的
分
断
が
克
服
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
で
の
銀
行
集
中
は
、
支
店
銀
行
へ
む

》
か
わ
ず
へ
地
方
銀
行
同
盟
と
親
銀
行
に
よ
る
系
列
支
配
の
二
つ
の
可
能
性
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
こ
の
地
方
銀
行
同
盟
型
の
銀
行
集
中

Ｊ
を
現
実
化
す
る
ひ
と
つ
の
過
程
と
し
て
地
方
に
お
け
る
共
同
救
済
同
盟
が
あ
っ
た
。
こ
の
救
済
同
盟
は
、
明
治
三
四
年
恐
慌
の
な
か
で

（
胆
）

出
現
し
、
そ
の
後
明
治
四
○
年
恐
慌
・
大
正
九
年
恐
慌
の
過
程
で
広
島
・
千
葉
ｄ
静
岡
。
浜
松
・
山
口
・
神
奈
川
・
和
歌
山
な
ど
で
結
成

さ
れ
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
実
施
さ
れ
ず
に
終
っ
た
ｐ
救
済
同
盟
は
、
日
銀
信
用
を
軸
と
す
る
親
子
銀
行
系
列
の
動
揺
を
限
度
内
に

お
さ
え
こ
む
た
め
に
生
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
信
用
機
織
の
緩
衝
機
構
と
し
て
恐
慌
下
に
顕
わ
れ
、
好
況
の
萠
し
と
と
も
に
潜
行
す

る
。
こ
の
伏
流
を
な
す
連
衡
の
う
ご
き
は
、
底
辺
に
凝
集
す
る
小
地
方
銀
行
の
破
綻
の
つ
づ
く
か
ぎ
り
消
失
す
る
こ
と
は
な
い
。
大
正

一
二
年
安
田
大
合
同
を
画
期
と
す
る
支
店
銀
行
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
い
、
救
済
同
盟
の
こ
こ
ろ
み
は
、
そ
れ
に
対
抗
す
べ
く
、
行
政

力
の
支
え
を
強
め
な
が
ら
地
方
銀
行
合
同
、
さ
ら
に
一
県
一
行
主
義
へ
と
う
け
つ
が
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
『
明
治
大
正
大
阪
市
史
』
第
四
巻
経
済
蔚
下
五
一
頁

（
２
）
「
各
地
金
融
界
動
揺
始
末
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
九
号
（
臨
時
増
刊
）
Ｍ
三
四
・
七
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（
３
）
同
第
一
八
九
号
お
よ
び
平
井
暖
吉
『
京
都
金
融
小
史
』
三
九
頁
を
参
照

（
４
）
「
大
阪
貨
幣
市
場
の
恐
慌
」
『
銀
行
通
信
録
」
第
一
八
六
号
Ｍ
三
四
・
五

（
５
）
『
愛
知
銀
行
四
十
六
年
史
』
九
九
頁

（
６
）
「
各
地
金
融
動
揺
始
末
」
『
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
九
号
Ｍ
三
四
・
七

（
７
）
金
沢
に
つ
い
て
は
「
銀
行
通
信
録
』
第
一
九
○
号
Ｍ
’
一
一
四
・
八
、
松
山
お
よ
び
和
歌
山
に
つ
い
て
は
第
一
八
九
号
Ｍ
三
四
。
七
を
参
照

（
８
）
大
阪
救
済
団
体
の
詳
細
に
つ
い
て
は
「
銀
行
通
信
録
』
第
一
八
九
号
所
収
の
「
各
地
金
融
界
動
揺
始
末
」
の
「
第
一
大
阪
市
」
を
参
照
。

（
９
）
『
七
十
七
年
史
』
三
四
七
頁

Ｂ
）
安
田
銀
行
の
系
列
化
に
つ
い
て
は
『
安
田
保
善
社
と
そ
の
関
係
事
業
史
』
を
参
照
。

（
ｕ
）
熊
本
地
方
は
三
四
年
恐
慌
に
よ
っ
て
、
第
九
・
百
五
十
一
・
九
州
商
業
・
福
永
の
四
行
が
支
払
を
停
止
し
、
金
融
流
通
が
閉
塞
し
た
た
め
、
熊

本
市
官
民
有
志
に
よ
る
熊
本
経
済
救
済
会
に
お
い
て
、
九
州
商
業
と
百
五
十
一
両
行
を
合
併
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
第
九
・
肥
後
を
加
え
四
行
を
合

併
し
一
大
銀
行
と
す
る
構
想
が
す
す
め
ら
れ
て
い
た
。
弓
銀
行
通
信
録
』
第
一
九
○
号
、
一
九
一
号
）

（
⑫
）
静
岡
県
下
の
伊
豆
銀
行
な
ど
八
行
に
よ
る
救
済
同
盟
（
Ｍ
四
○
・
六
・
六
）
浜
松
四
銀
行
に
よ
る
救
済
同
盟
（
Ｍ
四
○
・
六
・
上
）
広
島
県
下

八
普
通
銀
行
と
七
貯
蓄
銀
行
に
よ
る
広
島
県
同
志
銀
行
共
融
会
（
Ｍ
四
一
・
五
・
ロ
千
葉
町
に
お
け
る
農
工
銀
行
な
ど
四
行
に
よ
る
救
済
連
盟

（
Ｍ
四
一
・
五
・
二
七
）
山
口
県
同
志
銀
行
九
行
に
よ
る
救
済
同
盟
決
議
（
Ｍ
四
三
・
四
・
九
）
神
奈
川
県
郡
部
銀
行
は
左
右
田
銀
行
を
親
銀
行

と
す
る
二
九
行
か
ら
な
る
互
助
連
盟
（
Ｔ
九
・
八
・
一
○
）
和
歌
山
県
銀
行
同
盟
会
に
よ
る
救
済
規
約
お
よ
び
銀
行
合
併
協
議
案
（
Ｔ
一
二
・
五
。

一
○
）
今
銀
行
通
信
録
』
お
よ
び
一
．
大
阪
銀
行
通
信
録
』
よ
り
収
集
）

（
一
九
七
二
・
一
二
・
’
五
脱
稲
）


